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マシ ュ 花 嫁 衣装 


"設定 作成 : 奈 須 さ きのこ ノ キ ャ ラク ター デザ イン : 武 内 宗 
CV: 石 川 由依 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


は 必要 で は な い が 、 モ ル ガ ン は その 出自 か ら 多 く の 魔 術 品 を 製作 し て いる 。 


==“ 本 一 一 = 
自身 の 妖精 領域 を 持た な いた めか 、 工 房 作 リ の 才 は 「 や や 天才 より 」 CHEZ. EVOCAR ХОУ A 
は 妖精 氏族 た ちの 力 で 作ら れ た も の だ が 、 そ の 要 た る 玉座 と 十 二 の 聖 枚 は モル ガン の 手 に よる も の 。 
それ ら は 「 陣 地 ] で は な く 「 兵 器 ] の カテ ゴリ ー だ 。 
アー = = ーー 
妖精 眼 : A 


か つて は 真実 見 抜く 力 を 持っ て いた が 、 今 は 失わ れ て いる 。 
と は いえ その 眼 に 宿る 神秘 は 人 間 を 件 か に 潜 衣 し て いる 。 


する た め に 払 つ て いる 労力 は 、 ま さ に 狂気 と し か 言い 表せ な いも の で ある 。 


湖 の 妖精 た ち に よる 加護 。 
味方 単体 の NP を 増やし 、 味 方 全体 の NP 取得 量 を アッ プ さ せる 。 
放浪 し た 時 間 が あま り に も 長い た め 、 ア ルト リア より ラン ク は 下がっ て いる 。 


戦場 の 勝敗 その も の を 左右 する 強力 な 呪い の 渦 。 SOM. TORE, 

ター ン 開 始 時 に 自身 に ガッ ツ を 一 回 付加 し (重複 は で き な い ) 、 

敵対 する も の すべ て の 攻撃 力 と 幸運 を 下げ 、 

自身 に スタ ー を 集中 させ 、 ク リティ カル 威力 を アッ プ さ せる 。 

敵対 する 軍隊 に と っ て は 嵐 と し か 言い よう の な い 劣 悪 環境 が 3 ター ン 続 く の で ある 。 
通常 の モル ガン は 持た な い 、 異聞 帯 の っ 王 と し て の スキ ル 。 


は や 辿り 着け ぬ 理 想 郷 
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ロー ドレ ス ・ キ ャ メロ ッ ト 。 

異聞 帯 の 王 モル ガン が 、 汎 人 類 史 の モル ガン より 引き 継い だ 魂 の 在り 方 。 

モル ガン が その 生涯 を か け て 入城 を 望み 、 そ し て 果たさ れ な か っ た 白亜 の 城 キ ャ メロ ッ ト 。 
世界 の ルー ル そ の も の …… 即 ち 『 人 理 ] が 、 モ ル ガ ン を プリ テン の 王 に は し な か っ た 。 

叶わ な か っ た 望み は 嘆き に 変わ り 、 や が て 憎しみ と な っ た 。 

ね じ れ た 支配 欲 と 特権 意識 。 

燃え る よう な 望郷 の 念 と 人 間 た ち へ の 怒り 。 

そし て 同じ 存在 で あり な が ら キ ャ メロ ッ ト の 玉座 に 座っ た アル トリ ア へ の 憎悪 が 、 モ ル ガ ン を 「 円 卓 を 破滅 させ る も の ] 
に 変え て し まっ た 。 

これ は その 在り 方 を 魔術 と し て 顕 し た も の 。 

決し て 辿り 着け な い 路 を 一 瞬 に し て 踏破 し 、 破 壊せ ん と する モル ガン の 恩 器 で ある 。 


モル ガン が 倒す べき は アー サー 王 で は な い 。 
人 間 の た め に ブリ テン 島 の 妖精 た ち を 一 度 滅ぼそ うと する 運命 …… [人 理 | その も の を 打倒 する た め 、 彼 女 は 最果て よ 
り 戻り 、 世 界 を 呪う 魔女 と な っ た の で ある 。 


AD 


〇 シナ リオ 本 編 


お まえ ノ 買 様 〇 O (名 前 呼び 捨て ) そ や つ / あ や つ 


O 人 称 (サー ヴァ ント 時 ) 
私 BREA/B0/00 (名 前 呼び 捨て ) 255/555 
我 が 臣下 ノ 我 が 夫 我 が 妻 / 〇 〇 (めっちゃ 個人 的 、 二 人 きり の 時 に 名 前 呼び 。「 マ スタ ー」 と は 呼ば な い ) 


〇 性 格 

自分 の 力 の み を 信じ る 冷酷 な 女王 。 

他人 を 信じ な い ワ ケ で は な い が 、 ア テ に は し な い 。 

「 ブ プリ テン 島 の 秩序 ある 支配 ] を 第 一 と し 、 

その 実行 の た め 、 障 害 に な る も の は 誰 で あろ うと 排除 する 。 


人 間 を 嫌い 、 妖 精 を 嫌い 、 

弱い も の を 嫌い 、 醒 いも の を 嫌い 、 
平等 で ある 事 を 嫌い 、 平 和 で ある 事 を 嫌う 、 
ERD SRE 「 悪 の 化身 ] そ の も の の よう な 性 格 。 


が 、「 嫌 い ] と は 言っ て も それ は 「 不 要 ] と いう 事 で は な く 、 

た だ 「 相 容れ な いも の ] と いう 事 に すぎ な い 。 

モル ガン に と っ て 正義 と は 「 私 が 支配 し て いる 状態 で あり 、 

悪 と は 『 私 の 支配 を 乱す 者 が いる 状態 」。 

な の で 、 モ ル ガ ン 個人 の 「 好 き ・ 嫌 い ] は 、 

支配 者 と し て の 「 善 ・ 悪 ] と は 関係 が な い 。 

た と え 嫌 いな も の で あろ うと 、 そ れ が 支配 に 必要 な も の な ら 公 正 に 認め 、 許 容 す る 。 
その 基準 の 極端 さ ご ・ 絶 対 ぐ は 、 心 の な い 機 械 の よう で も ある 。 


o 


と は いえ 、 モ ル ガ ン に も 心 は ある 。 

喜び も 悲し み も 、 憎 し み も 怒り も 、 愛 も 恋 も 、 も う 強 く 感 じ る 事 は な い だ け だ 。 

長い 年 月 、 ひ た すら に 妖精 國 プ リ テ ン を 守護 し て きた 事 で モル ガン の 心 は 冷め 切っ て いる 。 
た だ 一 つ 、 胸 に 灯っ た 情熱 一 一 一 過去 の 自分 が 湯 望 し 続け た 願い 。 

「 プ リ テ ン を 支配 する 」 と いう 目的 だ けが 、 今 も 彼女 を 突き 動か し て いる 。 


27% それ が 幼い 頃 の ヒト らし い 夢 と は 違う 、 
『 モ ル ガ ン と いう 女 は その よう に 生ま れ た モノ に すぎ な い ] と いう 事実 を 、 長 い 旅 の 間 に 思い 知ら され な が ら も 。 


o 


汎 人 類 史 の モル ガン は 淫 湯 ・ 残 忍 ・ 自 分 勝手 、 と いう 、 ま さ に 悪女 の 見 本 の よう な 性 格 だ っ た が 、 こ の 異聞 帯 に お ける 
モル ガン は それ ら の 要素 は な り を 潜め た 才女 と な っ て いる 。 


男女 問 の 享楽 も 、 
他人 を 痛め つけ る 上 興奮 も 、 

自分 の 我 を 通す 快感 も 、 

「 つ ま ら ぬ 。 そ うい つた も の は 、 も う 飽 きた 」 と の こと 。 

た だ 、 な り を 潜め て いる だ け な の で 、 彼 女 を 追い 詰め る ほど の 窮地 ・ 事 態 に は なれ ば 、「 モ ル ガ ン 」 と いう 存在 の 持つ 残 妨 
さ 、 悪 趣味 さ が 再 発する 事 も 考え られ る 。 


Ф 


また 、 汎 人 類 史 の モル ガン は その 血 が 人 と 妖精 が 混ざっ た も の で ある 事 、 与 えら れ た 役割 が の まり に も 多かっ た 事 か ら 、 


成人 し た 頃 の 彼女 は 三 つ の 役割 を スイ ッ チ する 多重 人 格 者 に な っ て いた 。 

アル トリ ア の 姉 、 妹 を 支え る 善き 姉 と し て の モル ガン 。 

湖 の 妖精 、 星 を 愛す る 妖精 と し て の ヴィ ヴィ アン 。 

プリ テン の 仔 、 人 を 支配 し よう と する 悪し き 女王 と し て の ファ タ ・ モ ル ガ ー ナ 。 


相反 する この 役割 が モル ガン の 在り 方 を 


まめ 、 苦 し め た の は 想像 に 難く な い 。 


О 「FateGO] に お ける 人 物 像 

異聞 帯 ・ 妖 精 國 ブリ テン を 支配 する 女王 。 

ベリ ル ・ ガ ッ ト に よっ て 召喚 され た サー ヴァ ント 。 

も と も と 召喚 され た の は 汎 人 類 史 の モル ガン だ っ た が 、 あ る 事情 か ら モ ル ガ ン は 第 六 異 聞 帯 の 件 か な 過去 に 存在 し て い 
た 同 存在 、「 異 聞 帯 で 発生 し た モル ガン 」 に 己 の 持つ 全 情 報 を 譲渡 し 、 消 滅 し た 。 

[異聞 帯 の モル ガン ] は 「 汎 人 類 史 で の モル ガン の 執念 と 結末 を 情報 と し て 受け 取り 、『 プ リ テ ン を 手 に 入れ る 」 と いう 
目的 を 得 た 。 

そう し て 生ま れ た の が この 妖刀 モル ガン で ある 。 


その 後 、 異 聞 帯 プリ テン に お いて 罪 都 キャ メロ ッ ト を 築き 、2000 年 に 理 り 圧政 を し いて 妖精 と 人 間 た ち に 苦し め て い 
る 。 
最高 位 の 妖精 で あり 、 最 果て の 槍 ・ ロ ン ゴ ミニ アド を 魔術 と し て 修得 し た 神域 の 天才 魔術 師 。 


o 


異聞 帯 に お ける モル ガン は アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー と 同様 、「 地 球 表層 の テクス チャ ー を 正す 」 た め に アヴァ ロン (地球 
の 内 海 。 理想 郷 ) か ら 派遣 され た 楽園 の 妖精 で ある 。 

互い に 争い 合う だ け の 妖精 た ち を な ん と か 和解 させ 、 プ リ テ ン 島 を 平和 に し よう と 何 千 年 と 努力 し て きた が 幾度 と な く 
裏切ら れ 、 幾 度 と な く 絶 望 し た 。 

そし て つい に 妖精 た ち が 自 ら の 愚か さ で 全滅 し た 時 、 モ ル ガ ン の 心 も 凍 りつ いた 。 

「 和 を 唱え て も 聞か な い の な ら ] 

「 互 い を 憎しみ 合う 事 で し か 生き られ な い の な ら ]」 

「 お まえ た ち に 、 平和 は 要ら ぬ ] 

「 私 が 支配 する 」 

[私 が 、 私 の ブリ テン を 、 築 き 上 げ る ] 

ある 意味 や ヤセ ケ に な っ た モル ガン は 異聞 帯 プ ブリテン に お ける 世界 樹 一 一 一 空想 樹 内 部 の 魔力 を すべ て 徴収 し 、 


己 が も の と し 、 死滅 し た すべ て の 妖精 た ち を 召喚 、 均 生 。 
その 上 で 妖精 6 氏族 に 戦争 を し か け 、 勝 利 。 
罪 都 キ ャ メロ ッ ト を 築き 、 以 後 2000 年 、 プ リ テ ン 島 に 君 門 する 絶対 的 支配 者 と な っ た 。 


も と は 救国 の 責務 を 負わ され た 聖女 。 
その 後 、 力 で 支配 する 暴君 
目 に 映る すべ て を 嫌い な が ら 、 目 に 映る すべ て を 護る 支配 者 。 
冷酷 で は ある が 残忍 で は な く 、 
殺 且 者 で は ある が 殺人 狂 で は な い 、 
鉄 の 女王 は こう し て 誕生 し た 。 
О 汎 人 類 史 で の モル ガン 
汎 人 類 史 で は ティ ンタ ジェ ル の 娘 、 イ グレ イン に 宿っ た 妖精 の 子 …… プ リ テ ン 島 の 仔 …… で あり 、 後 に アル トリ ア の 形 
式 上 の 姉妹 (モル ガン の 母 イ ブレ イン が ウー サー 王 に 嫁い だ ) に な っ た 。 
アル トリ ア は 所 誠 、 人 間 た ち が 画 策 し て 作り 出し た 「 人 の 王 ]! に すぎ な い 。 
自分 こそ が ブリ テン 島 の 神秘 を 継承 する 真 の 王 ] で ある と 知っ て いた モル ガン は 、 や が て 父 王 ウ ー サ ー を 、 妹 アル トリ 
ア を 、 そ し て 自分 に 従わ な いす べ て の 人 間 を 憎み 、 ブ リ テ ン 島 を 破滅 させ る 大 き な 要 因 と な っ た 。 
超自然 的 な 生ま れ で ある が 故 、 人 間 と し て の 在り 方 、 妖 精 と し て の 在り 方 、 ブ リ テ ン の 化身 と し て の 在り 方 、 と いう 三 
| | っ の スタ ンス が 混在 し て お り 、 そ れ は や が て 三 つ の 人 格 と し て 独立 し た も の に な っ た 。 
Е) 人間 と し て の 在り 方 は アル トリ ア の 善き 姉 と し て の モル ガン 。 
S| 妖精 と し て の 在り 方 は 湖 の 妖精 と し て の ヴィ ヴィ アン 。 
ブリ テン の 化身 と し て の 在り 方 は モル ガン ・ ル ・ フ ェ (ファ タ ・ モ ル ガ ー ナ )。 


汎 人 類 史 に お いて は 多く の 子 を 産み 、 円 卓 の 騎士 を 募 出 し た 。 
ガウ ェ イ ン 、 ガ ヘリ ス 、 ガ レス 、 ア グラ ヴェ イン は モル ガン と オー クニ ー 王 の 子供 た ち で あり 、 
RS モー ドレ ッ ド は アル トリ ア の 血 と 精 を 用 いて 作ら れ た 、 ア ルト リア を 倒す た め の ホ ムン クル ス で ある 。 


III 


CHARACTER Profile 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

自分 を 召喚 し た 魔術 師 と し て 接する 。 

魔術 師 と し て の 技量 は 問題 視 し て いな い 。 モル ガン か ら 見 れ ば 一 流 で あろ うと 三流 で あろ うと 同じ 「 人 間 の 魔術 師 | 一 一 
取る に 足ら な い 下 等 生物 な の だ か ら 。 

な の で 立場 は 自分 (モル ガン ) の 方 が 上 と 考え る 。 

自分 は 王 で あり 、 マ スタ ー は その 臣下 …… あ る い は 夫妻 に すぎ な いと 。 

マス ター に 対す る 感情 は あく まで [人 道具] に 対す る も の 。 Р. 
感謝 も 特別 な 思い 入れ も な い 。 

казана と は いえ 。 

100 円 で 買っ た も の が お 気に入り の 道具 に な る 時 も ある 。 

あま り に 昔 烈 な 人 生 だ っ た 彼女 に は 、 そ の 反動 で 超級 の 幸運 イベ ント が 起き て も お か し く は な い 。 た と えば 、 夏 祭り の 
縁日 で 渡さ れ た オモ チャ の 指輪 が 、 生 涯 忘れ られ な いも の に な る よう な 。 

O amg А 
[ーー 一 相 も 変わ ら ず 同 じ 顔 か 。 つ ま ら ぬ 。 実に つま ら ぬ 。 

私 は お まえ た ち を 許さ ぬ 。 私 は お まえ た ち を 救 わ ぬ 。 

忘れ る な 。 プ リ テ ン は 小石 ひと つ に いた る まで 我 が 所有 物 。 
我 が 諸 護 な くし て 妖精 國 の 明日 は な いと 知れ 」 

「 で は 来る が いい 。 その 愚か な 運命 を 終わ ら せ て や ろう 。 

アル トリ ア 。 汎 人 類 史 に お いて 我 が 信 敵 で あっ た 者 よ 。 

お まえ は 何処 に も 行け な い 。 

お まえ に は 何 も 変 えら れ な い 。 

だ か ら こ そ 慈 悲 を や ろう 。 

お まえ で は 変え られ な い の な ら 、 私 が 変え る 。 

みじめ な 町 娘 に 戻る 時 だ 。 足 様 が 選定 の 場 』 に 行く 事 は 、 決 し て な い ] 
「 そ れ は た え ず 見 た 滅び の 夢 。 

報い は な く 、 救 い は な い 。 

最果て に あり な が ら 、 鳥 は 明日 を 歌う で し ょ う 。 

どう か 標 に ロー ドレ ス ・ キ ャ メロ ッ ト ]」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 


古い イギリス 妖精 史 で は 「 善 き 湖 の 妖精 ] と し て 語ら れ て いた が 、 ア ー サ ー 王 伝説 が 編 健 され て か ら は アー サー 王 に 英 対 


する 悪女 と され た 。 


ティ ンタ ジェ ル 公 と イブ グレ イン の 間 に 生ま れ 、 後 に イブ レイ ン が ウー サー 王 に 嫁い だ 事 で アー サー 和 王 の 姉 と な っ た 。 
ХОБРО. свт, 
BROWSERS. SYADYNERRID, P—V-ECHERD LAO FER Ly КЕФ, 円 卓 に 送り 込む 、 等 


Ro 


アー サー 王 の 王国 が 滅び た 要 | 


| は 多々 ある が 、 そ の 最後 の 一 押し を し た の は 間違い な く モ ル ガ ン の 企み で ある 。 


し か し 、 一 方 で モル ガン は ア 


アー サー 王 に 聖 侯 を 与え 、 そ の 死後 を 守護 し た 妖精 ヴィ ヴィ アン と 同一 視 さ れ て いる 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 


第 2 部 第 6 章 妖精 由理 領 域 アヴァ ロン ・ ル ・ フ ェ に 登場 。 
プリ テン を 支配 する 悪 の 女王 と し て 君 区 す る 。 
大 切な の は [自分 に 支配 され た プリ テン 島 」 の み で あり 、 人 類 を 守る 気 は さら さら な い 。 


悪 で は な い が 善 で も な い 。 


た だ 、 人 類 に と っ て 『 英 ] で ある だ け 、 と いう 立ち 位置 。 
倒す べき 強大 な 敵 で あり 、 分 か り 合え な い 異 聞 帯 の 王 。 
汎 人 類 史 の 未来 取り戻そ うと する カル デア と は 最後 まで 相容れない 。 


サー 王 を 守護 する 一 面 も 持っ て いた 。 
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〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 

歴代 の 『 楽 園 の 妖精 |] に お いて 、 あ れ ほ ど 愚 か で 、 あ れ ほ ど 頑 な で 、 あ れ ほ ど 幸 福 だ っ た も の は お る まい 。 
それ まで の 週 程 は どう あれ 、 そ の 最期 に 、 私 た こち で は 辿り 着け ぬ 理 想 の 星 を 見 た の だ か ら 」 

ハ ベ トロ ッ ト 

汎 人 類 史 で 数 少な い 素晴らし いも の 。 

それ が 彼女 で す 。 覚 えて お き な さ い ] 

モー ドレ ッ ド 

た ま に 通 路 で 出会う と 、 憎 し み と も 諦め と も 、 悲し み と も と れ な い 表 情 で 歯 を 鳴ら し 、 通り 過ぎ ます 。 私 か ら か け て い 
い 言葉 は な い の は 、 少 し 、 も どか し いで すね ] 

ガウ ェ イ ン 、 ガ レス 

両者 と も ゆがみ の な い 、 陽 の 光 の よう な 騎士 だ 。 

汎 人 類 史 の モル ガン も 復讐 心 だ け の 女 で は な か っ た 一 一 その 証明 か も 知れ ぬ な ] 

パー ゲス ト 

私 の も っ と も 信頼 する 妖精 騎士 で す 。 

誰 も が 嫌がる 仕事 を こ ぞ 率 先 し て 行う 気質 は 称賛 に 値する 。 

と ある 災厄 時 に お ける 彼女 の 活躍 は 、 救 世 主 トネリコ さえ 拍手 を 贈っ た 事 で し ょ う ] 

パー ヴァ ン ・ シ ー 

我 が 娘 に し て 妖精 國 女 王 の 後継 者 で す が 、 何 か 異論 で も ? 

AS TITUS CO SHEA SND. 

能力 が あり すぎ て は 我 が 言葉 に 従わ ぬ よ うに な る 。 

能力 不足 な ど 問 題 で は あり ませ ん 。 妖精 國 を 手中 に 収め る 礼装 な ど 、 い くら で も 用 意 し まし ょ う ] 

メリ ュ ジ ー ヌ 

[こと 戦い に お いて 妖精 國 最 強 の 騎士 。 ラ ンス ロッ ト の 着 名 (ギフ ト ) を 授け た の は その 証明 だ 。 

本 来 、 彼 女 と は 対等 の 関係 だ が …… そ の 身 に 帯び た 宿命 か ら 逃 れる た め 、 我 が 配下 に 加わ っ た 。 あれ は あれ で 私 を 尊敬 
し て いる らし い 。 


故に 我 が 命 に 従い は する が 、 最 終 的 に ヤツ が 玖 ず る も の は 環 攻 で は な い 。 瘍 の 評 は 、 愛 に よっ て 地 に 墜ち よう 」 
トネリコ 
[ーー その 物語 は 、 ま た いつ か | 
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無し ) 


赤 ラ イン は 黒い 溝 07 5 


re y 


$ 4 ARENA 


nd 
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| 第 二 段 阶 
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正面 横 


杖 デ ザイ ン 7 nm "HOM 
(8—88) a a 
断面 ”。 
<> 
刃渡り ・ 厚 み は 均一 


зове 


SBD SSD It стаж < 6069 
側面 に は 丸み を つけ て くだ さい 


LO ваш 


溝 は 黒 ラ イン で 
と 


石 突 立体 図 


А, ввзвавейян 


石 突 は 剣 状 で 側面 は 鋭利 


CHARACTER Profile 


(RL) вени) 


刃渡り ・ 厚 み は 均 一 


刃 と 蛍光 ライ ン は 接し な い 


し デー ーー」 
ここ は 2 段階 目 の 模 と 同形 状 


BAR 


(第 三 段 階 ) 断面 っ 
て 
27 4 
вази 
断面 
ーー 一 => 
и: > 


【 レ ー ス テク スチ ャ 】 
на 


首 元 


ERE 


模様 は 透明 な シル ク 地 y 
網目 レー ス の に 縫い 付け られ て いま す 4 


043 


両刃 の 剣 
刃渡り ・ 厚 み は 均 一 
人 


断面 
«2 ‹— 


鏡 立 体 図 
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(FAA Y) 


Ө 全て 真 円 


立体 図 


(8) TES 


БЯ 


拘束 帯 


・ 多 面体 に 希 を 巻く と 歪み が 大 きく な っ て し まう 為 、 断 面 は 全て 真 円 と し て 巻き つけ て くだ さい 


соса апси ФРА? 


・ 番 の 幅 は 均一 で す が 、 古 部 分 を 苦い で いる 所 等 は 正面 終 に 近い 見 た 目 に な る よう 調整 を お 願い し ます . 


左 正面 右 ES 発光 


断面 は 全て 真由 


O 
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一 部 の 企画 準備 中 に 、 ア ルキ ャ ス と 一 緒 に 大 ラフ は 描い て いて 、 そ の 時 に こう いう デザ イン に し た いと いう 骨子 は 固 ま 

っ て いま し た 。 コ ン セ プ ト は 、 わ り と 見 た まま で は あり ます が 、「 ア ルト リア の 面影 の ある 魔女 ]。 黒く て 透明 感 が あり 、 
冷た いけ ど 色 気 が め る … と いう ライ ン を 目指 し て いま す 。 お 気に入り の ポイ ント は 、 霊 基 3 の 由 と 胸 か ら 突き 出し て い 

る 整 。 モル ガン の 初 登場 は Fate アポ クリ ファ の アニ メ と な り ま す が 、 そ の 時 の デザ イン は モル ガン の 大 ラフ か ら ア レ 

ンジ を する 形 で 制作 し まし た 。 あ まり 強い 印象 は 残せ な いと いう 所 か ら 顔 を 隠す た め の ヴ ェ ー ル を つけ た の で す が 、 そ 

の デザ イン が 「 冬 の 女王 | の デザ イン に 反映 され て いま す 。 表情 の 変化 が 大 きく な い キ ャ ラク ター な の で 、 そ の 分 印象 的 

に な る よう に 、 目 の 表現 に は 細心 の 注意 と 念 を 込め て 仕上 げ を 行い まし た 。 武器 関連 は 、 下 越 に 担当 し て 貰っ て お り ま 

す 。 キャ ラク ター の 重 武装 感 、 迫 力 を 出す た め に 沢山 デザ イン し て 貰い まし た 。 (RAR) 
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設定 作成 : 奈須 きのこ キャ ラフ ター デザ イン : めろん 22 
CV 井上 麻里 奈 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


妖精 騎士 ガウ ェ イ ン 


ЕЕ セイ バー EM oa EN tt 
Е イギリス 妖精 史 、 異 聞 帯 ブリ テン BEE 妖精 園 ブ リ テ ン オッ クス フ 
Ea ро зост EXA 120ке 


En + у EH: Ес Eis 


OS A AO с 
どの よう な クラ ス で あれ 、 HUA NARUTO. 


ーー ーー ーー = = ーー = ーー ーー 三 ーー 


精神 に 異常 は 見 られ な い パ ー ゲ スト だ が 、 定 期 的 に 伴 但 を 捕食 し な けれ ば な ら な い 。 こ の 衛 動 に 襲わ れ た 後 、 速 や か に 
解決 し な けれ ば 発狂 し 、 見 境 いな く 殺 絆 を 繰り 返す パー サー カー と な る 。 


==. ーー 


妖精 騎士 A 

妖精 の 守護 者 と し て 選ば れ た 加護 。 АІС о COR (ゲッ シュ ) 。 
対人 ・ 対 文明 に 特 化し た 自己 強化 だ が 、 他 の 『 妖 精 騎 士 ] た ち へ の 攻撃 
は 自己 崩壊 する 。 


為 は タブ ー と され 、 妖 精 騎 士 を 殺め た 妖精 騎士 


汎 人 類 史 の 英霊 、 ガ ウェ イン か ら 転 写 さ れ た スキ ル 。 
日 の 当たる 午前 中 に お いて 、 そ の 基本 能力 が 大 幅 に 増大 する 。 


с 交界 の 法則 を 守り 、 そ の 因 品 に 与 る も の 。 
羽 内 強 食 を 旨 と し 、 種 と し て 脆弱 な 人 間 は 支配 され て 当然 だ と 断言 する 。 

y SSDRERBE LIST ВТО ЕРЕ ВВЦ, INIA КОСЕ 5. 

攻撃 の た びに HP 回 復 、 相手 の 強化 パフ を 捕食 し 、 自 分 の も の と する 。 


コー ン ウ ォ ー ル に 棲ん で いた 大 妖精 、 フ ァ ウ ル ・ ウ ェ ー ザ ー と の 一 騎 打 ちの すえ 、 捕 食し 、 獲 得 し た 能力 。 
ンタ 味方 陣営 に 強力 な ダメ ー ジ カッ ト と 、NP 毎 ター ン 付 与 を 与え る 。 
大 量 の 肉食 虫 を 発生 させ た ある ※ 災 厄 に お いて 、 自 陣 を 護る た め 、 必 要 に 迫 ら れ て 獲得 し た 。 


a 


デミ 


ブラ ッ ク ド ッ ク ・ ガ ラテ ィ ー ン 


捕食 する 日 輪 の 


プラ コック ドッ グ ・ ガ ガラ ティ ー ジ s 
燃え さか る 角 、 妖 精 剣 ガラ ティ ー ン を 用 いて の 巨大 な 一 撃 。 
パー ゲス ト の 額 に ある 角 は 自身 の 霊 基 成 長 を 抑制 する 触覚 で あり 、 こ れ を 引き 抜く と バー ゲス ト の 理性 は 死に 、 残 っ た 


本 能 が 肉体 を 駆動 させ る 。 
角 を 引き 抜い た バー ゲス ト は "先祖 返り "を 起こ し 、 黒い 炎 を まとい し 妖精 体 を 拡大 させ 、 ガ ラテ ィ ー ン を 相手 の 陣営 に 
き 降 ろ す 。 


地面 か ら 燃え 立つ 災 は 敵陣 を か み 砕 いて 捕食 する 字 の よう に も 見 える 。 


人 物 


O Ам (私 服 の 時 ) 
私 (わた くい) a 55/8/00 (名 前 呼び 捨て ) CBR 
Rama マス ター ノ OO (名 前 呼び 捨て ) 


ове 

外向 的 ・ 受 動 的 。 

自分 の 気持 ち を 隠さ ず 、 ス トレ ー ト に 意志 を 告げ 、 ま た 相手 の 気持 ち を 確認 する 。 

誰 に 恥じ る 事 な く 堂々 と 胸 を 張る 騎士 な の だ が 、 行 動 (軍事 行動 ) その も の は 状況 を 正しく 見 て か ら 行う 慎重 派 。 
一 方 の 都合 だ け で な く 、 双 方 の 都合 を 見 て は じ め て 「 で は 、 BB Shia ACE L £5] と 剣 を 取る 。 

ひと た び 戦 場 に 立て ば 容赦 な く 弱 者 を 忠 呈 す る 姿 か ら 、 無 慈悲 な 騎士 と 語ら れる 。 


お 堅い 性 格 で は ある が 、 買 族 の 育ち (教育 が 行き 届い て いる ) な の で ジョ ー ク を 解す る 余裕 も ある し 、 基本 的 に は 穏やか 
な 思考 を し て いる 。 
た だ 、 本 人 は うま い 冗 譜 や 場 を 和 ま せる 話術 が 得意 で は な い の で 、 自 分 か ら 軽口 を HI いた り は し な い 。 


弱肉強食 の ルー ル を 絶対 と する か ら か 、“ 強 い "と 感じ た も の に は 気 を 許し 、 親 し く な り 、 恋 人 に な っ て し まう 。 実は と 
て も 寂し が り 屋 で 惚れ っ ぽい の で ある 。 

N 過去 、 様 々 な 種族 …… 男 女 、 妖 精 人 間 問わ ず …… の 恋人 を 作っ て きた 。 

だ が その 関係 は 一 月 と 続か ず 、 す ぐ 独 り 身 に 戻っ て し まう 。 

その た め 愛 の 多い 妖精 と 言わ れる が 、 ト リス タン か ら は 私 は 飽き や すい だ け で アナ タ ほ ど 惚 れ っ ぽ く は な いけ ど ね ] 
と 嫌み を 言わ れ て いる 。 


妖精 騎士 と し て 気丈 ・ 冷 血 に 振る 舞っ て は いる が 、 根 は 優し く 、 ま た 泣き 虫 。 
恋人 を 捕食 し て し まっ た 後 は 血 に ぬれ た 指 の まま 、 顔 を 暫 つ て 「 う う 、 う ああ 、 う ああ あ ……!| と 、 悲し み と 自分 へ の 
BU CHR SON. 

そん な 事 を 繰り 返し て きた 人為 、 妖 精 円 車 と し て の 誇り と 責任 で か ろう じ て 立 っ て いる も の の 、 騎士 で な く な れ ば 自決 し 
て 果て る 、 と いう 危う い メ ンタ ル を し て いる 。 


〇 設定 
異聞 帯 プ リ テ ン に お ける 円 卓 の 騎士 、 そ の 一 衣 。 
妖精 國 で も っ と も 恐れ られ る 妖精 騎士 。 


[ 恋 多 さ パ ー ゲ スト 」「 共 食い の 黒 犬 公 ] と も 。 

汎 人 類 史 に お ける 円 齋 の 騎士 ・ ガ ウェ イン の 圭 量 を 着 名 し た 妖精 騎士 

INSIDE 「 革 の 氏族 ] に 属す る が 、 外 見 は ヒト 型 の 霊 某 に な っ て いる 。 これ は か つて の 氏族 に 倒さ れ た 厄 災 ・ 
モー ス の 王 か ら の 呪い の た め 。 e 

[「 革 の 氏族 の 中 で も っ と も 優れ た 才能 を 持つ モノ が 生ま れ た 時 、 それ は 下 の 氏族 に お いて 番 の いな い 忌 み 子 と な る 」 と いう 。 
人 間 を 監理 し 支配 する 、 冷 酷 な 騎士 


妖精 氏族 の 出身 で 、 人 間 風 に 言う の な ら 伯 爵 令 嬢 で も ある 。 
だ が 彼女 に は ひと つ 、 誰 に も 言え な い 生 態 が あっ た 。 
「 愛 し た も の を 食べ な けれ ば な ら な い 」 と いう 呪い で ある 。 


彼女 は 本 気 で 他人 を 愛し 、 今 度 こ そ は 耐え られ る は ず だ こ 食 愛欲 求 に 負け まい と し 、 結 果 と し て 恋人 を 捕食 し て 生き て きた 。 
愛 と 喜び 、 嘆 き と 苦し み が 入 り 混 じ っ た 捕食 に よっ て 、 彼 女 の 精 神 は と うに 月 壊し て いる 。 

だ が 責任 感 の ある 彼女 は 自殺 し て 終わ ら せ る ] 事 を 良し と せ ず 、 恋人 た ち を 食い 殺し た 罪滅ぼし と し て 、 既 に ズタズタ 
の 内 面 を 隠し た まま プリ テン の 平和 を 維持 し 続け て いる 。 


霊 基 第 1 : 妖精 騎士 ガサ ウェ イン 。 
汎 人 類 史 の 円 卓 の 騎士 の 物語 を 好み 、 彼 ら を 理想 の 騎士 と し て 尊 倍 し て いる バー ゲス ト が 選ん だ 姿 。 
腕 の いい 鍛治 師 の 妖精 に 、 円 章 の 騎士 ガサ ウェ イン の 甲 表 に 似せ て 作ら せ た 逸 品 で ある 。 


BEP): 普段 着 ・ 妖 精 良家 の 令嬢 

戦闘 中 責 を 脱い だ 、 可 憐 な ドレ ス 風 の 姿 。 

パー ゲス ト は 忌み 子 と は いえ 「 牙 の 氏族 ] に お ける 姫 で あり 、 オ ックス フォ ー ド 出身 で ある 。 

その 後 、 妖 精 騎 士 ガ ウェ イン と し て 活躍 し た 功績 か ら マ ンチ ェ ス ター を 与え られ 、 マ ンチ ェ ス ター の 領主 と な っ た 。 
舞踏 会 に 出る 時 な ど 、 こ うい っ た ドレ ス 服 で 参加 する 。 

口 に は 出さ な い が [素敵 な 出会い 、 素敵 な 恋 、 い つ で も パッ チ 来 いで すわ な 性 格 な の で 、 社 交界 な ど で は キメ キメ で 
現れ る の だ 。 


EEES : 魔 大 バー ゲス ト 

黒 妖 犬 の 王 。 プ リ テ ン 異 聞 帯 の 予言 に 語 わ れる 、「 ブ プリ テン を 滅ぼす 三 つ の 厄 災 }、 そ の 一 つ 。 

炎 と 雷雲 の 王 。 そ の 周囲 は 常に 炎上 し 、 動 物 や 街 を 頑 や す 事 で 発生 する 黒 煙 を 呑ん で 成長 し て いく 。 

最終 的 に は 巨大 な 犬 型 の 魔 獣 と な る が 、 こ の 姿 は その 呪い を な ん と か 閉じ 込め た も の 。 

成長 し きっ た 魔 犬 は 精霊 鳴 い (エレ メン タル イー ター) に な る た め 、 妖精 で は 一 切 攻 繋が 通じ ず 、 文 字 通り 「 厄 災 ] と な る 。 


・ 黒 犬 の 鎖 

パー ゲス ト の 左手 に は 『 無 数 の 鎖 」 が 巻き 付い て いる 。 
この 鎖 は 「 犬 の 首輪 ] その も の で 、 バ パー ゲス ト は 常時 数 匹 の ヒト イヌ (パー ゲス ト の 魔力 に よっ て 変化 し た 奴隷 ) を 連れ て 
歩い て いる 。 

奴隷 (ニン ゲン ) た ちの 女王 、 と いう 立ち 位置 を 示す も の だ が 、 バ パー ゲス ト 本 人 は この 従属 行為 を 非道 な も の と は 考え て 
いな い 。 

マス ター に [それ は ひど いよ 」 と 言わ れ た らき ょ と ん と し た 顔 で [そちら の 人 類 だ っ て “親愛 な る 友 "に 同じ 愛情 表現 を し 
て いる と 聞き まし た が ?] と 返さ れる 、 み た いな 。 
本 来 、 鎖 で 拘束 され る べき は パー ゲス ト だ が 、 異聞 帯 で は 『 鎖 に 縛ら れる べき も の ] が 『 鎖 を 振り 回 し て いる ] と いう 皮 
肉 さ が ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 事 で 精神 は や や 安定 し た が 、 食 愛欲 求 …… も と い 、 惚 れ っ ぽ さ は 何 も 変 わっ て いな い 。 


な の で マス ター を 好き に な ら な いよ う 、 日々 節度 を 保つ て 行動 し よう と 努め て いる 。 
ова 
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だ が あま り に 小さ い 。 人 間 ら し い 、 軟弱 に し て 貧弱 な 信念 だ 。 

物陰 に 隠れ て 盗み を 働く と いう の な ら 、 踏み 潰さ れ て も 文句 は ある まい ?] 
Гаваа тафи, よく も 妖精 國 プ リ テ ン に 足 を 踏み 入れ た 。 
買 で あれ ば 歓迎 する の が 、 お まえ た ちの 世界 で の 礼節 な の だ ろう ? 


いい だ ろう 、 剣 を 取れ ! 望み 通り 、 存 分 に 歓迎 し て くれ る ! 
私 の 名 は ガウ ェ イ ン ! 

妖精 円 卓 の ひと り 、 プ ブリ テン を 守護 する も の ! 

隆 下 より 与え られ た この 名 で 、 買 様 ら を 課 丁 する 

「 こ の 角 は 法 の 立証 
あら ゆる 不正 を 紅 す 地熱 の 城壁 

路 け ! ブラ ッ ク フク ドッグ ・ ガ ラテ ィ ー ン 中 

謝罪 し ます わ 。 ネ ズミ 相手 と は いえ 、 手加減 を し て いた 事 に 。 
っ 潰れ な さい プラ ッ ク ド ッ グ ・ ガ ラテ ィ ー ン 中 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

イン グラ ンド 北部 に 伝わる 妖精 。 

燃え る 角 と 瞳 を 持ち 、 鎖 の つい た 犬 の 姿 で 現れ る 。 白い 猫 で ある 事 も ある 。 

都市 に お いて は 死 を 知ら せる 妖精 で も あり 、 誰 か が 死ぬ 時 に 現れ る と いう 。 都市 に お いて 大 き な 役 割 を 持つ 人 間 が 死ぬ 
時 は 多く の 配下 ( 犬 た ち ) を 連れ て 街 を 練り 歩く と も 。 

都市 の 外 で は 死 を 告げ る 妖精 で は な く 死 を 与え る 妖精 に 変貌 し 、 高 原 に 出没 。 出身 っ た 旅人 を 食い 殺す と いう 。 

イン グラ ンド 全域 に 伝わる 妖精 伝承 、 プ ブラック ドッ グ FRA) の 一 種 と 思わ れる 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

第 1 部 第 6 章 の ガウ ェ イ ン と 同じ 、 前 半 の 脅威 と し て 立ち は だ か る 。 

カル デア に と っ て 最初 の 壁 と し て 登場 する が 、 物 語 が 進 び うち に この 騎士 だ け は カル デア の 味方 に な っ て くれ る の で は 、 
と 思わ せる 人 格 者 。 

実際 、 減 び が 確定 し た プリ テン で 「 ひ と り で も 多く の 妖精 と 人 間 を 生か し た い ] と 考え 、 カ ル デ ア か ら も ちか けら れ た 移 
ERICHEITSDTEN 

予言 に ある プリ テン 


〇 因縁 キャ ラ 

モル ガン 

忠誠 を 誓っ た 主君 。 モル ガン も 妖精 騎士 ガサ ウェ イン は お 気に入り 。 

妖精 騎士 ラン スロ ッ ト 

自分 と 同じ く モ ル ガ ン の 命令 に 従う 騎士 で は ある が 、 ガ ウェ イン は ラン スロ ッ ト を 嫌っ て いる 。 

ラン スロ ッ ト が 「 ガ ウェ イン より 強い ] と 妖精 た ち に 噂 され て いる 事 も 腹立たしい が 、 そ れ だ け の 実力 が あり な が ら ラ ン 
スロ ッ ト は プリ テン を 本 気 で 護 ろ うと し て いな い 事 を 感じ 取っ て いる か ら で あ る 。 

また 、 あ ら ゆ る 生命 に 愛 の 片鱗 を 抱く ガウ ェ イ ン が 、 ラ ンス ロッ ト に だ け は 愛 (食欲) を 感じ な い 。 本 能 で 妖精 で も 人 
間 で も な い 、 こ こ に いて は いけ な い 汚 物 ] と 感じ 取っ て いる た めで ある 。 

妖精 騎士 トリ スタ ン 

自由 放 放 、 妖 精 も 人 間 も オ モチ ャ 扱い で 潰し こし いく ト リス タン と は 相容れない 。 


トリ スタ ン の 方 は ガウ ェ イ ン の 血 な まぐ ささ に 気付 いて いる の で 、 同 類 と し て 仲良 く や り まし ょ う ? と 一 方 的 な シン パ 
シー を 抱い て いる 。 


с ACTER Profile 


円 卓 の 騎士 ガウ ェ イ ン 

尊敬 する 円 卓 の 騎士 、 そ の 筆頭 。 

[ 誰 よ り も 強く 正しい 心 を も っ た 者 が 、 人 々 を 苦し め る 悪 を 組 す ] 
忌み 子 と し て 牙 の 氏族 の 中 で 孤立 し て いた バー ゲス ト に と っ て 、 そ の 騎士 た ちの 在り 方 は 憧れ で あり 、 目 指す べき 理想 | 
だ っ た 。 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 
な ぜ か つっ か か っ て くる 非力 な 妖精 。 

[予言 の 子 」 と 判明 し て か ら は 排除 対象 に な る が 、 そ れ は あく まで 妖精 國 の た め 。 アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 自 身 へ の 憎 し 
の み は な い 。 

вел! 実 の と ころ 、 バー ゲ ス ト と アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー の 幼少 期 に は 共通 する 点 が 多く 、 それ も あっ て この ふた り は [ 理 
貼 は よく 分 か ら な いけ ど な ん と な ぐ く 一 緒 に いる と 居心地 が よい ] 気持 ち を 抱く の だ が 、 も ちろ ん 本 人 た ち は そ の 理由 を 
知る 事 は な い 。 


シナ リオ メモ (6 章 ク リア 後に お 読み くだ さい ) 
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CHARACTER Profile 


ICHARACTER Profile 


「 実 は 涙 も ろく 優し い キ ャ ラ 」] と いう 設定 だ っ た の で 、 最 初 の デザ イン 案 で は も っ と 優し い 目 を し て いま し た 。 し か し そ 
れ を 見 た 奈須 先生 か ら 「 目 つき の 鋭い 女性 サー ヴァ ント に 話し か け て 絆 レベ ル 下 げ る の が 得意 技 だ ろう ? ボク も 


きち で いっ ちょ た の む 」 と 返答 が 。 ボ フ は ウキ ウキ で 修正 し まし た 。 こ うし て 目 つ き の 鋭 い 妖精 騎士 が 誕生 
し まし た 。 (めろん 22) 
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妖精 騎士 トリ スタ ン 


РЕД アーチャー Е バー ヴァ ン シー Et / 
Е イギリス 妖精 史 、 異 聞 帯 ブリ テン tv ED pee 
Ea 回 同 170cm EX] 548 


Gaal, Бс EM) Es Edo E Je 


入 


設定 作成 : 奈須 きのこ キャ ラフ ター デザ イン : 望月 けい 
су: ARSTH 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


H げ ず 、 悔 い ず 、 悪 ぴ れ な い 妖 精 騎 士 ト リス タン の 対 魔力 は 規格 外 の 強 さ を 発揮 し て いる 。 


決し て 自分 の 流儀 を 


a — = 2 
И з. MM EEE... A 
何 か に 乗る の で は な く 、 自 ら の 脚 で 大 地 を 駆る 妖精 騎士 トリ スタ ン は 騎乗 スキ ル を 有 し て いる 。 
= ーー ニー ーーーー 2 ィ =ーー ニ ーー ニーーーーーー и ч 
oe N 
妖精 界 に お ける 魔術 師 と し て も 教育 され て いる た め 、 工 房 を 作る 知識 も ある 。 … 魔 術 の オ は な い が イ ン テ リ アデ ザイ AN, | 
4 ン 、 フ ァ ッ ショ ン セ ンス な ど が 長け て いる よう だ 。 m, 


。 | AB 
妖精 の 守護 者 と し て 選ば れ た 加護 。 


RCL ITO (Fy a). 


は 自己 崩壊 する 。 


| 対人 ・ 対 文明 に 特 化 し た 自己 強化 だ が 、 他 の 『 妖 精 騎 士 ] た ち へ の 攻撃 行 放 は タブ ー と され 、 妖 精 騎 士 を 殺め た 妖精 騎士 ws 
1 


イン グラ ンド に 伝わる 魔女 の 足跡 、 猫 の 妖精 の 名 を 冠 し た スキ ル 。 

猫 の 特性 を 「 足 音 を 無く す 、 体 重 を 軽く する 、 速 度 を 上 げ る ] と 妖精 風 に 解釈 し た も の 。 

パー ヴァ ン ・ シ ー が 使う こそ れ な り の 効果 だ が 、 こ の 神秘 の 元 の 持ち 主 で ある 妖精 が 使う と わずか 1 日 で 世界 を 一 周 で 
きる ほど の スピ ー ド を 発揮 し た と いう 。 


妖精 妨 モ ル ガ ン の 娘 と し て 認め られ た 彼女 に は 、 モル ガン と 同じ 「 支 配 の 王権 ] が 備わっ て いる 。 

汎 人 類 史 に お いて [騎士 王 へ の 且 言 | を し た 騎士 の よう に 、 モ ル ガ ン に 意見 で きる だ け の 空間 支配 力 を 有する 。( マ ナ の 
支配 圈 ) 。 

敵 全体 の チャ ー ジ (NP 増加 ) を 停止 させ (減少 で は な い ) 、 ス キル を 封印 し 、 自 己 の NP を 増加 させ る 。 


吸血 鬼 と し て の 有力 。 相手 の HP と NP を 吸収 する 。 

今 は 失わ れ て いる が 、 か つて の パー ヴァ ン ・ シ ー は この 神秘 を 嫌っ て お り 、 人 前 で 使う 事 は な か っ た 。 

が 、 ダ ー リ ント ン 領 主 で ある 妖精 は [面白 そう だ か ら 」 と いう 理由 で パー ヴァ ン ・ シ ー に この 神秘 を 乱用 させ 、 結 果 、 ダ 
ー リ ント ン は 昼 者 の あふ れ か える 死 都 と な っ た 。 


AE EAS 


フェ ッ チ ・ フ ェ イ ルソー トド 。 = 
対象 が どれ ほど 遠く 離れ て いよ うと 関係 な く 、 必 ず 呪 い 殺 す 魔 の 一 撃 。 
相手 の 肉体 の 一 部 (HOE. NS) OS [相手 0 分 身 | を 作り 上 げ 、 こ の 分 身 を 殺す 事 で 本 人 を 呪い 殺す 。 


っ は 


よう は 妖精 版 ・ 五 の 刻 参 り で ある 。 
フェ ッ チ 、 と は スコ ッ ト ラ ンド で いう ドッ ペル ゲン ガー…… 自 分 と うり 二 つ の 非 人 間 的 存在 …… の 事 を 指す 。 
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人 物 


アナ タン オマ エン / ( 激 す る と ) テ メ エ ノア ンタ В ә 


〇 性 格 

外向 的 ・ 能 動 的 。 

自分 の 欲求 を 騰 面 も な く 口 に し 、 実現 させ る た め に まわ り を こき 使う 支配 者 気質 。 

利 那 的 快楽 主義 で 、 今 が 気持 ち 良 けれ ば それ で いい 。 

妖精 らし く 楽 し い 事 を 好む が 、 彼女 が 知る 「 楽 し い ] は 弱者 が 苦し お 声 だ け な の で 、 結果 的 に 人 間 ・ 妖 精 問 わ ず 、 弱い も 
DEO, 踏みにじる 行為 に 走る 。 


誰 に も 愛さ れ た 事 が な く 、 ま た 、 バ パー ヴァ ン ・ シ ー が 唯一 散 愛し 末 敬 する お 母 様 (モル ガン ) か ら は 「8 者 を 虐げ た 時 だ 
け 』 衰 め られ る の で 、 そ れ が 楽し い 事 な の だ と 学習 し て し まっ た の だ 。 

母 に 愛さ れ よ うと 努力 する けなげ な 少女 像 と 、 

いずれ 自分 の も の に な る 王国 を オモ チャ と し て 見 て いる 姫 の 向 慢 さ が 融 合 し た 魔女 っ 娘 。 

ワガママ 、 キ マグ レ 、 ザ ンコ ク 、 サ イア ク 。 


善行 や きれ い 事 を 見 る と 気分 が 悪く な り 、 徹 底 的 に 馬 倒 する 。 

理由 は 「 決 まっ て ん だ ろ 、 私 が つま ら ね えん だ よ 」 と いう も の 。 

た いて い の も の に 興味 は な く 、 場 を 荒らす コト だ け を 趣味 に し て いた が 、 汎 人 類 史 か ら や っ て きた ベリ ル の 語る ГЛА 
類 史 の 文明 | の 話 に 目 を 輝 か せ 、 汎 人 類 史 の 真似 事 を する の が マイ ブーム に な っ て し まっ た 。 

「 歴 史 あ る お 城 で 軍隊 行動 の トー ナメ ント と か や っ た ら 面 白く な ぁ い ? も ちろ ん 一 位 以外 は 罰 ゲ ー ム で 皆殺し 交 ] 


その 過程 で 汎 人 類 史 の 『 靴 (ヒー ル )」 の 魅力 に 取り 沿 か れ 、 鞭 の コレ クタ ー と な る 。 

靴 に 関し て の 事 な ら 真 訟 に 、 純 粋 に 努力 し 、 将 来 は 汎 人 類 史 の どん な 職人 より カッ コイ イ 靴 を 作る の だ 、 と 夢 を 抱い て 
いる 。 

wae そん な パー ヴァ ン ・ シ ー の (ФЕН) 寝室 に は 、 カ カト か ら 切 り 落 と され て コレ フク ショ ン に され た 妖精 た ちの 生 足 が 
宝物 の よう に 鎮座 し て いる 。 


ORE 

異聞 帯 プ リ テ ン に お ける 円 卓 の 騎士 、 そ の 一 角 。 

汎 人 類 史 に お ける 円 車 の 騎士 ・ ト リス タン の 霊 基 を 着 名 し た 妖精 騎士 。 

異聞 帯 プ リ テ ン を 支配 する 女王 モル ガン の 「 娘 ]、 後 継 者 と し て 優遇 され て いる 。 
(モル ガン の 娘 に され る 前 は ГеВ] の 妖精 だ っ た ) 


魔術 を 必要 と し な い 異 聞 帯 プリ テン に お いて 、 魔 術 師 と し て 育て られ た ふた り の うち の ひと り 。 

(も う ひ と り は アル トリ ア ) 

モル ガン の 娘 で は 、 と 噂 され る アル トリ ア を ライ バル 視 し 、 こ れ を 殺 そ うと する も モル ガン に 直接 対決 は 止め られ 、 
よけい に アル トリ ア へ の 憎しみ と 執 落 を つの ら せ 、 様 々 な 手 で アル トリ ア の 道行き を 妨害 する 事 に 。 


E: 妖精 騎士 トリ スタ ン 
妖精 騎士 と し て 着飾っ た 姿 。 
他 の 妖精 騎士 と 違い 、 甲 責 を 着 て 真 刻 に 戦う 事 を 馬鹿 に し て いる スタ イル 。 


モル ガン か ら 円 卓 の 騎士 の 話 を 伝え 聞き 、「 み ん な ダサ いけ ど 、 か ろう じ て コ イツ な らい っ か ] と トリ スタ ン を 選び 、 
トリ スタ ン の 妖 弦 を 真似 た 戦い を 好む よう に な っ た 。 


BEB : モル ガン の 後継 者 

女王 モル ガン の 後継 者 に 相応 し い 、 妖 艶 で 流麗 で 邪悪 な 姿 。 

吸血 鬼 と し て の 特性 も 強く 出 て いる 。 

パー ヴァ ン ・ シ ー に と っ て は これ が 正装 で あり 、 妖 精 舞 踏 会 に は この 姿 で 出席 し た 。 


BEB: 愛さ れ た パー ヴァ ン ・ シ ー 

Е カル デア に 召喚 され た パー ヴァ ン ・ シ ー は 、 妖 精 國 で の 情報 を も と に [BI を 見 て いる パー ヴァ ン ・ シ ー で ある 
モル ガン の 魔術 の 加護 を 失い 、 妖 精 た ち へ の 憎しみ に 突き 動か され 、 自 分 の 事 さ え 思い 出せ な い 本 来 の 姿 。 
[RUD IBS| の 要因 に な っ た 生 費 の 巫女 。 

いか な る 術 式 、 い か な る 愛 を も っ て し て も 、 彼 女 が 回 復 する 事 は な い 。 


も し 「 外 部 」 か ら の 治療 で は な く 、「 内 部 | か ら の 目覚 め が あ れ ば 。 
MARA TEE EMI TEL. en E г. 


O 戦闘 スタ イル 

吸血 訟 らし く 、 爪 を 伸ばし て 攻撃 ( 爪 は 赤い 線 の よう に 走る 。 ト リス タン の 空気 撃ち の 赤い 版 ) の 他 、 魔 女 っ 娘 な の で 魔 
術 も 使う 。 

ガン ド 撃 ちの 達人 。 妖 精 界 の ガン ド 撃 ち ア イド ル 。 

宝 具 の フェ イル ノー ト も 、 よ う は aii で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
サー ヴァ ント と し て 召喚 され て も 性 格 が 最悪 な の は 変わ ら ず 。 
人 間 を 見 下 し 、 マ スタ ー に 従う 事 は 最後 まで な い 。 


15? な に 黙っ て ん だ よ 。 

騒ぎ 立て る の が 仕事 だ ろ 、 テ メ エ ら は 。 

それ が で き な い な ら 生 き て ん じゃ ね えよ 。 SR. сссвожоввискър?! 
「 そ うそ う 。 それ で いい の 。 や れ ば で きる じゃ な い オ マエ た ち 。 

で も ちょ こっ と ひね り が な か っ た か な ? 

ваен. ВӘ. 

だ か ら ア ナタ と アナ タ と アナ タ 。 

こう する ん だ っ て 、 こ いつ ら の 手 本 に な これ C] 

「 シ ョ ウタ イム ね 。 

ほら 、 も うお し まい 。 これが アナ タ の な れ の 果て 。 

フェ ッ チ ・ フ ェ イ ルノー ト ] 

[運命 っ て ザン コク よね ? 善人 悪人 、 関 係 な し 。 恨 まれ た ら そ れ ま で っ て コト 。 
ほ ー ら 、 ゴ ミ に な ー れ !」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

スコ ッ ト ラ ンド に 伝わる 女性 の 妖精 。 意味 は その まま “ 女 の 妖 精 "。 

夜 に 現れ て は 人 間 の 命 を 吸い 、 死 に 至ら し め た と いう 。 血 を 好み 、 日 光 に 弱い 。 

多く の 妖精 は 「 益 ] と [E] を 併せ 持つ が 、 バ パー ヴァ ン ・ シ ー は [8] し か 持た な い 悪 性 の 妖精 で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

ルッ クス 最高 、 け ど 性 格 は ほん と 最悪 、 と いう 憎まれ 役 。 

他 の 妖精 騎士 ほど 「 貢 と し て 強い ] ワケ で は な い 。 

立場 が 強い 、 能 力 が 厄介 、 と いう トリ ックス ター で も ある 
予言 に ある プリ テン 


〇 因縁 キャ ラ 

モル ガン 

偉大 な る 、 親 愛 な る お 母 様 。 

た いて い の も の を 見 下す パー ヴァ ン ・ シ ー だ が 、 モ ル ガ ン だ け は 上 崇拝 の 対象 に な かっ つて いる 。 

妖精 騎士 ガサ ウェ イン 

善人 ぷっ て いる が 、 そ の 本 性 を 知っ て いる の で 嫌い で は な い 。 

「 好 き に な っ た 相手 を 食べ る な ん て 、 そ りゃ あ 若 し いよ な 。 分 か る 分 か る 。 だ っ て 、 そ れ だ け 気に入っ た 肉 な の に 一 度 し 
か 味わえ な いん だ か ら ! キャ ハハ 、 み じ め す ぎ て サイ コー 日 

妖精 騎士 ラン スロ ッ ト 

美しい が 趣味 に 合わ な い 。 本 能 的 に コイ ツ に は 勝て な いと 分 か っ て いる の で か すか お 恐怖 も ある 。 

が 、「 オ ー ロ ラ と の 仲 ] と いう アキ レス 膝 を 知っ て いる の で 、 精 神 的 に は 優位 に 立て て いる 。 いつ あの 爆弾 が 爆発 する か 、 
と て も 楽し み に し て いる 。 

[予言 の 子 」] アル トリ ア 

この 世 で も っ と も 目障り な 存在 。 

カタ チ が な く な る まで フェ ッ チ ・ フ ェ イ ルノー ト で 打ち 続け た い 。 

グロ スタ ー で 会 っ た 田舎 妖精 

話し て いて も 頭痛 の し な か っ た 、 珍 し い 妖 精 。 

『 憧 れ て いた けど 、 自分 に は 相応 し く な いよ ね | と 諦観 の 眼差し で ショ ウケ ー ス を 見 て いた 目 を 、 な ん と な く 覚 えて いる 。 
ノ ク フナ レア 

モル ガン に 盾 突く 、 生 意気 な 妖精 氏族 。 

し か し その 神秘 は 気に入っ て いる 

[奴隷 を 作れ ば 作る ほど 強く な る と か 、 楽 し そう 〇 」 

実際 は その 逆 で ある 事 を パー ヴァ ン ・ シ ー は 知ら な い 。 

ブリ トマ ー ト 

カル デア で 知っ た 、 汎 人 類 史 の 妖精 騎士 。 

本 来 な ら 「 良 い 子 ・ 優 等 生 ] は 毛嫌い する バー ヴァ ン ・ シ ー だ が 、 プ リト マー ト の 事 は 嫌い で は な いよ うだ 。 

妖精 國 の 妖精 た ちと 違い 、「 そ の 場 の 流行 に 流さ れる 移り 気 | が な いか ら だ ろう 。 

「 白 い 妖 精 服 も 赤い 妖精 服 も セン ス い いし 。 ラン サー っ て の は 気に入ら な いけ ど ] 


ACTER Profile 


シナ リオ メモ (6 章 ク リア 後に お 読み くだ さい ) 
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内 側 


通常 爪 
(第 二 段 階 か ら 
爪 が と が り ま す ) 
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CHARACTER Profile 
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Comment from Illustratar 


な ん で この 人 は こん な に 悲し くつ らい 目 に 遭わ な きゃ いけ な いん だ ろう 、 と いう キャ ラ が 最も 好き な の で 、 パ ー ヴ ァ ン ・ 

シー を 描か せ て いた だ けた こと は 私 に と っ て ピッ タリ 自分 の 好み に ハマ っ て 幸せ で し た 。 死に 向かう 道のり が や る せな 

けれ ば な い ほ ど そ の 像 さ に 興奮 し て し まう の で す が 、 パ バー ヴァ ン ・ シ ー の 道のり は 想像 を 超え て 悲し く 、 な ぜ こ こま で の 
側 い 物語 を え が け る の か … と プレ イ し な が ら 感 動 し て いま し た 。 と いう くら い 、 バ パー ヴァ ン ・ シ ー と いう キャ ラク ター <= 
は 私 に と っ て 大 切 で 美しく て 大 好き な キャ ラ で す 。 (望月 けい ) A 


CO call 


же 


090 


Wels 


・ 赤 い 薔 薇 が た くさ ん 
SEY DV HY 
・ 灰 色 の レー ス 布 は 向かっ て 右 の み 
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| 身長 14m 9 208 
ЕДС ra. Elis EJ Ede EJ + 


ERA: 奈須 きのこ / キ ャ ラク ター デザ イン :CHOCO 
CV :高 野 麻 里 佳 


主 な 登場 作品 : Fate/Gran 


i A ED 


ИТВ, oo a МОМОШИЫИНИНННРА 7 
どの よう な クラ ス で あれ 、 妖 精 騎 士 は 強い 対 魔力 を 持つ 。 


max- 一 ass ee reer MT x ーー 一 
A A. O A. A 9 
どの よう な 土地 ・ 世 界 で あれ 、 自 身 の 寝床 を 「 陰 毅 な 森 の 湖 ] に 変え て し まう 彼女 は 、 高 い 陣 地 作成 スキ ル を 有する も の 、 
と 扱わ れ て し まう 。 


護 。 妖精 に と っ て の 秩 い 。 
対人 ・ 対 文明 に 特 化し た 自己 強化 だ が 、 他 の [妖精 騎士 ] た ち へ の 攻撃 行為 は タブ ー と され 、 妖精 騎士 を 殺め た 妖精 脱 二 


は 自己 崩壊 する 。 


a 


汎 人 類 史 に お いて は [谭力 放出 | に 分 類 さ れる 、 生 体 エ ネル ギー の 周 剰 発露 状 態 
* 功 の 妖精 "と し て 自身 を 再 構築 し た メリ ュ ジ ー ヌ は 、 意 種 で は な いも の の 竜 と 同じ 生体 機能 を 有 し て いる 。 
強力 な 攻撃 アッ プ 、 ダ メー ジ カ ッ ト 、 最 大 HP 増加 、NP 取得 量 増加 を 持つ 超 抜 スキ ル 。 


汎 人 類 史 の 英霊 、 ラ ンス ロッ ト か ら 転 写 さ れ た スキ ル 。 

どの よう な 精神 状態 で あれ 、 身 に つけ た 戦闘 技術 を 十 全 に 発揮 で きる よう に な る 。 

過度 の 修練 に より 肉体 に 刻み つけ られ た 戦闘 経験 …… と いえ る も の だ が 、 生ま れつ き 強 頼 な メリ ュ ジ ー ヌ に は あま り 必 
要 の な い ス キル だ っ た 。 

この スキ ル の 存在 その も の を メリ ュ ジ ー ヌ は 嫌っ て いる 。 生 まれ つき 強い 生き 物 が 技 を 使う 事 に 抵抗 が め る た め だ 。 
後に カル デア に 召喚 され た サー ヴァ ント で ある 事 を 考慮 し 、「 人 間 の 技 っ ぽい の も ヒロ イン っ ぽく て いい よね と 独自 の 
スキ ル 「 ペ リー・ ダ ン サ ー]』 に 変化 する 。 


レイ ・ ホ ライ ゾン : A 


メリ ュ ジ ー ヌ は あく まで 『 妖 精 ] と し て の 名 と 器 で あり 、 本 来 の 役割 は [境界 ] その も の で ある 。 
カル デア が 用 いる レイ シフ ト と 同じ 原理 の 霊 子 変換 技法 。 

霊 基 の 段階 に よっ て その 効果 は 変わ り 、 

霊 基 1 こ 2 状態 と 大 量 の 魔力 を 生成 し 、 宝 具 の 性 能 を 全体 宝 具 に 変化 させ る 。 

霊 基 3 状態 だ と 宝 具 の 威力 を 大 幅 に 向上 させ 、 自 身 を 「 次 元 境界 線 ] で 包み 、 あ ら ゆ る 攻撃 か ら 無敵 と な る 。 


ee 


ils mine Sie 


イノ セン ス ・ ア ロン ダイ ト 。 

自ら の 外皮 か ら [妖精 剣 アロ ンダ イト 」 を 精製 し 、 対象 に た た きつ ける シン プル お 宝 具 。 

ラン スロ ッ ト の アロ ンダ イト の 推 版 。 

膨大 な NP リ チ ャ ー ジ を 持ち 、 数 を 重ね て 切り 裂く た び 対象 の 被 ダ メー ジ を 増やす 。 傷口 が 開き 、 癒え な い 事 か ら [切開 
刻 技 | と 呼称 し て いる 。 

単体 宝 具 と し て の ダメ ー ジ は 低い が 、 宝 具 が 使え る 状態 に な っ て か ら の 回 転 率 は トッ プラ ンク の も の 。 

こい つ 毎 タ ー ン 、 瑞 に アロ ンダ イト ば ち 込 ん で る ! ぐ らい の 無双 感 。 

Е ダメ ー ジ が そう 高く な い (本 気 で は な い ) の は メリ ュ ジ ー ヌ に と っ て この 宝 具 は あく まで ラン スロ ッ ト の 宝 具 で あっ 
て 自分 の 宝 具 で な い 借 り も の (偽物 ) だ か ら 。 


誰 も 知ら ぬ 、 無 垢 な る 喜 重 


ホロ ウ ハ ー ト ・ ア ルビ オン 。 

第 3 スキ ル に よっ て [本 来 0 姿 | に 溶解 し た メリ ュ ジ ー ヌ が 放つ ドラ ゴン ブレ ス 。 

「 本 来 の 姿 ] に な つっ た メリ ュ ジ ー ヌ は も は や 妖精 と 呼べ る や も の で は な く 、 そ の 威 容 の 心臓 か ら こ ぼれ る 光 は 広域 破壊 兵器 
と な る 。 

その 様 は 境界 に か か る 虹 と も 、 世 界 に 開い た 異 界 へ の ゲー ト ( 異 次 元 模様 ) と も と れる 。 

使用 後 、 メ リュ ジー ヌ は 「 そ う あ り た い ] と 願っ た 妖精 の 器 に 戻れ ず 、 人 知れ ず 消滅 する 。 


[Fate] 世界 に お いて 、 ア ルビ オン と は ロン ドン の 地下 深く に 潜り 、『 星 の 内 海 ] に 帰還 し よう と し て 途中 で 死に 絶え た 
「 神 代 の 竜 の 名 称 と な っ て いる が 、 こ ちら の アル ビオ ン は それ の 異聞 帯 版 。 

どの 人 類 史 で あれ 、「 星 に 帰り 損ね た 竜 は 無残 な 最後 を 迎え た 、 と いう 事 の 証左 で も ある 。 

※「 ア ルビ オン ] は 、 実際 に は プリ テン 島 に お ける 先史 神話 の 王国 名 。 


私 ※ 妖 精 騎 士 ラン スロ ッ ト で ある うち は 「 僕 ] で 。 メリ ュ ジ ー ヌ 自身 、 実 は どっ ち で も いい 。 
君 / お まえ 彼 ノ 彼女 グ OO (名 前 呼び 捨て) きみ / あ な た ノ マ ス ター 


O 性格 

内 向 的 ・ 能 動 的 。 

自分 の 気持 ち は 内 に 秘め つつ 、 成 すべ き 事 を 迅速 に 行う 行動 派 。 
沖 癖 症 で 遊び の な い 、 い つも 張り 詰め た 空気 の 少女 騎士 。 


人 間 を 悪し きも の と 分 類 し 、 こ れ を 容赦 な く 排 圧 する の で 『 冷 酷 な 妖精 ] と 思わ れ が ち だ が 、 本 人 は 人 間 を 憎ん で も 見 下 
し て も いな い 。 

た だ 単純 に 個体 で の 生存 能力 の 低い 生命 体 ] と 捉え て いる だ け で ある 。 

メリ ュ ジ ー ヌ 本 人 が も と も と 『 湖 に 沈ん で いた 死に か け の 意 』】 だ っ た 事 も あり 、『 生 まれ 持っ た 生態 ] を 理由 に 相手 を 差別 
し な い 。 

彼女 の 本 質 を 知る と 、「 悪 し きも の だ か ら と いっ て 理由 な く 排 司 は し な い ] と いう 性 質 が 明確 に 伝わっ て くる 。 


も と も と 『 洲 し く 捨 て られ て いた も の 」 な た め 、 寂 し が り 屋 で 、 自 虐 的 。 

自身 を 最強 の 生物 と 自覚 し て いる の で 、 強 い ・ 弱 い は 好き 嫌い の 基準 に か ら な い 。 み ん な 自分 に 比べ れ ば [弱い も の | 
だ か ら だ 。 

メリ ュ ジ ー ヌ が 好き に な る も の は 、 

「 自 分 より 強い モノ に 立ち 向かう 勇気 ] で は な く 、「『 自 分 より 弱い も の を いた わる 優し さ ] CHS. GLO 

「 強 い モ ノ に は 従え 。 絶対 に だ 。 つ まり 私 に 従っ て ] 

と 、 絆 5 の マス ター に べったり ひっ つい て くる 。 


基本 的 に は 善 な る も の だ が 、 オ ー ロ ラ へ の 愛 ゆ え 、 破 滅 の 結末 に 墜落 する 悲劇 の 騎士 。 


ORE 
RMT UT-CHISASORL. TO 
汎 人 類 史 に お ける 円 卓 の 騎士 ・ ラ ンス ロッ ト の 霊 基 を 着 名 し た 妖精 騎士 。 


異聞 帯 プリ テン に お いて 、 た だ ひと り の “ 電 " の 妖精 。 

(本 当 は 竜 の 妖精 で は な く 、 竜 の 端末 ) 

誇り 高く 、 美 し く 、 無 慈悲 な 騎士 と し て 振る 舞う 。 

その 無機 質 な 外皮 、 鎧 は 妖精 騎士 た ちの 中 で も “特別 な も の " と し て 見 られ て いる 。( と いう か 、 ひ と り だ け 仲間 は ずれ 。 
どう 見 て も SF 世界 の 住人 ) 


今 で こそ 妖精 國 ブ リ テ ン 最 強 の 騎士 と し て 君 際 し 、 多 く の 妖 精 た ちか ら 尊 敬 を 集め て いる が 、 も と も と は 島 の 北東 部 ・ 
湖水 地方 に ある 「 ゴ ミ 沼 ] に 生息 し て いた 、 妖 精 國 最 下層 の 生き 物 だ っ た 。 

星 の 内 海 へ の 帰還 時 期 を 見 誤り 、 地 上 で みじめ に 死亡 し た 竜 の 端末 。 

竜 本 体 は 死亡 し 、 そ の 腐 汁 で 森 を 汚し ドロ の 沼 を 作っ て し まっ た が 、 その 沼 の 中 で [一 部 の 肉 | が 腐敗 し な が ら も な ん と 


、 娠 小 な 生き 物 と し て 存命 する 事 に な っ た 。 
それ が メリ ュ ジ ー ヌ の 始ま り で ある 。 


ンコ 
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竜 の 名 残 で ある Гав! HBABSOOE TENS NIH 
ОВОС RAMI SD SBIMONT eo 

長く 、 数 千年 も の 間 、 た だ аси] 事 を 示す た め に 必死 に 細胞 を 動か す …… そ れ し か で き な い 生命 だ っ た 。 

そん な 彼女 を 救っ た の は 妖精 氏族 の 有力 者 、 風 の 氏族 の 妖精 、 オ ー ロ ラ だ っ た 。 

光り 輝く オー ロラ 。 美 し さ だ け な ら 妖精 一 で あり 、 そ の 美 し さ だ け で 他 の も の は 何 も 要 ら な い 、 と され る 、 妖 精 界 で も 
っ と も 愛さ れ た 娘 。 

オー ロラ は ドロ と 汚物 に まみ れ た 「 幼 い 彼女 ] を 見 つけ る と 、「 な ん て 素敵 な 娘 な の か し ら !| と 抱き し め た 。 

オー ロラ は その 妖精 に メリ ュ ジ ー ヌ と 名 を 贈り 、 友 達 に は つて ほし いと お 願い し た 。 

この 時 、『 生 き 物 』 は 自分 を 抱き 留め て 微笑 お オー ロラ の あま り の 美 し さ に 見 薄れ 、 友達 と 呼ば れ た 喜び に 目覚 め 、「 妖 
精 | と し て 生ま れ 変 わっ た 。 

以後 、 オ ー ロ ラ の 友達 に 相応 し い 妖精 に な る た め 自 ら を 変え 、 鍛え 、 現 在 の 妖精 騎士 の 姿 に な っ た 。 

それ か ら 数 百年 。 

妖精 騎士 を 拝命 し て も メリ ュ ジ ー ヌ は オー ロラ へ の 愛 の た め に 生き て いる 。 


その オー ロラ の 内 面 が この 世 で も っ と も 浅はか で 、 醒 く 、 自 分 し か 愛し て いな い 女 だ と 知っ て も 。 何 も な か っ た 生き 物 
が 見 た 、 ま ば ゆい ば か り の 星 へ の 憶 慣 は 、 呪 い の よ うに メリ ヌ を 縛り 続け て いる 。 


ова 

妖精 形態 : 

妖精 の 騎士 、 竜 、 水 の 精霊 、 が コン セプト 。 

竜 の 外 骨 格 は ロボ ッ ト の 装甲 の よう に な っ て いる イメ ー ジ 。 

他 の 妖精 騎士 た ち が 有 機 的 な の に 対し 、 メ リュ ジー ヌ は 無機 的 。 

その 瞳 も 竜 の 目 で 、 レ ンズ を 何 重 に も 重ね た よう な 深み が ある 。 

ラン サー で は ある も の の 、 基 本 的 に は 徒手 空拳 。 

た だ いる だ け で 強い 、 武 器 を 使う な ど 無粋 、 と いっ た 武人 の イメ ー ジ 。 

宝 具 使 用 時 、 攻 撃 時 に 外皮 で ある (BOR) [BOR] を 一 瞬 で 刃 と し て 生成 する 。 生成 され た 刃 は 使用 後 、 赴 と な っ て 
消え る 。 


外見 年 齢 は 16 歳 ほど の 少女 。 
オー ロラ に 出会っ た 頃 の 、 オ ー ロ ラ の 肉体 年 齢 を まね て 自分 を 育て た の で 、 そ の 姿 か ら 成 長 は し な い 。 
(一 方 、 オ ー ロ ラ は その 後 、20 代 中 盤 の 女性 と し て 完成 し た 姿 に な っ て いる ) 


竜 形態 : 

古 竜 アルビ オン の 「 左 の 掌 1] だ けが 分 離し て 生き 延び た の が メリ ュ ジ ー ヌ な の で 、 

竜 に な っ て も 元 の 巨大 な 姿 に は な ら な い 。 

せい ぜ い 4 メ ー ト ル く らい の 機動 兵器 。 と は いえ 小型 だ か ら 弱 い 、 と いう 事 は な く 、 超 高 性 能 の 音速 提 撃 機 が 小型 で あ 
る 事 の 恐ろし さ 。 

以前 サー ヴァ ント と は 戦闘 機 で ある 、 と 比 職 し た が 、 メ リュ ジー ヌ の アル ビオ ン 形 態 は 「 単 体 で 星 間 航 行 さえ 可能 な 戦 
关机 |」 CHS. 


ES Ага А 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 、 フ クー ル か つ ド ライ な 立ち 振る 舞い 、 口 調 は 妖精 國 の 頃 と 同じ よう に 維持 し て いる 。 

し か し マス ター 086) に 召喚 され て か ら は 「 人 前 だ と 華 豚 で 完 壁 な 男装 騎士 ] だ が 、「 マ スタ ー と ふた り だ け だ と クー ル 
で ドラ イ な 態度 の まま べた べた に 甘え て くる た だ の つよ つよ ドラ ゴン 」 に な る 。 

た だ し 、 オ ー ロ ラ の 事 を パカ に され る と キレ る 。 


「 只 下 か ら の 任務 は 完遂 し た 。 森 の 浄化 は 終わ っ て いる 。 
バー ゲス ト が 戦闘 を 中 止 し た の は その 必要 が な か っ た か ら 。 


妖精 騎士 ガウ ェ イ ン が 敗れ た ワケ じゃ な い 。 
「…… ラ ンス ロッ ト 。 

この 姿 の 僕 は 、 妖 精 騎 士 ラ ンス ロッ ト だ 。 
そう 呼ば な いと 何 も 話さ な い 。 

…… そ も そ も 、 僕 か ら 話す コト は な いけ ど ね ] 

Г-ы いい だ ろう 。 

手 を 貸 そ う 、 汎 人 類 史 。 See 

この 一 瞬 だ け 隊 下 か らい た だ いた 着 名 を 解除 する 。 

聞け 、 , こ の 身 は 騎士 ラン スロ ッ ト に あら ず ! 

私 の 真名 は メリ ュ ジ ー ヌ 。 

暗い 沼 の メリ ュ ジ ー ヌ ! РА 

も っ と も 美しい も の か ら 名 を 授かっ た 、 ア ルビ オン の 未 商 だ 
飛び な さい 、 彼 方 の 空 へ ……! 

お まえ は 、 た と え 残 豚 で あろ うと も 一 一 一 ! 

eurer ああ 、 こ れ で 一 一 一 


君 と 違っ て ね 、 ト リス タン 」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

フラ ンス に 伝わる 妖精 。 メ リサ ンド と も 。 

古く か ら 民 間 童 話 の テー マ に な る [RIA] の 物語 の ヒロ イン 。 

蛇 の 下半身 に 竜 の 羽 を 持つ 半 人 半 妖 の 美女 。 

人 間 の 父 と 妖精 の 母 の 間 に 生ま れ た 妖精 で 、 美 し い 娘 だ っ た が 、 父 親 を 洞窟 に 閉じ 込め た 罪 で 「 十 曜日 だ け 下半身 が 蛇 
に な る 」 呪い を 受け る 。 

下半身 が 蛇 に な っ た 状態 を 恋人 に 見 られ る と 呪い は より 強 さ を 増し 、 メ リュ ジー ヌ 自 身 を お ぞ ま し い 蛇 に 変え て し まっ 
た と いう 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

「 モ ル ガ ン に は 恩 が ある の で 忠義 を 尽く し た い 1 

「 カ ル デ ア と いう 汎 人 類 史 の 者 た ち が 妖 精 國 に 現れ た 以上 、 協 力 する 事 が この 星 に と っ て 最善 と 理解 し て いる 」 

この 二 つ の 考え を 同時 に 抱き な が ら も 、 究極 的 な 選択 は 常に この 二 つ を 裏切る も の と な る 。 

それ が どれ ほど 非道 な 事 で や っ て も 、 オーロラ に 「 お 願い 、 メ リュ ジー ヌ ] され た ら メ リュ ジー ヌ は 断れ な いか ら だ 。 
メリ ュ ジ ー ヌ の 生き る 理由 。 存在 する 意味 。 すべ て を 捧げ る と 癌 っ た El. 


その [ 爱 | の 身勝手 な ワガママ に 振り 回 され 、 プ リ テ ン の 減 び を 決定 的 に し て し まう 。 


実は 女王 暦 に な る 前 か ら モ ル ガ ン (トネリコ ) の 事 は 知っ て いる 。 た だ 、 そ の 時 の 彼女 は 生き 物 ] に すぎ な か っ た の で 、 


干渉 し 合う 事 は な か っ た 。 

E 妖精 ] と し て で は な く 、『 妖 精 國 の 女王 ] と し て の モル ガン を 評価 し 、( 根 は アン ニュ イ な メリ ュ ジ ー ヌ に し て は ) 
真剣 に 騎士 と し て 仕え て いる 。 

[妖精 た ちの 支配 な ん て 、 あ ん な 面倒 な こと よく 二 千 年 も 続け られ る も の だ 。 そん な 際 下 の 忍耐 の 強 さ な ら 、 い つか 僕 が 
問題 を 起こ し て も うま く フ ォ ロ ー し て くれ る に 決ま っ て る よね 昌 

と 、 屈 託 の な い 無垢 な 笑顔 で 、 マ スタ ー に だ け 本 音 を こぼす の で あっ た 。 

妖精 騎士 トリ スタ ン 

自由 誕 放 、 人 間 を オモ チャ 扱い で 潰し て いく トリ スタ ン と は 相容れない 。 

一 言 で いう と [趣味 が 合わ なかい] の だ が 、 メ リュ ジー ヌ は 言葉 使い が うま く な い の で 「 趣 味 が 悪い ] と トリ スタ ン に 言い 
放ち 、 以 後 、 ふ た り の 仲 は 悪い 。 

も と も と トリ スタ ン も メリ ュ ジ ー ヌ の 事 は 毛嫌い し て いる 。 

「 私 、 ア ナタ より 好き な も の が 多い の 。 気に入っ た も の な ら な ん で あれ 手 に 入れ て 、 楽 し お わ ] と 語る が 、 そ の 実 、 AY 
OB (自分 を 捧げ る 行為 、 目 分 を 傷つけ る 行為 ) を まだ 知ら な いた め 、 そ の 「 愛 | に すべ て を 捧げ て いる メリ ュ ジ ー ヌ の 
姿 が 貴 ま し い の で ある 。 

妖精 騎士 ガサ ウェ イン 

豪快 で 徴 慢 に 見 えて 、 そ の 実 、 野 生 の ルー ル に 忠実 で あり 、 異 種族 で ある 人 間 を 愛し て し まっ た ガウ ェ イ ン を 認め て いる 。 
戦闘 能力 も 妖精 の 中 で は トッ プク ラス な の で 、 対 戦 相手 と し て 気に入っ て いる 。 

が 、 ガ ウェ イン は メリ ュ ジ ー ヌ を めっちゃ くち ゃ 嫌っ て る の で 仲良 し に は な れ な い 運 命 。 

円 卓 の 騎士 ラン スロ ッ ト 

モル ガン か ら 「 買 様 に うっ て つけ の 騎士 が いる ] と 名 を 受け 取っ た 事 で 、 妖 精 國 に いる 時 は ラン スロ ッ ト へ の 評価 は 高かっ た 。 
汎 人 類 史 に 来 て か ら 騎士 と し て の 性 能 、 功 績 ] へ の 評価 は 変わ ら な い が 、 そ の 他 の 評価 は 変化 し た よう だ 。 

[ 契 黙 で 冷静 で 近寄り が た い 、 苦悩 する 顔 の 似 合 騎士 だ と 思っ て いた の に 。 ヒト は 見 か け に よら な いっ て コト ね ] 
と 霊 基 第 3 の 姿 で ベッ ド に 寝 転 が り な が ら メ リュ ジー ヌ は か く 語 りき 。 

「 意 も 見 か け に よら な いけ ど ね 」 と 言い た い の を ぐっ と こら える マス ター で あっ た 。 

パー シヴァ ル 

妖精 國 で 唯一 、「 本 当 の 愛情 ] を 与え 、 与 えて くれ た 存在 。 

パー シヴァ ル と ラン スロ ッ ト 。 

この 二 人 が 姉 弟 と し て 離れ ず に 生き て いれ ば 妖精 國 の 未来 は より 良い も の に な っ た だ ろう 。 

それ が 分 か っ て いな が ら も 、 和 竜 は 星 へ の 憧れ を 裏 切 れず 、 愛 は 運命 さえ 奪い 取っ た 。 

機械 系 飛行 ユニ ッ ト 持ち サー ヴァ ント ae 

自分 が この 惑星 で 一 番 の 飛行 体 、 と いう 自負 を つね に 撤 布 し て いる メリ ュ ジ ー ヌ だ が 、 そ れ は 先輩 風 を 吹か せ た い か ら 。 
と に か く 性 能面 で マウ ント を 取り た が る が 、 相手 を 卑下 する た めで は な い 。 ど ん な 相手 で あろ うと 空中 戦 を し た 後 は 、 同 
じ 『 空 を 征 く も の 」 と し て 友情 を 感じ て いる の で ある 。 一 方 的 に 。 

村 正 


「 ヒ ト 型 の くせ に 僕 の 空中 連 撃 を 40 秒 も 凌い だ 。 許せ な い ] 


) シナ リオ メモ (6 章 ク リア 後に お 読み くだ さい ) 
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< Bu phe 


画 仮 面 付 を バー ジョ ン 


N 
229. 
玉緒 の 毛 は 先端 か ら グ レー の 


グラ デー ショ ン が 
マメ リュ ジー ヌ 個 人 紋章 


宮部 の シマ シマ は 凹 の モー ルド で す 。 


Zr 
викевюслеов 
ボー ル チ ェ ー ン と 十字 型 の 金具 で す 。 


CHARACTER Profile 


画 肩 バー ツ の 量 部 に 
カラ ビ ナ が 付い て いま す 。 


コメ カミ の へ アピ ン に La 


仮面 が 磁力 で くっ つき ます 。 


アロ ンダ イト トン ファ ー の 接続 部 は 
肘 と 直交 し た 面 に あり ます 。 


外し た 仮面 は 胸 の 装甲 に 
くっ つき ます 。 
サイ ズ は ウン 付い て 
縮め て あり ます 。 


12702977 LOWE 
収納 し て いま す 。 


LS 国 前 面 作 一 又 


仮面 † キ アロ ンダ イト トン ファ ー 仮面 オフ 
+ ア ロン ダイ トト ン フ ァ ー 収 納 


マン ト な ど 装 着 時 に 使い ます 。 
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画 ホ ル ダ ー 接 続 部 


画 ド ラゴン 形態 で も 
装備 し て いる の と 似 た 形 の 
補助 エン ジン … 


で は な く て 生命 維持 装置 е グー 
全身 の 光っ て いる ライ ン に は 
故郷 の 湖 の 水 が 循環 し て いて y y 
常に デトック ス し て いな いと 
врщожз. Ду Ey 


ваза ваза 
仮面 腰 エ ンジ ン 省 略 
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ト 


ァ アー 収納 


+ ア ロン ダイ トト ン フ 


ma 


+ ア ロン ダイ トト ン フ ァ ー 


mia 


前 面 パ ー ス 
仮面 † ア ロン ダイ トト ン フ ァ ー 


E 
+7 


7 2-ол-жланемис еве 
体 の 崩壊 を 防ぐ 為 の 機能 が ありま す 。 
僕 が 使っ て いる 腰痛 ベル ト と 大 体 一 緒 で すね 。 


鎧 に 色気 が 無い の で ハイ レグ に し まし た 。 
鎧 を 着 て も 見 えて いる の は 
紫色 の 部 分 に な り ま す 。 


< 


SS 
イン ナー 


109 


裏表 が ひっ くり 返り ます 。 
画 紅 ホル ダー (2 本 用 ) 


2. 


РА меу 
Ys, 


BORSFICHSL—-IE 
ホル ダー の 脇 に 差し 込み ます 。 


と 
y 


| ベル ト に 引っ か け ま す 。 


第 1 宝 具 使 用 時 に ツバ バー ツ が 変形 


WW 


CHARACTER Profile 


ング 


ナッ クル シー ルド は 

手首 の ガン トレ ッ ト と の 接続 部 で 
回 転 し ます 。 

回 し て トン ファ ー の 様 に 使っ た り 

頭 の 上 で 高速 回 転 させ て 

へ リコ プター の よう に 空 を 飛ん だ り 出 来 ます 。 
うそ で す 。 


画 文 字 は 両面 に 握ら れ て いま す 。 
スマ ー ト オブ ジェ クト の 中 に 高 解像度 の ソー ス が 入っ て いま す 。 


MAME と 見 せ か け て カタ カナ で 「 メ リュ ジー ヌ 」 っ て 書い て あり ます 。 
マシ ュ の 縦 の 文字 の よう な 筆 っ ぼ い タッ チ で す 。 


軸 ら 本 を ホル ダー に 固定 し た 状態 。 
レー ル に 微妙 に 角度 が 付い て いて 
ぶつ か ら な いよ うに な っ て いま す 。 


mar Ф 0 j 
[70794 HARE ADA a 


FKPFhTKIXRT: FTKN AHIXNT IFHAMFT: TFPINM 


Ач м Ўр. р 


22 
cl 


= ГА | の の 


A 


| 
ト 
г 
入 
E, 
ч 
w ST 
ANNO 
ЕСЕ 
aha 
| 
ト 
г 
N 
8 
і іш 
w Se 
Млла 
ei an 
ES 


画 通 常 衣 装 
+ ケー プ 

+ ナ ッ ク ル 
+ 後 ホル ダー 


画 イ ラッ と する と 
一 瞬 黒く な る 。 


ATA 
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СНАКАС 


вещ» 


ns 


バッ ク の 中 央 に レ - 
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TER Profile 


画 首 の 後ろ で 
ボタ ン を 留め ます 。 


BIWI-2Y 7D 
バッ ド 入 り キ ャ ミ 


MUY 
フロ ント に 黒 リ ポン X ら 


画 シ ャ ツ と ペチ コー ト が 合体 し た 
シュ ミー ズ で す 。 


| コル セッ トス カー ト の 構造 
フレ アス カー ト は 前 半分 だ け あ り ま す 。 


背中 の スト ラッ プ は 4 本 出し 。 
幼 結 び が 2 ら セット 出来 ます 。 


還 キ ャ ミ の バッ クス トラ ッ プ は 
背中 が 見 える よう に 石 を 付け て 
下 に 下げ て いま す 。 
ー ス & 

A, a 


NO i 
| уу у E MARY IO 


画 体 を 想っ て いる 模様 は 竜 の 手 で す 。 
5 本 指 だ けど … 


画 前 面 メ カリ バーツ の み 
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「 ラ ンチ ャ ー ジ ャ ー 1 
ME パー ツ が 付い て いま す が 
4 тпепаюсвиоалет. 
wm N N 
( \ 
4 
«3 
Ki} A 


METERTE 
SYFr-Ir-EMOMIC 
髪の毛 が 収まり ます 。 


men 
アア リル この ぁ た 5 で HAN 
= apes. ПА 
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CHARACTER Profile 


羽根 は 赤 線 の 2 箇所 で 
折り た た み ま す 


画 角 が 折れ て いな い 状 態 で す 。 
最終 再臨 で 白く な っ た メリ ュ ジ ー ヌ の 角 を 第 三 段 階 の メリ ュ ジ ー ヌ に 
フィ ー ド バッ ク し た も の で す 。 肌 は 黒 化 609% と セッ ト で 使う の を 推奨 。 


基本 的 に 自分 の サー ヴァ ント と し て 使う 場合 は 角 が 折れ た バー ジョ ン を 
使用 し ます の で 、 こ の バー ジョ ン は 酸 側 と し て 出 て くる と きだ け 使 うと か 
簡易 礼装 で お まけ と し て 追加 する と か で どう で し ょ うか 。 


Mver. 1x5 

・ 折 れ た 角 の 基部 が 大 きく な り ま し た 。 

・ 中 央 の 角 を 追加 。 

・ 繋 の 黒く な っ て いる 部 分 を 減ら し まし た 。 
服 の 黒色 と 混ざっ て し まう の で 克 の 毛 先 は 白 に な り ます 。 


ICHARACTER Profile 


юзаша 
ЕФОЙ, SYIFr-Ir-EBBLTEDET. 


又 0O 毛 三 二 股 人 分 办 机 世 WE 
メカ バー ツ は 二股 の 間 

か ら 生 えて ます 。 
背中 は 髪の毛 で 
ほとん ど 見 えま せん 。 


メカ バー ツ は 髪 の 毛 よ り 後に 
被 さ り ま す 。 


ВТ О 7672 
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29 


А ウラ 
“ aS 
画 第 1 と 第 2 段階 で は 散 飾 り で す が 
第 3 段階 の コレ は 折れ た 竜 の 角 の 根元 で す 。 


背中 か ら 回 り 込 ん で いる 布 は 
体 に 密着 し て いま す 。 


画 前 垂れ は 首 か ら 下 が っ て いる だ け で 
ヒラ ヒラ し て ます が 
胸 の トッ プ は シリ コン の ニ プ レ ス 
で くっ つい て いて 決し て 
浮き 上 が り ま せん 。 


CHARACTER Profile 


画 メ リュ ジー ヌ 個 人 紋章 カラ ー 画 メ リュ ジー ヌ 個 人 紋章 モノ クロ 画 メ リュ ジー ヌ 個 人 紋章 エン ボス 用 


VIV 


画 ゲ ー ト 用 魔法 陣 宝 具 使 用 時 な ど 


球 付 き 終 め 極細 帯 : ラン スロ ッ ト 由 来 
バラ : オー ロラ 由来 
BIENEN: : リュ ジニ ャ ン 家 由来 


| 
р 


\——1U : フラ ンス 


エス カッ シャ ン : bate 


EA チョ ー カ ー 用 


Po 


メリ ユ ジ ー ヌ の 二股 眉毛 。 頂い た 設定 
132008 


お と 彼女 は 二 面 性 の 塊 の 様 な 存在 な の で 「 泣 き を ながら 怒 っ て いる ] と いう よう 
情 を 同時 に 描く た め に あの デザ イン に し まし た 。 鎧 や 私 服 、 竜 の 姿 の 機体 に 多く の エン プレ ム や マー キン グ 
が 描か れ て いま す よ ね 。 その 由来 が 意 で あっ た と し て も 、 し ょ せん は 沼 か ら 生 まれ た 備 い 存在 。 騎士 と いう 肩書 、 与 え 
られ た 名 前 、 マ スタ ー と の 関係 性 、 そ し て マー キン グ で 「 自 分 は 何者 な の か | と いう こと を 定義 され 続け な は けれ ば 、 誰か 
に 愛さ れ 続 け な け れ ば 体 の カタ チ を 保 て な く な り 泥 に 戻っ て し まう の で す 。 と いう それ らし い 理 由 を 今 思い つい た 抽 者 
は 工業 製品 に プリ ント され て る コー ショ ン サ イン と か 大 好き 侍 な り よ 。(CHOCO) 
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テ ュ ケイ ダイ ト アル ビオ ン 作 くれ り 。 
BRIM HERTS 


tychedightalbion:tawide 
farausargibuauja 


TNNNT1PIXNT:FTEIF 二 =:T ド FINMF1: FFKFNT ド EXIENFN キ ド 


還 ル ー ン 清文 の 沙 革 名 を 古代 英語 で アン グロ サク ソン 型 フ ソ ル ク で 書い て あり ます 。 
大 に 妖 策 文 で 同じ 文章 (ハナ モゲラ 書式 ) 
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CHARACTER Profile 


本 ココ を 持ち ます 


[ーー 9 の 付い た 下り ガラ ス で す 。 HUBIESEN TRA EA 


Н 「 テ デュ ケイ タダ イト ・ ジ ョ フロ ワ 」 


長針 「 テ デュ ケイ ダイ ト ・ フ ロモ ン 」 > 
Tychedight Fromont N 2 
~ а 


MEDIO TT—Y 3 
影 の 色 で は な く て 表面 色 で す 。 


画 ブ ルー グレ ー の 硬質 パー ツ は 
竜 の 骨 を 模 し た も の 。 
も し く は 骨 の 延長 。 


大 小 の 買 と 尻尾 は 背骨 バーツ の 

下 の 背中 の 肉 に つなが っ て いま す 。 
その まま 描く と キモ イ の と 運用 上 
ご ま か し が 効く よう に 背骨 バー ツ と 
腰 布 で 隠し ます 。 


田 し つっ ぽ の 下 半 面 の み ウ ロコ が 見 えま す 。 


CHARACTER Profile 


画 腰 布 は 一 枚 の 帯 で す 。 


腰 の 複雑 な 部 分 や パン ツ を 隠し た り 、 シ ル エ ッ ト を 整え た りな ど 
柔軟 な 運用 が で きる よう に する た め 
長 さや 形状 は 臨機 応変 に 変化 し て 0K。 


NN 
NN \ N 
\ NN NN 
\ NG \ Ф 
水色 部 分 は 発光 し て いま す 。 \ NG \ 
\ \ 
SAY AA 
7 5 
117 \ N NM ング 


Fatercrand ос аас 


Ес ( 左 / 赤 ) 


画風 切羽 12 枚 に 上 面 下面 で 同じ 番号 が ロー マ 数 字 で 82~ 13 ま で 書い て あり ます 。 
円 卓 騎士 12 名 を 表し て いて 、1 番 は アー サー 王 な の で 書い て あり ませ ん 。 


Il шум мм K X X XM I 


O: 
ヒエ ラル キー の な い 円 卓 な の に 
自分 が 右腕 だ と 思っ て る ラン スロ ッ ト が 勝手 に 2 番 だ と 主張 し て いる 。 


支 / 上 面 は る 
вонве/Епеж 


一 エン ジン の ノズル は 穴 が 空い て いな い 。 
ベク ター フィ ン の スキ マ か ら 所 が 出 ます 。 


ра 
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ICHARACTER Profile 


一 追加 装 忠 と ハー ネス ト 来 の 肉体 
ОРОС ИЛЭ IC し っ と り 。 イ ルカ の 肉体 の 様 な 質感 (ニナ ス ビ の 表面 ) 
固定 し て いま す 。 ウロ コ は あり ませ ん 。 


セミ グロ ス 柔軟 性 の ある 金属 で す 。 MURO ( 石 / 緑 ) 


( 


взеожва#ж 


TV ABOP 4 KUYIORDENHTUDS 
の で 出力 が 上 が る と 大 きく な り ま す 。 


жвей+о<-7 


ж 


る @ メ リュ ジー ヌ 個 人 紋章 
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Ele te ern 


ler ( 左 / 赤 ) 


エン ジン 後 端 は 2 次 元 ベ クタ ー の ズル Bed REEMLTITAFIIEORS. 


外側 の フィ ン だ けが 長い 


の 尾翼 航 法 灯 
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CHARACTER Profile 


一 チョ ー カ ー 

人 間 モ ー ド の メリ ュ ジ ー ヌ 
が 付け て いる 物 で す 。 

ちょ っ と 広がっ て いま す 。 


MKT (5/8) 


画 股 関節 の 軸 延 長 上 に 
エン ジン が 接続 され ます 。 


Ха 


а а АТ 


画 頭 部 エン ジン 
歩行 モー ド で は 全長 が 短く な り ま す 。 


_— の 
eN 


MES? 7. 口 が ありません. 
頭 と エン ジン が 一 体 化 し て る の で 


SS 頭 を 動か す と 旋回 。 
h 


画 歩 行 モ ー ド 


画 次 世代 航空 械 の ウィ ング レッ ト 
こう いう の が 研究 中 だ そう で 


CHARACTER Profile 


ーー AAA ES 
下面 より も 長い 


BRIC—KCsHECR RD 
一 体 化し ます 。 


画 頭 部 エン ジン 後方 バー ス 
点線 は 立体 の 確認 用 で す 。 
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設定 作成 : 桜 井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン : 白峰 


q \ 
72/9 ァ ル 


ЕЕ ラン サー EM バー シヴァ ル EN > 


срав Eds ED Ес Ele 


CV: 松 風雅 也 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


> 


が 三節 以下 の 魔術 を 
大 隊 術 ・ 位 礼 呪 法 で あっ て も ダメ ー ジ を 殆ど 受け な い 。 
本 来 の ラン ク は C だ が 、 宝 具 に よっ て ラン ク が 上 昇 し て いる 。 


4 


騎乗 C+ 


А ЕРЕ ae њан анааан 


か つて は 馬上 に て 、 ラ ンス ロッ ト 卿 と 互角 の 戦い を 繰り 広げ た と いう 。 
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\ 


パー シヴァ ル は 、 伝説 や 物語 に よっ て は 聖杯 の 担い 手 と し て さえ 語ら れる 。 


== та т 


守護 騎士 (BR) :B+ 
ЕЧИШ SBROMLCHSCLEMIAFI. | 
稀少 スキ ル で ある 守護 騎士 スキ ル と は 似 て 非 な る も の 。 


= — 


救済 の 光 :B ss N... 
防護 効果 及び 回 復 効果 を 秘め た 光 を 発する 。 
宝 具 で ある 聖 槍 の 付帯 効果 の ひと つが スキ ル と な っ て いる 。 こ の 効果 は 、 二 重 拘束 を 解放 せ ず と も 常時 使用 可能 で ある 。 


ー — 


ロン ギ ヌ ス ・ カ ウン ト ゼ ロ 。 

救世 主 の 胸 を 突い た と され る 、 も う 一 つの 聖 槍 

真名 解放 し た ロン ギ ヌ ス は 、 か つて 聖 槍 を 手 に し た ベイ リン 卿 が ペラ ム 王 と 戦っ た 際 に 見 せ た 超絶 の 威力 を 発揮 し 、 E 
城 (聖杯 城 カ ー ボ ネッ ク と 同一 と され る ) を も 崩壊 させ る 文字 通り の 対 城 宝 具 と し て 働く 。 

恐る べき 破壊 の 宝 具 だ が 、 任 意 の 対象 を 大 回 復 させ る 効果 も 併せ 持つ 。 


聖 槍 に は ギャ ラ ハ ッ ド と ベイ リン に よる 二 重 拘束 が 掛け られ て いる 。 これ は 、 騎士 王 が 所 有する 聖 槍 ロ ン ゴ ミニ アド (な 
いし 異 世 界 の 騎士 王 が 持つ 聖 合 エ クス カリ バー) に 於 ける 「 十 三 拘束 ] の ダウン サ イ ズ 版 で ある 、 と 見 な すこ と も で きる 
だ ろう 。 


a 


人 物 


買 公 買 方 買 女 プ 〇 〇 (名 前 呼び 捨て ) я 


/彼女 /OO (名 前 呼び 捨て ) 


〇 性 格 
礼節 を 重んじ る 、 誠 実 な る 守護 騎士 。 

無垢 と 語ら れる こと も ある 。 

疑わ ず 、 怒 ら ず 、 穏 や か に 振る 舞う 。 

本 人 に 自覚 は な い が 、 見 知ら ぬ 子 供 や 動物 に 好 か れ や すい 。 

生前 に は 朝 の 陽射し の 中 、 よ く キ ャ メロ ッ ト の 庭園 に 立っ て 、 小 鳥 た ち を 肩 や 腕 に 乗せ て いた 。 


戦闘 時 に は 普段 より も 厳し い 面 を 見 せる が 、 
あく まで 戦闘 時 の み 。 


アグ ラヴ ェ イ ン と 一 緒 に いて も 間 が 持つ タイ プ 。 


面倒 見 が 良い 。 

特に 年 下 の 人物 、 後 正 に 対し て は し きり に 世話 を 焼く 。 い ずれ 偉大 な 傑 物 と な る だ ろう 若者 を 守り 、 無事 に 育て て や り 
た いと 心から 思う が ゆえ 。 

円 章 で 言え ば 年 若い ガレ ス や 見 習い 騎士 ボー ルス 、 ラ ンス ロッ ト 卿 の 子 た る ギャ ラ ハ ッ ド な ど は まさ に その 対象 で あっ 
た 。 


「 パ ー シ ヴ ァ ル 卿 は 兄 様 た ちよ り も 兄 様 の よう で す ] 
と は 、 在 り し 日 の ガレ ス が 微笑 みな が ら 述 べた 言葉 で ある と か 。 


ーー それ を 、 ガ レス が 死 し た 後に 耳 に する こと に な っ た パー シヴァ ル は 、 誰 も いな い キ ャ メロ ッ ト の 庭園 で 涙 を 一 筋 
だ け 流 し た 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


マス ター に 対し て も 世話 を 焼き た が る 。 

食 が 細い と すぐ に 「 も っ と 盛 ろ う ] と 持っ て くる 。 

た と えば マス ター が 使命 を 果たす べく 行動 し た り 、 鍛錬 し た りす る な ら 、 彼 は 寄り 添う よう に し て 傍ら に 立 と うと する 
だ ろう 。 


〇 台詞 例 

[ーー u, EHRE. а (02 К) 

「 マ スタ ー、 空 腹 で は な いか な ? 負え て いて は 勝て る も の も 勝て な い 。 面倒 臭 が っ て は いけ な い ぞ ] 

「 私 は 聖杯 を 得る こと は で き な か っ た が 、 あ の 時 、 確 か に 弄 いも の を 目 に し た 。 それ は ギャ ヤラ ハ ッ ド が 有する 光 で あり 、 
未来 を 示す 希望 で めった の だ と …… 私 は 、 信 じ て い る 。 SB) 

「 ガ レス 。 買 公 は まだ 細い 。 も っ と 食べ な さい 。 ほら 、 た ん と ……」 

「 ガ レス 。 な ぜ 逃 げ る の で す 。 ガ レス 
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O 人 物 像 

プリ テン 、 ア ー サ ー 王 の 円 卓 の 騎士 。 円 卓 第 二 席 。 

パー シヴァ ル ・ ド ・ ゲ ー ル 。 

清き 愚か 者 、 と も 時 に 呼ば れる 誠実 の 騎士 。 

槍 の 名 手 で あり 、 聖 杯 の 奇跡 目の当たり に し た 騎士 で あり 、 数 多 を 救済 する 情 深き 騎士 で あり 、 有 騎士 王 の 携え る 聖 槍 
と は 異な る "も う ひ と つの 聖 槍 " す な わ ち ロン ギ ヌ ス を 守護 する 騎士 で も ある 。 


聖 本 は ギャ ラ ハ ッ ド と 共に 天 へ と 召さ れる 運命 で あっ た が 、 
聖 栓 ロン ギ ヌ ス は 地上 へ と 残さ れる 運命 に あっ た 。 
本 作 で は 、 こ の 聖 槽 を 持ち 帰っ た 者 こそ サー・ パ ー シ ヴ ァ ル で あっ た と する 。 


騎士 パー シヴァ ル の 存在 は 、 
ワー グ ナ ー 最 後 の 楽劇 「 パ ル ジ フ ァ ル 」 で も 描か れ て いる 。 


楽劇 の 中 で は 、 聖 槍 の 医 本 者 に し て 後継 者 と し て 描か れ て いる 。 IN, 
〇 通常 武器 eae 
宝 具 で ある ロン ギ ヌ ス 。 N 


た だ し 、 通 常 武器 と し て の 使用 時 は 封印 状態 に か っ つて いる 。 
真名 解放 時 に は 封 EH が 解除 され 、「 聖 檜 ] は 真 の 形態 へ と 変化 する 。 


os 


〇 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア 

我ら が 騎士 王 。 

揺るぎない 御方 だ が 、 細 身 の 印 象 が ある 。 皿 の 盛り を 倍 に すべ きだ ろう か 。 し か し 塁 れ 多い 。 い や し か し 
カル デア に て まさ か の 再会 を 果たし た 王 は 、 い ささ か ……: 痩 せ た よ うな ? 

これ は いけ な い ! 

ゲオ ル ギ ウ ス 

(同じ ドイ ツ で 信仰 を 得 て い る 者 同士 、 静か に 話 が 弾 お 相手 ) 

ベ デ ィ ヴ ィ エ ー ル 

彼 こ そ 、 忠 義 の 騎士 。 

DITISMODSTECH VIM, Slt, CORNRAG. 

名 を 知ら ぬ 、 す みれ 色 の 花 の 如 し 
ガウ ェ イ ンプ アグ ラヴ ェ イ ンプ ガ ヘ リス ガレ ス 

彼ら 兄弟 の 父 と 、 私 の 父 は 、 か つて 激しく 争っ た 。 

あま り に 人 惨 い 出来 事 で あっ た 。 今 も すま な いと 思っ て いる 。 

今 到 も 、 彼 ら の 皿 の 盛り を 倍 に し て や ら ね ば な ら な い 。 

特に ガレ ス 。 

彼女 は 素晴らし い 騎士 に か りえ た の だ 。 

た と え 、 一 度 死 し た 後 で あろ うと …… 構 うま い 。 

明日 の も し も の 比 き の さま を 、 誰 が 否定 で きよ うか 。 

モー ドレ ッ ド 

彼 に も 、 何 か し ら の 事情 が めった の だ ろう 。 

し か し か つて の キャ メロ ッ ト で は 見 な か っ た 程 の 薄着 を し て いる ね 、 彼 は 。 
胸 に 、 朱 色 の 布 一 枚 を 巻い て 一 一 一 


うん 。 

そう か が 。 

モー ドレ ッ ド …… 彼 は …… 女 性 、 な の か な ? 
成る 程 。 

' そ うか 、 そう で すか が 。 

は は は 、 い や 何 、 私 は まる で 弟 で ある か の よう に 彼 ・ 
リ テ ン で の 過去 を 思い 出し た まで の こと 。 

ん 。 

ん ん ? 


… い や 彼女 の 背 を 力強く 叩い た り し た も の だ な あ 、 


こ 、 こ れ は 騎士 と し て ある まじ き 無 礼 な の で は !? 
いや し か し 、 モ ー ド レッ ド も 同じ 円 卓 の 騎士 で あっ た 者 。 
我ら が 忠誠 と 友 語 の 前 に 、 男 も 女 も な か ろう 。 ガ レス の 例 も ある ! 
いや し か し 、 モ ー ド レッ ド は 教 逆 を 成 し た 騎士 で も あっ て … 


と か つて の プ ブ 
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ラン スロ ッ ト 

時 に 刃 を 交わ し 、 共 に 冒険 を 繰り 広げ た 友 。 

か つて の 日 々 を 今 で も 憶え て いる 。 良き 思い 出 で す 。 

Е そし て 買 公 が 、 囚 われ の 王妃 を 助け ん が た め 、 多 く を 殺し た こと も 。 その 中 に は 、 買 公 を 慕う ガレ ス が いた こと も 。 
トリ スタ ンプ カエ サル オデ ュ ッ セ ウ ス 

浮気 は 。 良く な い 。 

メリ ュ ジ ー ヌ 

異聞 帯 で の 「 パ ー シ ヴァ ル 」 の 姉 君 で あっ た と いう 激 女 。 

私 と パー シヴァ ル 」 は 、 別人 、 だ けれ ど 
受け 継が れる も の は ある か も し れ な い 。 
だ か ら こ そ 、 ほ ん の ささ や か で は あれ ども 、 自 然 と 言葉 を 掛け る こと が で きた 。 
仲介 し て くれ た マス ター に 、 感 謝 を 。 

マー リン 

偉大 な る 大 魔術 師 殿 。 

普段 、 彼 は 何 を 食べ て いる の だ ろう か ? 

IE, IN 
ギャ ラ ハ ッ ド に 緑 深き 子 。 
言わ ば 、 新 た な 円 卓 の 騎士 と 言え る だ ろう 。 eae 
いさ さか が 細い の で …… よ し 、 皿 の 盛り を 倍 に する よう 食堂 の 担当 者 に 伝え な けれ ば だ | 
アー サー・ ペ ンド ラゴン N 
нен ? (混乱 ) 


N) 


股間 が 隠れ る 形 に な っ て いま す が 
体 に は 密着 し て お ら ず ゆっ た り し て いま す 
鉄壁 ガー ド で は あり ませ ん 


( 股 


= 


Е 


間 の 立体 感 は x マネ キン 状態 で ) 
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肩 ア ー マ ー が どう や っ て つい て る か は 謎 
左腕 の 動作 の 妨げ に な ら な いよ う 自 由 に 可動 
カッ コイ イ 角 度 で 


マン ト 
静止 時 は ゆっ た り と し た ドレ ー ブ 状 


アー マー な し 


в 


アス リー ト 感 の た め に 脚 細 め に し て いま す が 、 
凹凸 は も っ と 出し て も いい か も し れ ま せん 。 


NS вт с. 
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65 


) 
oD) ・ タ レ 目 で は な い 
/ ・ 眉 太め & 短 め 


NL メジ ャ ラジ ャ ラ 
N 〇 チャ リ チ ャ リ 


裏表 同じ 、 赤 線 を 軸 に 対称 で す 。 


4 AN Qe 
刃 の 光沢 は 少な め ギラ ギラ し な い o 
銀 で は な く 白 色 の 金属 ーー 


= 
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=. 8 
ment from Illustrator 
世話 焼き な で っ か い お 兄 さん と いう こと で 、 爽やか ベア スリ ー ト メデ カ 鎧 が テー マ で す 。 体 を ぐん ぐん 動か し な が と 戦 
っ て くれ る と 良い な と 思っ て デザ イン し まし た 。 ケ ルト で も な いし 聖なる 騎士 だ けど ピチ ピチ で も いい で すか ? ラ ン サ > 


RL: ERRONEA. ちなみ に 足 は タイ ツ じ ゃ な く て ブー ツ な ん で す 。 信じ て くだ さい 。 (ЕЕ) 
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> М ディ テー ル 
Oj РАТА パー シヴァ ル と 共通 


олиро 
手綱 自体 ナシ に し て も いい か も で す ( 括 者 感 ) 


一 般 的 な 鎧 
(三面 図 の も の か ら 変わ っ て ます ) 


¥ 


アサ シン BEI タマ モ ヴ ィ ッ チ ・ コ ヤン スカ ヤ < 
EN: Fate/Grand Order [BE] 07 (6 0) 
Пакта 168cm [EES 55ке (オリ ジ ナ ル よ り 背 が 伸び で いる ) 


zo Eza> Сал Gas Ел EA / Al E 


設定 作成 : 奈須 きのこ 


キャ ラク ター デザ イン : ワダ アル コ 


ンク ラス スキ 
вто, 時 代 ・ 流 行 に 乗る 女 と し て それ な り に イケ て る 。 


И ニン デー ニー テー ニー ニニ = ニニ ーー ニー U = A 


神 性 : - 
タマ モ 属 で あれ ば 誰 で あれ 持つ も の だ が 、 獣 に 堕ち た 事 で コ ヤ ン スカ ヤ か ら は 失わ れ て いる 。 


エーー エ テー = г 


[ A RPEROIPY AN РА ВНЯ - 異常 識 で あろ うと お 邪魔 で きる 。 
ビー スト 幼体 だ っ た コ ヤ ン スカ ヤ は この スキ ル で ロス ト ベ ルト だ ろう と 白紙 化 地球 だ ろう と 気軽 に 転移 で きた が 、 現 在 
は 大 きく ラン クダ ウン し た た め 、 前 ほど お 気軽 に 転移 は で き な い よう だ 。 


ネガ ・ ウ ェ ポ ン :ー 
ピー スト 幼体 時 に 持っ て いた 
REISS 銃 ) に 落と し 込む 事 


に され た 、 
と 本 人 は ド ヤ 顔 で 語る が 、 た だ の 趣味 、 才 能 で ある 。 

営業 の ター ゲッ ト …… も と い 、 支援 する と 決め た 対象 の 精力 (NP) を 増大 させ 、 肉 体 疲労 (スキ ルリ チャ ー ジ ) も 回 復 す 
る 、 ま さ に 社 畜 へ の 第 一 歩 と 言え る 脅威 の 支配 者 スキ ル 。 

その あま り の 「 援 助 さ れ て いる 者 は や る 気 マッ クス に な っ て いる けど 、 ど う 見 て も 地獄 へ の 第 一 歩 | っ ぷり に 、 見 て い 
る まわ り の 味方 た ち は ち ょ っ と 体力 が 減っ て し まう 。 こ わい ウサ ギ こ わい >。 


数 学 の 祖 の ひと り 、 ア ルキ メデ ス が 保有 し て いる スキ ル の : 
アル キメ デス は 本 人 が 望ま ね まま 「 そ の 時 代 の 技術 水準 以上 の 殺 坪 兵器 ] を 創り 出し て し まっ た が 、 コ ヤン スカ ヤ は 望ん 
で この スキ ル を 手 に 入れ た 。 

その 時 代 に ある 人 類 の 兵器 を 自在 に 使い 、 その 威力 は 「 人 類 が 使う 場合 より 数 倍 の も の に な る ]」 と いう スキ ル で 、 自然 の 
記 報 の サイ クル (本 来 は ゆる や か な 、 数 百年 か け て お こ な わ れる も の ) を 瞬間 的 に 行使 し た も の 。 

元 ビ ー ス ト 幼 体 の スキ ル に 相応 し く 、 理 諭 上 、「 そ の 時 代 の 人 類 で は 太刀 打ち で き な い ] 事 を 示し て いる 。 

と は いえ 所 府 は 人 類 に マウ ント を と る た め の ス キル な の で 、 サ ー ヴ ァ ン ト や モン スタ ー 相 手 で は そこ まで 絶対 性 の ある 
スキ ル で は な い 。 

ゲロ が で そう な ほぼ ど 強 力 な 対人 特攻 を 獲得 する 。 


キア ラ 、 水 着 タ マモ と も 似 て 非 な る 女神 変 生 。 と ん で も な い パ スタ ー 効 果 ア ッ プ を 、 ア ナタ に 。 


1 \W 


4x » 


ERA - OUNAE 


イズ トゥ ー ラ ・ セ ブン ドラ イブ 。 

漢字 の 読み は 「 れ いし ょ うじ ゅ うこ う ・ な な じゅ うき ゅ うし き て きか た いし ゃ ]。 

NFF 傘下 の 企業 ・ タ マモ 重工 が 誇る 優秀 兵器 、NF-79 式 制圧 戦術 車両 を 召喚 し 、 敵 を 残 滅する 。 
NF-79 式 は 車両 で も あり 、 同 時 に コ ヤ ン スカ ヤ を 奉る 社 で も ある 。 

放 た れる 膨大 な ミサ イル は RAE] DINO СОБО. CANIS TUDO 

虹 れ 多く も 大 社 と 名 を 持っ て は いる も の の 、 こ れ は コ ヤ ン スカ ヤ 本 人 の 神徳 を 示す た めで は な く 、 神 徳 を 損なう 、 あ る 
い は 神聖 な る 者 の 敵対 者 で ある 事 を 示し て いる 。 

時 間 と 資源 さえ あれ ば より 強大 な 大 社 を 作る 事 も 可能 。 

「 来 年 の スタ ッ フ 人 件 費 さ え 考え な けれ ば 、 エ イリ アン の 軍団 さえ 吹っ飛ば し て 見 せま すわ ] 

と 本 人 は 語る が 、 眉 貴 で ある 。 


O 性 格 (шиж1-2) 

「 自 由 許 放 な 野生 ] を ポリ シー と し 、 華 且 に 、 そ し て 妖 筐 に 人 間 を 手玉 に 取る 魅惑 の 美女 。 
強い も の と は 友人 (同盟 ) に な り 、 

弱い も の は いた ぷる こと を 趣味 と する が 、 な ん の こと は な い [弱肉强食 | と いう 獣 の 性 が 前 に 出 て いる だ け 。 
妖 館 な 美女 で は ある が 、 到 恋 沙汰 は あく まで 武器 の 一 つ 。 

賢く 、 大 局 を 見 据え て 行動 する オト ナ の 女 で ある 。 


人 間 の 行い すべ て を 汚 ら し い 、 と 評 す る が 、 汚 いか ら 嫌 いと いう ワケ で も な い 。 汚い か ら こ そ 楽し いも の も ある 。 そう 
娯楽 、 遊戯 、 経 営 で ある 。 


[人 類 の 皆さま を 掃討 する だ け 、 で あれ ば 他 の 方 に もち で きる で し ょ う ? 
私 は 愛玩 の 悪 か ら 生ま れ た も の 。 
そう 簡単 に * 罪 の 清算 "を し て お 帰り いた だ く ほ ど 
恨み は 浅く あり ませ ん の で ] 


この よう に 、 何 事 で も 愉し お 性 格 な た め 、 人 類 へ の 攻撃 も まわ りく どい も の に な る 。 
色々 と 人 類 を 分 か ら せ る 方 法 を 考え た が 、 最 終 的 に 

[愛玩 し て いた 側 に 管理 され て 退化 し て いく 事 が も っ と も 屈辱 的 か つ 倒錯 的 で は ?] 

と 至り 、 人 類 を 支配 する に 相応 し い [REO] と し て 進化 する 道 を チョ イス し た 。 


野生 に 生き る 者 と し て の プラ イド が 高い た め 、 
[相手 が 誰 で あれ 、 も ら っ た 利益 は 必ず 利益 で 返す 」 

『 約 束 は 必ず 守る 』 と いう 律儀 さ が ある 。 

1.5 部 の 間 、 人 間 社 会 で 企業 経営 コン サル タン ト と し て : 


動 し 、 成 功 し て いた の は この 人 性格 に よる も の : 


O 性 格 (235583) 
基本 人 格 は 変わ ら な い が 、「 神 様 ] と し て 完全 に 覚醒 し た 事 で 、 オ リ ジ ナ ル の 玉藻 の 前 に 言動 、 ノ リ が 近く な っ て いる 。 
つま り 明る い 。 そ し て 可愛 い 。 

〇 設定 

ビー スト 幼体 が 消 減 し た お り 、 二 つ に 分 か れ た コ ヤ ン スカ ヤ の 片方 。 

光 の コ ヤ ン スカ ヤ 。 

[RED] の 使徒 を 名 乗っ て いた 頃 よ り 少 し だ け 人 理 を 尊重 し 、 人 間 に 甘 い 方 。 

結婚 願望 の な い 玉藻 の 前 …… い や それ は も う 玉 藻 の 前 で は な い の で は ? と いう 疑念 は お いて お く …… で あり 、 支配 者 、 
HE (BRE) E と し て の 側面 が 強い 。 


ビー スト と は 「 人 類 が 発展 する 際 に 生み 出さ れる 業 ] に よっ て 生ま れる 悪 で ちり 、 ビ ー ス ト M 候 補 で あっ た コ ヤ ン スカ ヤ 
も その ひと つ 。 
こち ら の コ ヤ ン スカ ヤ は 「 人 類 に 迫害 され た も の ・ 人 類 が 迫害 に 使っ た も の 」 の うち 、『 人 迫害 に 使っ た も の 」 ……] 即ち 、 


Р; 
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[人 類 が 作り 出し た 殺傷 道具 ] を 網羅 する 神霊 と な っ た 。 
人 類 が 作り 出し た すべ て の 兵器 を 使う 権利 が あり 、 ま た 、 こ の 性 能 を 極限 まで 発揮 する 権能 を 持つ 。 
霊 基 第 3 に な る と 、 玉 茜 の 前 を 形成 する 文化 を リス ペク ト し 、 兵 器 大 神 (いく さ う つ わ の お お みか み ) を 自称 する 。 


光 属 性 に な っ て いる と は いえ 、 
人 間 嫌 いな の は 変わ ら な い 。 
[人類 掃 討 ] まで は いか な いま で も 、「 そ ろ そ ろ 図 に 乗っ た 人 類 を 分 か ら せ る か | と いっ た スタ ンス 。 


[動物 た ちの 痛み が 集合 し た 復讐 者 で あり 、 警 告 者 。 

自然 界 の 報復 機構 が 擬 神 化し た も の で は ある が 、 玉藻 の 前 を 原形 に し た た めか 、 

「 そ れ は それ と し て 自分 の 人 生 も 楽し みか ます ね 広 」 

と いう エン ジョ イ 力 が 強い 。 

光 属 性 に な っ て いる と は いえ 、 人 間 嫌 いな の は 変わ ら な い 。 

[人 類 掃 討 ] まで は いか な いま で も 「 そ ろ そろ 図 に 乗っ た 人 類 を 分 か ら せ る か 』」 と いっ た スタ ンス 。 


また 、 光 と 闇 の コ ヤ ン スカ ヤ は 性 質 が 真 逆 の シン メト リー な 在り 方 だ が 、 ど ちら も 共通 し て いる 事 が ある 。 
どれ ほど 人 類 の 瑞 対 者 で あり 結婚 願望 が な か っ た り し て も 、 玉藻 の 前 が 持つ 奉仕 体質 ] だ け は 無く な ら な い 。 


ちな み に 、 狐 (フォ ックス ) で は な く 兎 (パパ ニー) で ある 。 


O 契約 者 へ の 態度 
表面 的 な 欲望 を 叶え て あげ な が ら 、 本 質 的 な 希望 (将来 の 夢 、 理 想 の 自分 等 ) を 甘く 踏み に じ る …… と いう スタ ンス 。 


この コ ヤ ン スカ ヤ と 契約 し た 人 間 は 、 そ の 日 か ら 成功 者 で あり 毎日 が 楽し いも の に な る が 、 最終 的 に は 何もかも 奪わ れ 、 


絶望 し 、 や る 気 を な くし て ダメ 人 間 に な る 。 


し か し 。 甘やかさ れ す ぎ て 理想 の 自分 に な れ な か っ た …… 気 が つい た ら 機 会 た 失っ て いた …… と 気がつい て 絶望 し て い 


く マ スタ ー の 落ち 込み 具合 を 見 る 事 自体 に 生き 甲斐 を 感じ て こし まっ た コ ヤ ン スカ ヤ は 、 ま た その 生き 甲斐 を 味わう た め 、 


マス ター を 元 の 状態 に 立ち 直ら せる た め に 誕 走 する 。 


か くし て 挫折 一 奮起 挫折 一 奮起 と いう 無限 ルー プ が 始ま る の で あっ た 。 
最終 的 に どちら が 得 を し て どちら が 損 を する の か は 、 そ の マス ター の 人 間 力 に か か っ て いる 。 


O マス ター へ の 態度 

カル デア の マス ター も 復讐 対象 だ だ が 、 そ れ は それ と し て 助け られ た 恩 は 忘れ な い 。 
動物 は 相手 が な ん で あれ 信条 を 変え た いも の だ か ら だ 。 

カル デア (人 類 ) に 協力 する の で は な く 、 カ ル デ ア の マス ター に 協力 する サー ヴァ ント 。 
カル デア の マス ター が 死ね ば 、 あ っ さり と 人 類 の 敵 に 戻る か 消滅 する 。 


「 人 理 の 危機 と みる や 単独 で 異聞 帯 に 出現 、 自 慢 の オー トバ イ で 密林 を 駆け 抜け 、 ひと 味 違う 銃弾 の スペ シャ ル サ ー ビ ス 


で オセ ロト ル を 一 掃 し た 謎 の 美女 
そう 。 こ の 私 、 タ マモ ヴィ ッ チ ・ コ ヤン スカ ヤ の お 仕事 で す O」 


[そん な …… 各 の 紅 ち ゃ ん が …… 
紅 ち ゃ ん が …… 


も う ツ ング ー ス カ に 帰り ます ぅ 
「 み な さま 、 ど う ぞ ご らん くだ さい 

この た くま し い 砲 塔 、 重 厚 な ボディ 、 浴 び せ る よう な ミサ イル の 雨 。 
お 分 か り に な り ま し た ね ? 

アナ タ た ちな ど 、 私 の 敵 で は な いこ と が | 

「 い いで し ょ う 、 拝 調 を 許可 し ます 。 

ШШЕ. 20), 

大 山 鳴動 、 AE. 

слава. EOS. 

вжовев, /)\SAOMASY | 
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光 の コ ヤ ン スカ ヤ は 人 間 嫌 いで は ある が 、 人 類 す べ て が 嫌い 、 と いう ワケ で も な い 。 
コ 「 私 だ っ て 人 間 す べ て が 嫌い な ワケ で は あり ませ ん 。 一 人 ぐら い 例外 は いま す 」 
主 「 マ ジ !? どん な ヤツ J 

コ 「 ヒ ュー・ ヘ フナ ー 様 で す ] 

主 Г CDD 誰 2] 

みた いな 。 


ヒュ ー・ へ フナ ー は 雑誌 プレ イボ ー イ 創始 者 。 

性 の 開放 を 語っ た 男 。 ア メリ カ で 初め て グラ ビア 雑誌 を 作っ た 男 。 

その 時 代 の すべ て の 娯楽 の 頂点 に 立ち 、 栄 華 を 極め た 男 。 

パニ ー ガ ー ル を 発明 し た 男 。 

人 類 最初 に 「 衣 服 ] に 著作 権 を と っ た 男 。 

や り た い 放 題 の 独身 責 族 で あり な が ら 人 種差 別 や 多く の 偏見 と 闘っ た 男 。 

人 間 の 雄 と し て の 強 さと 醒 さ 、 欲 深 さ と 罪 深 さ 、 潔 さと 邪 さ 、 を これ で も か と 混ぜ 合わ せ た 人 間 。 

コ ヤ ン スカ ヤ は 経営 者 と し て 、 ち ょ っ と だ け 尊 谷 し て いる 。 

(ちな み に 最 終 再 際 の パニ ー ガ ー ル 姿 は 、 プ レイ ボー イ が 好き だ か ら か 、 そ れ と も 本 性 が 兎 だ か ら な の か は 不明 で ある ) 


そん な ヒュ ー・ へ フナ ー が 唯一 は た せな か っ た 事業 が カジ ノリ ゾー ト 。 

ロン ドン の プレ イボ ー イ カジ ノ の 成功 を 踏ま え 、 ラ スベ ガス に 負け な い リ ゾー ト 地 の 完成 に あと 一 歩 ま で 届い た が 、10 
年 前 の スキ ャ ンダ ル を 理由 に 最後 の 最後 で 政府 か ら 賭 博 権 許可 証 の 発行 を ひっ くり 返さ ぐれ 、「 人 類 最高 の 娯楽 都市 ] の 夢 
НАЕ, へ フナ ー 最 大 に し て 痛恨 の 失敗 で も あっ た 。 

彼女 は ヘ へ フナ ー の 代わ り に その 野望 を 実現 する た め 、NFF サー ビス を は じ め た と いっ て も 過言 で は な い 。 

お 金 を 集め る の は 最終 的 に ラス ペ ガ ス に 負け な い カ ジノ シテ ィ を 作る た め 。 

その 気 に は な れ ば コ ヤ ン スカ ヤ 自 身 の 魔 力 で リゾ ー ト 地 を 作れ る が 、 そ れ で は 意味 が な い 。 人 間 社 会 の 集金 シス テム で 作 
る か ら こ そ 意 味 が ある 、 と 彼女 は 信じ て いる 。 
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〇 通常 武器 
人 間 が 作っ た 兵器 で 人 間 を 殺す 、 の が テー マ な の で 、 あ えて 重 火 器 を 多用 する 。 ピス トル 、 ラ イフ ル 、 ラ ンチ ャ ー、 航 
空 支援 、 と な ん で も ご ざれ 。 


ビー スト 幼体 で めった 頃 に 参考 に し た 「 自 然 神霊 、 動 物 モ デル 」。 
ゴー スト 幼体 で あっ た 頃 は 玉 洒 の 前 の 暗黒 面 を 模 艇 し 、 ま た リス ペク ト し て いた 。 そ れ は 光 と 痢 に 分 か れ て か ら も 変わ 
っ て は いな い 。 9 
玉藻 の 前 を 母 、 姉 、 と 思っ て いる …… ど ころ で は な く 、「 い つか 成り 代わ っ て 私 が その 神座 に 着き まし ょ う ⑦] と まで 思 | 
つて いる 。 

その 大 胆 さと 計算 高 さ 、 ま る っ きり 玉藻 の 前 で ある 。 

聞 の コ ヤ ン スカ ヤ 

獣 で ある コ ヤ ン スカ ヤ か ら 分 か れ た 、 人 間 博 愛 属性 を 持つ 獣 使い 。 

「 も う ひ と り の 上 自 分] と いう より は 姉妹 の よう な 感覚 らし い 。 

光 は スパ イ 、NFF サー ビス の 理念 を まる っ と 引き 継い だ が 、 

闇 は 人 間 の マネ ジメント と 興行 事業 に 熱 を 入れ て いる 。 

ALE 

「 ツ ング ー ス カ に お いて 太公望 さん に マジ ギレ し た の は 『 他 の 女性 と 自分 を 比べ た 事 』 で あっ て 、『 旭 己 じ ゃ な いん だ 、 ち 
хој と いう 態度 に 対し て で は あり ませ ん わ ] 

と の こと 。 

と は いえ 、 光 の コ ヤ ン スカ ヤ は 間 ほ ど 太 公望 に は キレ て いな いよ うだ 。 

пия 

コ ヤ ン スカ ヤ に と っ て 永遠 の アイ ドル 。 信仰 対 象 に し て 保護 対象 。 

愛玩 の 獣 が 愛玩 趣味 に 陥る と は まさ に 人 類 悪 極まっ た で ち ね ] 

と 紅 女 将 か ら は 痛烈 な 指摘 を うけ 、 ざ ゃ ああ 、 と ダメ ー ジ を 受け な が ら も 喜ん で いる 。 も う ダ メ だ この パニ ー。 

ラス プー チン 1 
「 異 星 の 神 の 使徒 | の ふり を し て 活動 し て いた 頃 か ら の ビジ ネス パー トナ ー。 
#0 「 異 星 の 使徒 | た ち は か ら か い の 対 象 で の り い ずれ 英 対す る 対象 で ちっ た が 、 ラ スプ ー チ ン の み 、 わ ず か だ が リス ペ 
クト する も の が あっ た よう だ 。 

ГЕ 695 <. 生ま れ 出る も の を 祝福 する ] と いう ラス プー チン の 依 代 に 宿る 信念 は 、 獣 に に とっ て 腐 す こと の で き な い 
も の だ っ た か ら だ ろう 。 

それ は それ と し て 似 た も の 同士 すぎ て 仲 が 悪い 。 

メリ ュ ジ ー ヌ г 
妖精 國 で 受け た 傷 は 今 で も 忘れ て は いな い 。 

あれ が な けれ ば ビー スト と し て 成長 し て いた の で あり 、 

あれ が あっ た か ら 、 い まこ うし て 光 と 聞 に 分 か れる 事 が で きた の だ か ら 。 

ajajaja] 

「 虫 の よう に 小さ な 願い 。 

彼女 の 最期 の 言葉 だ けが 、 私 を 敗北 させ た の で す 。 

聡明 で 、 冷 酷 で 、 花 の よう で 、 ほ ど よ く 邪 悪 。 

この 先 な に が あろ うと 、 あ れ ほ どの ビジ ネス パー トナ ー と は 出会え な いで し ょ う 。 Ее 
は ? いえ 、 ち ょ っ と 待っ て くだ さい ます ? いま と て も いい セリ フ で 締め まし た わ よ ね 、 私 ?] 
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же сортът 最初 に お 伺い し た と き ぴ っ くり し た けど どちら も ボリ ュー ム た っ ぷり に 描け て と て も 楽し か っ 
た で す 。 光 コ ヤン は 基本 ボン テー ジ 衣 装 の 第 一 の 次 に 、 近 代 兵器 の ハイ エロ ファ ント 、 兵 語 の 法王 の イメ ー ジ で 第 三 衣 
装 を 先 に デザ イン し まし た 。 銃 の 光背 ! で け え し っ ぽ が か わい い ! ぱっ と し た 絵 に な つた ん じゃ な いか と 思い ます 。 第 
二 の パ ニー ガー ル は 寺 ウ サギ ちゃ ん で す 。 ち ょ っ と トリ ックス ター 的 な 印象 も 込め て 盛り まし た 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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こ / キ ャ ラク ター デザ イン : ヒラ イ ユ キオ 


FABS トロ ッ ト は 道具 作り も 得意 で ある 。 
魔術 装 な ど は 作れ な い が 、 ハ ベト ロッ ト が 仕上 げた 洋服 は 神秘 を 帯び る 事 が あり 、 そ れ が 礼装 と し て 使わ れる 事 も ある 。 


ar ara : == 


現実 を 妖精 フィ ル タ で 見 る 事 で 、 時 間 が ちょ っ と ゆっ くり に な る 。 | 
相手 の クリ ティ カル ヒッ ト 防 止 に 役立て よう 。 


ee we の 魔術 が 考案 され る 前 の も の な の で 、 本 当 に 名 前 だ け 。 
他 の 妖精 騎士 と 戦っ て も な ん の ペナ ル テ ィ も な い 。 


ハ ベ トロ ッ ト の 紡ぐ 糸 は 幸運 を 呼び 、 そ の 糸 で 編ん だ 服 を 着 た 者 は た ち ど ころ に 健康 | 
無病 息災 、 健 康 第 一 の まじ な い 。 

単体 に 「 弱 体 無効 | を 1 ター ン 、『HP 回 復 ]、 ス ター 発生 率 アッ プ 、 を 付加 。 

リ チ ャ ー ジ が 短く 、 ほ い ほ い 味 方 に か けら れる 。 


味方 の 「 女 性 | 単体 に 「 無 敵 ] 「 ガ ッ ツ 』」 「 毎 ター ン HP 回 復 ] を 付加 し 、『 呪 い 」「 火 傷 ]「 毒 を 解除 する 。 
使用 後 、 ハ ベト ロッ ト は 消滅 する 。 
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スピ ンス ター・ ハ ベト ロッ ト 。 

また の 名 を ハ べ に ゃ ん 砲 。 

本 来 の ハ ベ トロ ッ ト の 宝 具 は 「 花 嫁 に 贈る 糸 車 (プラ イダ ル ・ ス ピン ホイ ー ル )」 と いう 花嫁 を 際立た せる ドレ ス だ が 、 
諸事 情 あ っ て こち ら の 『 す ご い 大 砲 で すご い 弾 丸 を 撃つ ] も の に な っ て いる 。 

ハ ベ トロ ッ ト が 使う 際 、 魔 力 妨 心 の か わり に フラ イ ホ イー ル を 用 いて 魔力 を 発生 させ 、 ボ タン を レー ル ガ ン 形式 で 打ち 
出す 物理 兵器 と な る 。 天寿 の 概念 は 付加 され な い 。 

(カル デア に 召喚 され た ハ ベ トロ ッ ト は 汎 人 類 史 の ハ ベ トロ ッ ト で ある た め 、 な せ 自 分 が この 武器 を 魂 の 中 心 に お いて い 
る か 、 そ の 理由 を 知ら な い ) 


— AM 


ボク ン ハ べ ベ に ゃ ん 村 三 “人间 /OO (名 前 呼び 捨て ) アイ ツノ オマ エ 
マス ター 


ове 

内 向 的 ・ 能 動 的 。 

あま り 自己 主張 は し な いも の の 、 や る べき 事 ・ や り た い 事 を パワ フル に 行う 。 

善人 を 好み 、 悪 人 を 嫌う 。 

と は いえ 、 本 人 は あく まで 中 立 な の で 善悪 の 区 別 は つけ る も の の 、 ど ちら が 上 で どちら か 下 か 、 は 決め つけ な い 。 
ハ ベ トロ ッ ト は 基本 的 に 他人 を 憎 ま な いた め だ 。 

平和 は 「 楽 で いい !、 

争い は 『 し ん どい か ら よ く な い 』。 

と いっ た 価値 観 。 

基本 、 楽 し く 裁縫 仕事 が で き て いれ ば ハッ ピー な 妖精 。 


汎 人 類 史 の ハ ベ トロ ッ ト で あろ うと 、 異聞 帯 の ハハ ベ トロ ッ ト で あろ うと 、 

その 本 質 は 変わ ら な い 。 

これ は 、 と 思っ た 女の子 (幸せ な 花嫁 に な る 権利 が ある 、 と ハ ベ トロ ッ ト が 感じ た も の ) を 見 つけ る と 、 と に か く 世 話 を 
焼き 、 サ ポー ト す る 。 

そう いっ た 女の子 を 、 ハ ベト ロッ ト は 「 ボ ク の 花嫁 ] と 呼び 。 花嫁 を 送り 出し た ら ま た すぐ 次 の 花嫁 を 探す し 、 

ひと り の 花嫁 が いる 時 で も いい 子 を 見 つけ た ら そ ちら に も 夢中 に な っ て し まう の で 、 惚 れ っ ぽ い 性 格 だ と 言わ れ て いる 。 


あま り 口 に し な い が 、 献 身 の 塊 。 自分 の 幸せ より 花嫁 の 幸せ を 大 切 に する 、 DOMO. 


O 妖精 園 プ ブリ テン で の ハ ベ トロ ッ ト 

糸 紡ぎ の 妖精 と し て 断章 に 登場 。 

救世 主 ト ネリ コ と 共に ブリ テン の 争い を 収め た 。 

妖精 暦 400 年 に レイ シフ ト し て きた マシ ュ と の 出会い に よっ て 運命 が 大 きく 変わ っ た …… 否 、 運命 を 全力 で 乗り 越え た 
妖精 。 

救世 主 トネリコ と 初代 妖精 騎士 が 表 舞 台 か ら 消え た 後 、 ひ と り プ リ テ ン を 巡り 、 結 婚 式 と いう 文化 を 広め 、 多 く の 花 嫁 
を 送り 出し た 。 

暦 が 女王 暦 に 変わ る 頃 、 北 部 の ね じ れ 穴 の 中 で 自ら を 石 に し 、2017 年 の 出会い の 時 まで 眠り 続け 、 

シェ フィ ー ル ド で な に くわ ぬ 顔 で マシ ュ を 助け た 後 、 カ ル デ ア の マス ター を オー クニ ー ま で 案内 し 、 自 ら の 選択 を 受け 
入れ た 。 


異聞 帯 で は トト ロッ ト と いう 名 だ っ た が 、 マ シュ に 汎 人 類 史 に お ける ハ ベ トロ ッ ト の 伝承 を 教え て も らい 、 そ の 在り 方 
に 憧れ 、 石 の 眠り か ら 目 覚め た 後 は ハ ベ トロ ッ ト と 名 乗っ た 。 


TER Profile 


a) 


N 
X 
x 
も と も と は 北 の 氏 族 の 暴れ ん 坊 で 、 ト ネリ コ と の 一 騎 打 ち に 敗北 、 以 後 は 仲間 と し て 同行 し た 。 
(本 来 は 糸 紡ぎ の 妖精 で ある は ず が 、 異聞 帯 で は 人 間 の 花嫁 を 送り 出す コト が で き な い た め 、 そ の "在り 方 の 差異 "に 苦 
し み 、 そ の 行き 場 の な い 感情 が トト ロッ ト を 暴れ ん 坊 に し て いた ) ) 
以後 、 救 世 主 トネリコ と 共に 戦っ た 初代 妖精 騎士 トト ロッ ト と し て 活躍 する 。 一 
E 
また 、 断 章 に お いて マシ ュ の 慎 に は 「 マ シュ 」 と チョ ー ク で 書い て あっ た と 語っ た が 、 あ れ は ハ ベ トロ ッ ト の 仕業 で ある 。 на 
[見 せ て みて 」 と 盾 を 預かっ た 瞬間 、 早 技 で 『 マ シュ 」 と 書い た の だ 。 チョーク (寸法 の チェ ッ ク に 使う ) で あっ た の が そ 
の 証拠 。 
o e 
ハ ベ トロ ッ ト が 花嫁 を 『 た か ら も の 』 と 捉え て いる の は 、 自 分 が 永 速 に 「 オ トナ 」 に な れ な い 妖 精 だ か ら 。 y 
жыво Сл, SNAPE, EHTEIHN-EANTSKFR, ELLWALSDER Y 
を 守 ろ うと し て いる 。 ús 
ある い は "いつ か ボ ] うん 、 わ た し も そう な れ た らい い だ ろ うな 一 "と いう 、 輝 か し い 夢 な の で ある 。 Y Е 
[花嫁 、 い いよ ね 一 ! ふわ ふわ で ぴか ぴか 、 花 みた い に キ レイ で 、 鳥 みた い に 敗 し いん だ ぜ ? 好き に な ら な い 理由 が 
BUG PA 
「 ザ ン ネ ン 、 ハ べ に ゃ ん は ケン カ 嫌 いな ん だ わ ] 
「 き み の 推し 花嫁 は 誰 だ い ? な ん だ よ ~、 隠 し て な いで 教え ろ よ ~] 
「 ま あ 、 し ん どい けど や る し か ね ー の さ ! 乙女 だ か ら ね !」 с 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

スコ ッ ト ラ ンド に 伝わる 、 和 糸 紡 ぎの 妖精 。 

綿 の 花 、 亜 麻 の 繊維 か ら 糸 を 紡ぎ 、 布 を 織り 、 

洋服 を 作る と され る 。 

基本 的 に は 腰 の 曲がっ た 老婆 の 次 を し て お り 、 

その 体 は と て も 小さ く 、 人 間 の 子供 ほど の 大 き さ 。 

花嫁 修業 を する 女性 を 助け る 妖精 で も あり 、 

結婚 を 前 に あわ た だ し い 花 嫁 の た め 、 代 わり に 

花嫁 衣装 を 仕立 て て くれ る 夢 の ブ ライ ダル フェ アリ ー。 

また 、 ハ ベト ロッ nas Бос SS Be Slee O 


О 因縁 キャ ラ (妖精 暦 400 年 の トト ロッ ト ) 

トネリコ 

[BOR (SMFS CE. 会 話 も あん まり で き な く て 、 気持 ち お だけ まわ り に ぷ ぶつ け て た ん だ わ 。 

そん な ボク 相手 に 、 真 侯 に 向き 合っ て くれ て 、 一 緒 に 世界 を 回 ろう と 言っ て くれ た の が トネリコ さ 。 杖 の 一 撃 、 ほ ん っ 
と 痛かっ た けど 今 で は いい 思い 出さ ! 

…… う ん 。 だからこそ 、 ト ネリ コ に は 幸せ に な っ て ほし か っ た な | 

HT 

「 ボ ク の 一 番 の 理由 。 生き る 目的 、 その 切っ 掛け と 、 ゴ ー ル を くれ た 女の子 。 この 先 、 ど ん な 事 に な っ て も た っ くさ ん 練 
習 し て 、 経 験 し て 、 星 を ま ざ し た よう お 花嫁 衣装 を 、 あ り が と う の 言 葉 と 一 緒 に マシ ュ に 贈り た いな ] 

〇 因縁 キャ ラ ( ハ ベ トロ ッ ト ) 

ミス ・ ク レー ン 

「 カ ル デ ア に 召喚 され て 良かっ た 事 、 ベ スト 3 の うち の 一 つ ! 

クレ ー ン の 知識 、 め っ ちゃ 最 先端 で 勉強 に な る ん だ よね ー。 

本 人 も 超 が つく ほど の 服飾 プロ だ し さ 一 。 

で も 、 ホ ント は も っ た いな いっ て 思っ て る ん だ 。 ク レー ン 、 と っ て も 綺麗 だ ろ ? クレ ー ン 自身 を モデ ル に し て 、 霊 衣 、 
作っ て みた いな あ ……」 


ACTER Profile 


< | ; 
/ Р 
E NN | 
E > に 
É BY = 
アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー po 
星 の 内 海 の 妖精 だ よね ? な ん で あん な お 転 疲 な の さ ?] Er 


オベロン 

妖精 の ボ フ で さえ 「 あ 、 こ いつ 妖精 だ わ 」 と 思う 、 妖 精 の 中 の 妖精 な ん だ わ 。 カッ コイ イ と ころ も 、 嘘 つき な と ころ も 
含め て ね ] 

TRS 

アジ ア の ケル ピー? だ よね ? 面白 いよ な 一 、 自 分 の こと 人 間 だ と 思っ て る ん だ ぜ !? で も な ん だ ろ …… 赤 兎馬 と 話 
し て る と 、 な ん か ちょ っ と だ け 、 切 な く な る ん だ よね ] 

ブリ トマ ー ト 

うそ 、 ブ リト マー ト 妖 精 に な っ て る 一 !? 魔王 を 倒し た 功績 で 英霊 と し て 妖精 に クラ スチ ェ ン ジ ? Son, YUCK 
者 じゃ ん ! 

その ドレ ス 、 赤 も 白 も どっ ち も 最 上 級 の も の だ 。 それ も ブロ リア ー ナ か ら の 贈り 物 … 
2 代目 ? …… ちょ っ と 待っ て 。 キ ミ の 経歴 、 情 報 量 多 過ぎ な ん だ わ 唱 

マシ ュ 

いま 、 イ チオ シ の お 嫁さん ! な ぜ か ボク 、 ブ ラッ ク バ レル の 守護 妖精 に な っ て る けど 、 そ ん な の 関係 な く マ シュ に は 
沢山 の 衣装 を 作っ て あげ た いん だ 。 も ちろ ん 、 そ の 隣 で 腕 を 組 び で あろ う 君 に も ね pity 


え 、 お 母 様 か ら 譲っ て も ら っ た ? 


モル ガン F 
みん な は 怖い っ て 言う ん だ けど 、 モ ル ガ ン っ て 上 品 で 激 や か で 気 の 利 く ヤ ツ だ ぜ ? ボク は 好き 。 だ っ て モル ガン の 笑 | 
顔 、 す っ ご く 可 憐 だ か ら ! en まあ 、 怒 る と 一 気 に 部 屋 の 温度 が 氷点 下 に な る か ら 、 お っ か な い の は 分 か る けど ね ?] 


シナ リオ メモ (6 章 ク リア 後に お 読み くだ さい ) 


CHARACTER Profile 


と omment from Illustrator 


系 紡 ざ の 妖精 ハ ベ トロ ッ ト と いう こと で 、 服装 や 装備 品 に 和 糸 車 要素 を 意匠 に 落と し 込む の に 苦労 し まし た 。 作 中 で は 裁縫 
や 服 作り の 妖精 と し て 描か われ て いる の を 見 て 、「 あ っ … そ こま で 拡大 解釈 し て よかっ た の か ….!| と 自分 の 頭 の 固 さ を ちょ 
っ と 反省 。 ちなみに あ の 乗り 物 は 、 寿司 … で は な く 金 名 が モチ ー フ に な っ て いま す 。 それ に 特に 理由 が ある わけ じゃ な い 
の で す が 、 小 さく て 可愛 いも の が 合う か な と 。 ハ ベ に ゃ ん の こと を 気に入っ て も ら え る と 嬉し いで す 。( ヒ ライ ユキ オ ) 


Fo re 


208 


209 


妖精 王 オ ベロ ン | pe 


DA 
EEZI セイ バー。 ある い は ライ ダー、 ある い は キャ スタ ー。 ある い は 、 > ANAN 


Етен E ゲル マン 民間 伝承 、 中 世 ヨ ー ロ ッ バ 文学 E / Ї 1 
Ed Е 人 問 時 : 174cm ン 妖精 時 : 17cm БЕЗ лав: 56kg (И бке. 


設定 作成 : 奈須 きのこ 
CV : 豊永 利行 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


キャ ラフ ター デザ イン : 羽 海野 チカ 


22 са A A + Jp 
La A A CA е 
魔術 師 と し て 自分 の 工房 ・ 陣 地 を 作る 能力 。 

か つて は 妖精 の 森 ] の 王 で あっ た が 、 時代 と 共に その 領土 は 失わ れ 、 物 語 の 上 を 放浪 する だ け の 存在 と な っ て し まっ た 。 
その た め 、 陣 地 作 成 ス キル は 最低 ラン フク の も の と な っ て いる 。 

逆説 的 に 、“ 今 で は 名 前 だ け の 王 " で ある オベロン を 示す スキ ル 。 

オベロン 本 人 は それ を 秘 し て お り 、 極 力 、。 陣 地 作 成 能 力 が 低い コト を 明らか に し よう と し な い 。 


RA TA ве 


пазена дата A A A 
妖精 妃 テ ィ タ ー ニ ア に すら 呪い を か ける [ 三 色 草 の 起 ] な ど 、 心 を 惑わ す 道 具 に 関し て は 最高 位 の 職人 と な る 。 


イギリス 妖精 史 に お いて 、 妖 精 は 移動 時 に 虫 に 乗っ て 移動 する 、 と され る 。 
オベロン 本 人 は 王 で ある た め 、 移動 は あく まで 優雅 に 自ら の 交 で 行う が 、 人目 が な いと ころ で は スズ メガ (時速 130km) 
に 乗り 、 あ ら ゆ る 土地 に 駆け つけ 、 人 々 の 心 を 先導 する 。 


神 性 : - 
オペ ロン の 刀 で ある ティ ター ニア は 様々 な 妖精 や 女神 ( マ ヴ 、 デ ィ ア ナ 、 テ ィ タ ー ン ) の 複合 体 と し て 創作 され た 妖精 で 
ある た め 神 性 を 持っ て いる が 、 オ ペロ ン 自 身 は 混じり け の な い [妖精 の 王 | で ある た め 、 神 性 は 獲得 し て いな い 。 


CHARACTER Profile 


朝 の 始ま り と 共 | 
いっ と き の 強 制 ド ー ピ ング 。 対象 ひと り の NP を 急速 に 増加 させ や る 気 (フリ ティ カル スタ ー) を 大 量 に 獲得 させ る が 、 そ 
の 後 は 急速 な 疲れ と 共に NP を 失っ て し まう 。 ご 利用 は 計画 的 に …… 


ғ ニー デー ニー ニー ニニ ンー ドー — un 


ヒス キル 。 
すべ て の 効果 を 失っ て 永眠 する 。 


ン の 終わ り に 、 


—— BIONIC. 
も う 二 度 と 、 現 実に 目覚 め る 力 は 無く 。 


(永眠 …… ガ ッ ツ な どの 二 生 効果 も 無効 。 生け 賢 の よう に パー ティ ー か ら 離 脱 す る の で は な く 、『 一 枠 を 潰し て し まう お 
荷物 |] と し て パー ティ ー に 残り 続け る 。 最悪 の パッ ドス テー タス ) 


ld 


асра вой 


ライ ・ ラ イム ・ グ プッ ド フェ ロー。 

オベロン が 騙 (か た ) る 、 あ り も し な い 楽 園 の 数 え 歌 。 

вфе < Ў. 鱗粉 を まき 散ら し て 対象 の 肉体 (BH) を 強制 的 に 夢 の 世界 の 精神 体 に 変化 させ 、 現実 世界 で の 
実行 力 を 停止 させ る 、 固 有 結 界 と 似 て 非 な る 大 魔術 。( ネ ロ の 黄金 劇場 と 同じ ) 

この 夢 に 落ち た も の は 無敵 に な る 代わ り に 、 現 実 世 界 へ の 干渉 が 不可 能 と な る 。 


ода 


i 


僕 君 ノ OO (名 前 呼び 捨て ) (ティ ター ニア に は 「 き み ]) 彼 〆 彼 女 ン あい つ 
OO (名 前 呼び 捨て ) プ マ スタ ー 


優し い 碧 眼 、 銀 の 髪 、 白 い 肌 を し た や や 痩せ 型 の 美男 子 。 

重 話 に 出 て くる 妖精 の 王子 その も の 。 

妖精 な の で 背中 か ら 昆 虫 の 閉 (は ね ) が 生え て いる が 、 の 種類 は 霊 基 が 進む ご と に 変化 する 。 
(は じ め は 妖精 王 らし く [平和 Вер) [ES LA NTSB, 

ЕЛЕС ИВ Сол) 


〇 性 格 

童話 に 出 て くる よう が 完璧 な 王子 。 光 の イケ メン 。 

と に か く ズ ル い イケ メン 。 物語 の 主人 公 。 

大 人 の スマ イル を する くせ に 少年 らし い 仕草 が 残っ て いた り 、 少 年 らし い 夢 息 家 の クセ に 大 人 と し て の 権力 、 実行 力 を 
持っ て いる 。 な ん だ それ ふざけ ん な 。 


教養 は ある が それ を 鼻 に か ける コト は な く 、 

高い 理想 は ある が 人 々 に 強制 する コト は な く 、 

弱者 で は ある が 暴力 に は 従わ ず 、 

妖精 史上 最高 の イケ 王子 だ が 、 妻 を め と る コト は な い 。 


よう は 妖精 界 み ん な の アイ ドル 。 
文系 サー クル の 部 長 な の に 体育 系 サー クル の 陽 キ ャ リー ダー。 み た いな 。 


温和 だ が 能動 的 、 心 優し い 平和 主義 者 と 自称 する 。 

「 僕 は 幸福 な 状態 が 好き だ 。 虫 に は 綺麗 な 水 が 必要 な よう に 、 妖 精 は そう で な いと 生き て いけ な いか ら ね ] 

「 だ か ら 、 ガ ラ じ ゃ な いけ ど 率 先 し て まわ り を 良く し て いる の さ 。 だ っ て 、 そ の 方 が ハッ ピー だ ろ ?] 

「 な に 、 結局 は 自分 が 幸せ に な る 為 な ん だ 。 貸し 借り と か 、 そ うい う 商 人 っ ぽい コト は 気 に し な いで くれ 。 その 方 が 付き 
合い が 長く な る (ニコ リ )」 


思慮 深い 性 格 の た め 、 計画 の 作成 ・ 実 行 に は 慎重 を 期す る が 、 仕 掛け る タイ ミン グ は 決し て 逃さ な い 。 強気 の 攻撃 性 (見 
よう に よっ て は 野 論 な) を も っ て 状況 を 制圧 する 。 


「 自 分 が どん な ヤツ か な ん て 、 ま る っ と 説明 で きる ヤツ は そう は いな い ] 

[道具 みた い に 取 り 扱い 説明 書 と か あれ ば 別 だ けど 、 まあ 、 僕 た ち は 生き も の だ し 。 生物 っ て いう も の は 生ま れつ き フ ァ 
ジー だ か ら 」 

「 で も まあ 、 誰 だ っ て 一 つぐ らい は “これ が 自分 の いい と ころ だ " っ て 思え る と ころ が ある だ ろ ? 口 に する の は 恥ず か 
し いけ ど ] 

「 そ の 例 で 言う な ら 、 た ぶん 僕 は 、 騰 病 者 で は な いと 思う よ ?] 

Ова сал вао. Cds. オペ ロン に は 「 恐 れ ] が な い の で ある ) 


О マス ター へ の 態度 
妖精 國 で の 旅 に お いて 、 カ ル デ ア と マス ター を 助け 、 導 いた 、 汎 人 類 史 側 唯一 の 助っ人 。 
マス ター に は 兄 の よう に 、 友 人 の よう に 、 時 に は 厳し い 教 師 の よう に 接し 、 苦 境 の 続く マス ター の 心 を ケア し 続け た 。 


サー ヴァ ント と し て 召喚 され た オベロン (プレ イヤ ー ユ ニッ ト ) は 基本 的 な 部 分 は 隠し な が ら 、 マ スタ ー を サポ ー ト する 
保護 者 と し て 振る 舞う 。 
性 能 的 に も キャ ラク ター 的 に も マー リン の 仲間 で あ り 、 ラ イ バ ル と な る 。 


O 台詞 例 

聞い た コト は な いか な 、 妖 精 王 オベロン 。 

それ が 僕 の 名 前 だ 。 が ふ 、 カ ッ コ イイ だ ろう ?] |, 

話し 合い で 済む お なら ぜ ひそ うし よう ! だ っ て 武器 も 兵 冶 も 要ら な いん だ 、 安く 済 お し て っ と り 早い ! な に より みん な 
の 本 音 が 聞け る ! 楽し いな ぁ 、 僕 は 好き だ な ぁ 晶 

敵 は 倒す も の で は な く ぶ つけ 合わ せる も の だ 。 い ちい ち み ん な の 命 を 危険 に さら し た く は な い だ ろ う ?] 
ああ 。 現実 で は あり えな いも の も 、 空 想 な ら 不可 能 じ ゃ な い 。 

そし て 、 ヒ ト は 常に 空想 を 実現 させ て きた 。 

夢 の よ うな 未来 は 、 そ の うち 夢 じ ゃ な く な る の さ 凛 

「 探 し 物 と いう と ?] 

星 の 話 だ よ 。 

手 の 届 か な い 、 星 の 話 だ ] 

「 こ こ に は 存在 し な いも の だ っ て 言っ た の に ?] 

存在 し な いか ら 探さ な い の か い ? 

それ は 逆 だ よ 、 君 。 

無い か ら こ そ 探す ん だ 。 

あり も し な いも の だ か ら 、 求め ず に は いら れ な い 。 

僕 に と っ て 僕 の 妃 は そう いう も の だ 。 

空 に 輝く あの 星 と 同じ も の だ 。 

地上 で あ が く 僕ら に は 、 決 し て 手 に 入ら な いも の か も ね ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

シェ イク スピ ア の 戯曲 「 夏 の 夜 の 夢 」 に 登場 する 妖精 の 王 。 

妃 で ある ティ ター ニア の 新しい 小姓 を 巡っ て 彼女 と 仲違い を 起こ し 、 そ の 報復 と し て [目覚 め た 時 に 目 の 前 に いた も の 
を 好き に な る 」 薬 を 使っ て 小姓 を 自分 の も の に し よう と し た 。 

偉大 な 力 を 持つ 、 と 描写 され る も の の 、 そ の 人 物 像 は 身勝手 で 大 人 げ な い 。 

シェ イク スピ ア の 創作 で ある ティ ター ニア と 違い 、 オペ ロン に は さら に 原典 が 存在 する 。15 世 紀 の 作品 「 ボ ルト ー の ヒ 
ュ オ ン 」 で は あら ゆる 願い を 叶え る 魔法 の 使い 手 、 妖 精 の 森 を 統べる 王 と し て 描か れ た 。 


オー ベロ ン 、 と も 発音 する 。 

も と も と は ゲル マン 系 の 民間 伝承 の 存在 で 、 そ の 名 前 に 力 が あっ た の か 、 在 り 方 が 使い や すか っ た の か 、 様 々 な 国 の 伝 
説 に 顔 を だ し て いる 。 

「 ニ ー ベ ルン ゲン の 歌 | で は 小 人 の 妖精 王 と し て 、 


フラ ンス の ロマ ンス 「 ユ オン ・ ド ・ ボ ルド ー」』 で は 自然 の 化身 と し て 背丈 3 フィ ー ト の 妖精 に な っ て 登場 。 
こう いっ た 様々 な 伝承 か ら 、 演 劇 に お いて オベロン は [Fairy king] と 呼ば れる 事 が 多く な り 、 それ を 決定 的 に し た の が 
シェ イク スピ ア の 「 夏 の 夜 の 夢 ] と 思わ れる 。 


О 「FateGO| に お ける 人 物 像 

第 2 部 第 6 章 、「 妖 精 円 卓 領 域 アヴァ ロン ・ ル ・ フ ェ 」 で 登場 。 

人 間 を 家畜 ・ 玩 具 と し て 支配 する モル ガン を 筆頭 と する 妖精 騎士 た ちと は 違う 、 自 然 と と も に 生き る 原理 主義 の 妖精 氏 
族 た ち を 東 ね る 王子 。 

廃部 ロ ン ディ ニウム に 集まっ た 人 間 た ちの 協力 者 で も ある 。 


汎 人 類 史 の 英霊 と し て 、 カ ル デ ア の 到来 より 一 足 先 に プリ テン に 召喚 され た サー ヴァ ント だ と 自己 紹介 し 、 迫 害さ れ て 
いる 人 間 と 妖精 た ちの た め に 戦っ て いた 。 

し か し オペ ロン ひと り の 力 で は 目的 は 蓮 成 で きる は ず も な く 、 強 力 に し て 最後 の 役者 で ある 主人 公 の 登場 を 心待ち に し 
て いた 。 


序 岡 か ら 終 山 に か け て 三 つ の 勢力 間 を 自由 に 飛び 回 り 、 そ れ ぞ れ の 勢力 を 争わ の せ て プレ イヤ ー た ち を 勝利 に 導き 、 プ リ 
テン 世界 を 救 お うと する 頼れ る 味方 。 


o 


妖精 園 の は ずれ (ウェ ー ル ズ ) に ある 「 秋 の 森 | 。 

「 力 の な い 中 系 の 妖精 

「 知 性 が 低く 無邪気 な 分 、 人 間 社 会 を 模 飲 し て いる 妖精 國 の 妖精 た ちの 輸 に 入れ な か っ た 小 妖精 (フェ アリ ー)」 た ちの 森 
で 、 オ ベロ ン は 彼ら に 慕 わ れ て し まっ た た め 、 汎 人 類 史 側 の 英霊 で あり な が ら 妖 精 國 の 弱い 妖精 た ち を 守る た め に 王座 
に つい た 。 

О 秋 の 森 の 妖精 た ち 

妖精 國 の 辺境 に は 迫害 され て 流れ て きた 妖精 た ち が 集落 を 作る 。 

領主 で ある ファ ウル ・ ウ ェ ー ザ ー が 消滅 し た 事 で 森 全体 に [消失 | の 神秘 が か か っ て し まっ た 「 名 な し の 森 」 や 、 
草木 が いつ も 枯れ て いる 「 秋 の 森 ] と いっ た も の が ある 。 

オペ ロン は OR) の 妖精 王 と な っ た が 、 も と も と 『 秋 の 森 ] に は 弱い 妖精 た ち を 統括 する 女王 が いた 。 


CHARACTER Profile 


その 名 を プラ ンカ 。「 秋 の 森 ] に 棲ん で いた 古 妖精 。 

呪い に よっ て 今 の 姿 に 変え られ た 氏族 の 姫 と も 、 

汎 人 類 史 か ら 流 れ て きた 妖精 と も 言わ れ た が 、 そ の 真実 を 知る 者 は いな い 。 

生ま れ な が ら に 言葉 を 持た な い 代わ り に 、 秋 の 森 の 淀 み に 稼 さ れ な い (人 間 の よう に 流言 、 噂 に 毒 され な い ) 、 純 白 の 時 
の 妖精 。 


ブラ ンカ は 秋 の 森 の 妖精 た ち に 「 死 な な いよ う 生 きる 」 だ け の 加護 を 与え て いた が 、 極力 、 妖精 た ちの 輪 に 入る 事 は な く 、 
つね に 高い 木 の 枝 に 身 を 置き 、 森 の 様子 を 眺め る の が 日 課 だ っ た 。 
彼女 が 枝 か ら 離 れ 、 人 前 に 出る よう に な っ た の は オベロン が 「 秋 の 森 ] に 現れ て か ら で あ る 。 


O 通常 武器 

基本 的 に は 素手 だ が 、 手 を か ざし て 超常 現象 を 起こ す …… と いう 事 は あま り し な い 。 

虫 た ちの 死骸 が 集まっ て で きる 様々 な 武器 を 用 い 、 わ り と ドロ 臭い ( 地 に 膝 を つい た り 、 転 が っ た り 、 相 手 に 肉薄 し た 
り ) 白兵戦 を メイ ン と する 。 

ヒュ ッ ポ リ テ の 槍 (と いっ て 形状 は 弓 で ある ) 、 

テー セ ウ ス の 鎧 (と いっ て 形状 は 槍 で ある ) 、 

ヘラ クレ ス の 腰 布 (と いっ て 形状 は 両手 に 持つ 二 本 の 短刀 ) 

で あっ た りす る 。 


О ВВ+? 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 

妖精 國 を 救う 「 予 言 の 子 ] で ある 事 を 知っ て お り 、 そ の よう に 接する 。 

カル デア の マス ター 

妖精 國 を 終わ の ら せ る た め に 現れ た 最後 の 役者 と 信じ て お り 、 そ の よう に 接する 。 
ダ ・ ヴ ィ ン チ 

幾度 と な く 冷 や 汗 を か か され た 皿 者 。 る 
ひと りき り に な る 時 が な か っ た の で 何 も で き な か っ た 。 + 
ガレ ス 
役割 は 充分 に に こなし た 。 иа 
ノ ク フナ レア トゲ 
[予言 の 子 ] 第 2 候補 。 モル ガン 打倒 の 目的 が 一 致し て いた 事 も あり 、 関 係 は 良好 だ っ た 。 
スプ リガ ン 、 ウ ッ ド ワ ス 

倒す べき 妖精 氏族 、 そ の 長 た ち 。 ど ちら も 弱点 は 分 か っ て いる 。 

オー ロラ 

対処 に 困る の で 、 対 処し な い の が 得策 。 

パー シヴァ ル 

高潔 で ある 騎士 は 勇ましく 頼り に な る が 、 そ れ 故 、 中 盤 で 退場 する だ ろう 。 
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な り ま す 


ФЧ КОР 
閉じ た 時 色 が 暗い グレ ー 系 [ 


226 


マン ト の 時 は 模様 と 色 が 落ち 着い た 雰囲気 に な り ま す 


6 
と ao 
z 
: | 


№ 
Ху 
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е 
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取り ウォ マー 


IN 
II I 
プリ テン ダー (シナ リオ 上 で 登場 する 時 に クラ ス が ころ ころ 変わ る の は 、 も と も と ぜん 
バロン: ヴォ ー テ ィ ガ ー ン 157) st Е ゲル マン 民間 伝承 、 中 世 ヨ ー ロ ооо. 

“ al 
Е ブリ テン 島 [Hr в Ела: 174cm 妖精 時 : 17cm EA As 5 6ke ав бке 

S | | 
EX 全長 1440km DIT IBOHHSRTTREBFEDIEND リル 
クン 


Eno СЕО EAT Gas Eo EEx 
7 ーー Ху Ҹ 


設定 作成 : 奈須 きのこ キャ ラク ター デザ イン : 羽 海野 チカ 


と Be 
Ja 2 
NEED. IN ARI ee 
人 類 が 生み 出す も の 、 人 類 に 有利 に 働く 法則 、 そ の すべ て に 「 待 つた | を がけ る 力 。 

本 来 は 「 フ ラス ・ ビ ー ス ト 』 が 持つ スキ ル 。 4 
憎しみ も 恨み も 持て ず 、 た だ 空気 を 吸う か の よう = 人 人 類 を 根絶 し た だ ぐ て 仕方 の な い オ ペロ ン は 、 そ の 長い 其 
果て に 人 類 悪 と 同じ スキ ル を 獲得 し た 。 

端的 に 言う と 、 人 々 の 心 の 方 向 性 ( 場 の 空気 ) を さり げ な く 悪 い 方 、 低 い 方 、 安 い 方 へ と 誘導 する 悪意 。 


まん 


EMO 


Er, BL 「 夢 の 世界 」 の 住人 で ある マー リン と は 相性 が 致命 的 に 悪く 、 オペ ロン は マー リン か ら の 支援 を 拒絶 する 。 
これ は 物語 に 対す る スタ ンス の 違い か ら 生ま れ た 断絶 で あり 、 オ ペロ ン は その 信 装 能力 の ほぼ すべ て を 対 マ ー リ ン に 振 } 
り 分 け て いた 。 и) 
その た め 、 妖 精 國 プ リ テ ン の 旅 に お いて マー リン は オペ ロン を 認識 で きず 、 千里 眼 で オベロン と 話し て いる 人 物 を 見 た 

時 、 そ の 人 物 は ひと り ご と を 口 に し て いる よう に 見 えて いた 。 

クラ ス ・ フ ォ ー リ ナー 以外 の すべ て の クラ ス に 対し 、 精 神 耐性 低下 を 付加 する 。 


a ERGO ЕЕЕ 
Ps A SO 
ヴォ ー テ ィ ガ ー ン に と っ て 「 良 い 領地 ] は 、「 領 民 に と っ て 住み よい 土地 』 
つて いる 。 


道具 作成 A+ 
も と も と 物 作り な ん て 面倒 な こと は し な い 性 格 だ っ た が 、 あ る 理由 で 道具 作り を せ ざ る を えな い 状況 に な り 、 や っ て み 
た ら 才 能 に 溢れ て いた 。 


з 
動 o 
流行 、 情 報 、 人 間 関 係 と いっ た カタ チ の な いも の は 自在 に 乗り こなす 。 


IN 


オペ ロン が その 発生 時 か ら 持っ て いる 呪い 。 

「 す べ て は 夢 ま ぼろ し 。 こ こ で 起き た 出来 事 は 真実 に 値 し な い 一 一 一] 

世界 で も っ と も 有名 な 妖精 戯曲 「 夏 の 夜 の 夢 ] は そう や っ て 幕 を 閉じ た が 、 

それ は 転じ て オペ ロン の 性 質 を 表し て いた 。 

人 類 史 に お いて 、 彼 の 言動 は 何 を や っ て も 嘘 ] と いう レッ テル が 貼ら れ て し まい 、 結 果 、「 本 当 の こと は (SA) 無い ] 
と いう 呪い が 刻ま れ て し まっ た の で ある 。 

精神 異常 (恐怖 、 眠 り 、 呪 い ) を 100 パ ー セ ント 無効 に する 。 

(異聞 帯 の オベロン は この 呪い が 何 に 起因 する も の か 知ら な い ) 


ヒト が 持つ 魔 眼 で は な く 、 妖精 が 生ま れつ き 持つ 世界 を 切り 替え る ] 視界 。 
あら ゆる 嘘 を 見 抜き 、 真 実 を 映す この 眼 は 、 オ ペロ ン に 知性 体 が 持つ 悪意 ・ 短 所 ・ 性 質 を 明確 に 見 せつ け て いる 。 


「 い る だ ろ 、 TIRARON EBAY. 太陽 が 昇る まで は 、 誰 だ っ て 超一流 の 専門 家 を 気 取 れ る の さ 」 


「 清 々 し い 目 覚め は 過去 の 罪 まで 洗い 流し て くれ る 。 ーー もっとも, Be し た は ずみ で すぐ に 思 3 い 出 し て し まう も の だ 
が ね ] 


な い 空 を 飛ぶ が いい 。 
ああ 、 後 先 の 事 は 何 も 不安 に 思わ な く て いい 。 
墜落 し た 時 、 目 覚め る 理由 も な く な っ て いる さ ] 
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彼方 と お ちる 夢 の 瞳 


ライ バラ イク ヴォ ニテ ィ ガ ー シ 』 

異聞 帯 で 発生 し た 妖精 ・ オ ペロ ン の 本 当 の 姿 に し て 宝 具 。 

プリ テン を 滅ぼす 空洞 の 虫 !、 魔 意 ヴ ォ ー テ ィ ガ ー ン に 変貌 し 、 そ の 巨大 な ミキ サー の よう な 口 と 食道 (空洞 ) で 、 世界 
ご と 対象 を 飲み こみ 、 墜 落 さ せる 。 
相手 を 殺す も の で は な く 、 一 切 の 光 の な い 奈落 に 落と す [RADE] CHS. 


ДИ 


в BE 8/00 (名 前 呼び 捨て ) вва ио BEER ОО (名 前 呼び 捨て ) ノ マ ス ター 


暗い 影 の よう な 髪 、 沈 みこ ん だ 碧眼 、 鋭 い 手足 を 持っ た 美男 子 。 
凍 話 に 出 て くる 悪役 の よう な 、 完 全 な 害悪 。 痢 の 王子 。 


すべ て の 言動 が 嘘 に か る た め 、 真 実 を 語る こと は な い 。 

人 々 の 破滅 する 様 を 見 る 事 が 生き 甲斐 だ と 語る が 、 こ れ が 本 心 な の か 偽り な の か を 測る 術 も な い 。 
まわ り を 早め て 不幸 に する の は 

[自分 だ けが 好き 。 自分 だ けが 幸福 で あり た い ] 

と いっ た 理由 で は な く 、 

「 た だ 、 み ん な 気持 ち 悪い ] か ら 。 

他 者 へ の 愛 は 持た ず 、 そ し て 、 自 己 愛 も まっ た く な い 。 


[真実 を 見 る ] 妖精 眼 の た め 、 目 に 映る あら ゆる も の を 見 下 し て お り 、 た え ず 胸 か ら こ みあ げ る 不快 感 を 隠し て 、 さ わ や 
か に 笑っ て いる 。 

( 表 の 顔 は すべ て 演技 だ が 、 オ ベロ ン の 嘘 は 完璧 な の で 「 作 り 物 ] で は な い 。 その 気 に な かれ ば そう いう 風 に 生き て いけ る 、 
と いう 「 本 当 の 顔 ] で も ある 。 と は いえ 「 何 を や っ て も 嘘 ] と いう 呪い を 受け て いる た め 、 本 当 の 事 に は 何 の 意味 も な い ) 


生き と し 生け る も の 、 す べ て の ヒト に 愛情 を 持つ コト は 決し て な い 。 

オペ ロン に と っ て 、 人 間 も 妖 精 も 等 し く 「 ど う で も いい モノ の クセ に 目障り で 、 気持 ち 悪 い グ クセ に 幸せ そう 』 な 、 排除 の 
対象 と な っ て いる 。 

オベロン 本 人 が 一 生涯 [幸福 | を 感じ 取れ な いた め 、 な ん の 苦労 も 工夫 も な く 、 生 き て いる だ け で [幸福 | を 獲得 で きる 
他 の 生命 は と に か く 目 障 り で 理解 で き な い も の な の だ 。 


「 ク ソ ど も 。 い ずれ 全部 プチ 壊し て や る ] と いう 彼 の 攻撃 性 は 妨 如 や 憎しみ か ら 生 まれ た も の で は な く 、 テ ィ タ ー ニ ア へ 
の 愛 か らく る も の で ある 事 は ゲー ム 中 で は 明確 に は 語ら れ な い 。 


CHARACTER Profile 


ABTAN. BAP IVEAY COBLS PHC MOF 4 9—7 に 手 を 伸ばす の は 、 彼 が [唯一 の 理解 者 で あり 、 
自分 を 救う か も し れ な い 恋 人 」 を 求め て の 事 で は な い 。 存在 し な い 運命 の 相手 へ の 希望 と 悲し み で ある 。 オペ ロン に 
と っ て 、" テ ィ タ ー ニ ア に 出会え な い 事 (自分 ) が 悲し い " の で は な い 。 “この 世界 に 存在 で き な か っ た "彼女 の あり 方 その 


も の に オペ ロン は 慣 っ て いた 。 (自身 の 救い より 、 テ ィ タ ー ニ ア の 幸福 を 夢見 た の だ ) 


〇 マス ター へ の 態度 

ゲー ムシ ナリ オ 本 編 で は 「 ブ リ テ ン を 救い に きた カル デア と マス ター に 協力 する 正義 の 王子 ] で あり 、「 最 後に 本 性 を 明 
ら か に する 落と し 穴 ] と いう 立ち 位置 。 

一 方 、 サーヴァント と し て 召喚 され た オベロン (プレ イヤ ー ユ ニッ ト ) は 基本 的 な 負 の 部 分 は 隠し な が ら 、 表面 上 は マス 
ター を サポ ー ト する 保護 者 と し て 振る 舞う 。 

悪 の 部 分 は その まま だ が 、 悪い 事 は し な い 、 と いう 立ち 位置 に 。 


ちな み に パ レン タイ ン の 個別 イベ ント で の 別れ の セリ フ だ が 、 

「 じ ゃ 、 そ うい う 事 で ブッ パイ 、 マ スタ ー! 

頼れ る 仲間 が ひと り も いな く な っ た ら 、 た め 息 交じり に 呼ん で くれ た まえ 

これ は 「 最 後 の 切 り 札 と し て 呼べ ] と いう 意味 で は な く 、「 最 後 の 局面 で すべ て の 戦力 が 途絶 え 、 あ と は 死ぬ し か な い 状 
態 に な っ た ら 呼 べ 。 付き 合っ て や る 」 と いう 意味 で ある 。 


O 台詞 例 
「 あ あ 、 本 音 く らい 言う さ ご 。 い ま は そう いう 気分 な ん だ |] 

アァ は ああ あ 。 お あー、 気 持ち 悪かっ た 。 

モー ス の 王 の 次 は これ ? 

へ え 、 こ れ が 境界 記録 帯 …… サ ー ヴ ァ ン ト っ て ヤツ か 。 

人 々 の 願望 か ら 生 まれ た も の な ら 、 実 話 、 提 造 、 お か まい な し で カタ チ に する 、 と 」 
「 け ご いな 。 言っ た コト も 、 や る コト も 、 す べ て 最終 的 に ね じ 曲 が る ぞ 。 

「 愛 し て いる 、 愛 し て いな い ! 

愛し て いな い 、 は 好き で も な い 

ぶーん 。 ま あ 、 別 に いい けど ね 。 

も と も と みん な を 騙す 気 だ し 」 


「…… 夜 の と ば り 、 朝 の ひば り 。 

腐る よう な 、 夢 の お わり 。 

黄 皆 を 食らえ 。 ラ イ ・ ラ イク ・ ヴ ォ ー テ ィ ガ ー ン 」 
「…… 俺 に た か る な 。 吐 き 気 が す る 。 
これ 以上 の 終末 を 、 お まえ た ち に 用 意 で きる か 。 死ね 。 死 ね 。 死 ね ] 
『 探 し 物 は 見 つか っ た ?」 

「 い や あ 、 そ れ は どう か な あ 。 

確か に こう し て いる 今 も 、 探 し 求め て は いる けれ ど 。 
あれ は 都合 の いい 物語 の 中 で すら 、 

都合 よく 打ち 切ら れ た 物語 の 端 の 端 。 
その 場 だ け の 、 都 合 の いい 舞台 装置 だ 。 

誰 も 彼 も 彼女 の 幸福 は 考え な か っ た 。 

ま 、 端 役 な ん て それ で いい の さ 。 

いち いち 考え て いた ら 現 実 が お ば つか な く な る 。 
読み 手 に そこ まで の 想像 力 は 求め られ な い 。 

脚本 を 書い た 演劇 作家 に も ね 。 

ОЗН. 余分 な も の は 一 買 で 忘れ られ る 。 
彼女 は そう いう ふう に 生ま れ て きた 」 

「 だ か ら 、 い いん だ 。 

夢 の よ うな 話 は 、 本 当 に 在 っ て は いけ な いん だ よ 」 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

第 2 部 第 6 章 、「 妖 精 円 卓 領 域 ア ヴァ ロン ・ ル ・ フ ェ 』 で 登場 。 

人 間 を 家畜 ・ 玩 具 と し て 支配 する モル ガン を 筆頭 と する 妖精 騎士 た ちと は 違う 、 自 然 と と も に 生き る 原理 主義 の 妖精 氏 
族 た ち を 束ね る 王子 。 

廃 都 ロン ディ ニウム に 集まっ た 人 間 た ちの 協力 者 で も ある 。 


汎 人 類 史 の 英霊 と し て 、 カ ル デ ア の 到来 より 一 足 先 に プリ テン に 召喚 され た サー ヴァ ント だ と 自己 紹介 し 、 だ か ら こ そ 
妖精 騎士 た ちと 戦っ て いる 、 と 説明 する 。 筋 が 通っ て いる の で 誰 も が その 言 を 疑わ な い 。 


序 山 か ら 終 山 に か け て 三 つ の 勢力 間 を 自由 に 飛び 回 り 、 そ れ ぞ れ の 勢力 を 争わ の せ て プレ イヤ ー た ち を 勝利 に 導き 、 プ リ 
テン 世界 を 救 お うと する 頼れ る 味方 。 


し か し その 正体 は 汎 人 類 史 の 英霊 で は な く 、 妖 精 國 と な っ た ブリ テン に 発生 し た 島 の 意思 、 プ ブリテン の 崩壊 を 望 お [大 
厄 災 の 化身 だ っ た 。 

最終 局面 に お いて 、 妖 精 國 で 語ら れる 滅び の 伝承 …… す べ て 無 に 帰す 空洞 の 虫 …… に な る 。 

オベロン と いう 名 は あく まで 汎 人 類 史 で の も の 。 

異聞 帯 で の 彼 の 名 は ヴォ ー テ ィ ガ ー ン 。 汎 人 類 史 に お いて プリ テン を 異 民族 た ち に 売り 渡し た 滅び の 先導 者 、 卑 王 ヴ ォ 
ー テ ィ ガ ー ン と 同じ 名 で ある 。 


大 嘘つき の オペ ロン 。 そ の 存在 、 名 前 すら が 嘘 
本 性 を 明らか に し た 時 、「 好 き な も の は 一 つも な い ] と 口 は し を 引き つら せ 、 悪 びれ る こと な く 公 言 する 。 (無論 、 こ れ 
も 嘘 。 存在 し な い テ ィ タ ー ニ ア へ の 愛 、 執 着 が ある が 、 そ れ は 決し て 口 に は し な い ) 


o 


妖精 園 の は ずれ (ウェ ー ル ズ ) に ある 「 秋 の 森 ] 。 
「 力 の な い 躍 系 の 妖精 」 
[知性 が 低く 無邪気 な 分 、 人 間 社会 を 模 位 し て いる 妖精 國 の 妖精 た ちの 輪 に 入れ な か っ た 小 妖精 (フェア リー)」 た ちの 森 。 


この 森 は 妖精 國 で 居場所 が な い 妖 精 、 い じ め ら れ て 逃げ て きた 妖精 、 そ も そ も い る だ け で 「 毒 を まさ 散ら す な 」 CBE 
れ て きた 妖精 が 集まり 、 旋 す 術 な く 死 ん で いく 森 だ っ た 。 

「 も うこ れ 以 上 行く 場所 の な いも の た ち ] 

「 嫌 われ た まま 、 忘 れ 去 られ た まま 果て る し か な いも の た ち 』 の 森 の た だ 中 で 、 

今 代 の ヴォ ー テ ィ ガ ー ン …… オ ベロ ン は 発生 し た 。 


オペ ロン は プリ テン 島 が 生み 出し た サー ヴァ ント で あり 、 プ リ テ ン 島 が 生み 出し た 終 未 装置 (ヴォ ー テ ィ ガ ー ン ) で も ある 。 
これ まで は 様々 な カタ チ [「 悪 意 ] と し て 現れ (モー ス の 王 も その ひと つ ) 、 ブ リ テ ン 島 を 減 びに 導い て いた が 、 女王 歴 を 築 
いた モル ガン に よっ て 2 度 阻ま れ 、3 度 目 の 出 力 方 法 と し て 作ら れ た の が 「 オ ペロ ン 」 で ある 。 

妖精 國 に お いて も っ と も 気品 の ある 風 の 氏 族 、 あ る い は 甚 (お し ) の 氏族 の どちら に も 似 た 姿 を し て いる の で 大 人 気 だ が 、 
実際 は 妖精 で は な く 、 

「 も うと っ くに 死ん で いる 歴史 が 10000 年 以上 も 続い て いる 事 が 気持 ち 悪い ] 

「 こ の 島 に 棲 お も の すべ て 、 こ の 島 の すべ て の 痕跡 を 無く し た い ] 

と いっ た 、 島 の 持つ 「 生 物 へ の 嫌悪 感 」 と いう 吐 海 物 の 中 か ら 生ま れ た (生ま れ て し まっ た ) 、 一 匹 の 虫 に すぎ な い 。 


だ が 皮肉 な こと に 、 島 は 「 古 妖精 オベロン 」 と し て 出力 し た が 、 モ ル ガ ン に よっ て 混入 し て し まっ た 汎 人 類 史 の 影響 で 
「 妖 精 王 オ ペロ ン 」 と し て の 霊 基 を 被っ て し まっ た 。 

オペ ロン が モル ガン に 対し て 辛 閑 な 態度 を 取る の は これ が 原因 だ 。 

[ZU PBB, 文句 の 一 つも 言い た く な る だ ろう ? 本 来 な ら ア ルビ オン 級 の 竜 と し て 生ま れ て いた か も し れ な い の に 、 
嘘 し が 吐 け な い 下 級 妖 精 な ん だ ぜ ?] 


О 空洞 の 虫 

※ 以 下 は デザ イン 発注 時 の テキ スト 設定 

第 三 霊 基 の 宝 具 で す 。 プ リ テ ン を 滅ぼす 空洞 の 虫 。 

完全 に 空想 上 の 虫 で す が 、 属 性 は 竜 で す 。 イ メー ジ は 西洋 の ドラ ゴン で は な く 、 東洋 の 龍 で 。 

甲虫 で す が 外 皮 は ボロ ボロ で 乾燥 し きっ て いて 、 つ ね に パラ パラ と 崩れ て いま す 。 

Г жБЪЛ! 

[不思議 の 国 の アリ ス に で て くる 、 ア リス が 落ち る 木 の う ろ ] と いっ た 、「 異 界 へ の 入り 口 | そ の も の が モチ ー フ で す 。 
な の で 「 生 き 物 」 と いう より 「 現 象 ] に 近い か と 。 


細長 い 体 、 す べ て が 空洞 に な っ て いて 、 頭 (と いう か 、 上 部 分 ) か ら 掃 除 機 の よう に いろ ん な も の を 「 か み 砕 く ・ 吸 い 上 
FI て 体内 に 通し 、 食 べら れ た も の は その まま 永遠 に 落下 し 続け て いつ か 塵 に か る 、 と いう イメ ー ジ 。 

な の で 「[ 頭 ] 部 分 は あり ます が 、「『 尾 | の 部 分 は 霞 ん で いて 描写 され ませ ん 。 地平 線 の 向こう に 起 ん で 見 える 、 ぐ らい で し 
よう か が 。 

内 部 は 外皮 が 透け て いる の で 、 外 か ら の 日 射 し が 入っ て いま す 。 中 は 明る く 、 黄 皆 の 空 の 中 に いる よう に な り ま す 。 

6 部 の フラ イマ ックス で 、 こ の [奈落 の 虫 」 の 内 部 の 黄 皆 の 空 の 中 で 、 オ ペロン 第 3 (ЖА) と プレ イヤ ー た ちの パト ル が 、 
妖精 國 で の 最後 の 戦い と な り ま す 。 


〇 森 に て 

[この 異聞 帯 は 一 つの 物語 だ 。 架空 の 歴史 の 中 に し か 居場所 の な か っ た モル ガン が 描い た 、14000 年 も の 絵本 その も の だ ] 
「 お まえ た ち は そ れ を 今 まで の よう に 否定 し た 。 間 違っ て いる 。 意味 が な いと 」 

「 俺 は それ が 気 に 食 わな い 。 都合 の いい 存在 を 、 誰 も が 夢見 る 物語 を 想像 し て お いて 、" 現 実に は な いも の だ か ら " と あざ 
笑う 、 お まえ た ち が ] 

「 ど れ ほ ど 陳 腐 な 王国 で も 、 語 られ な か っ た 脇役 に も 、 意 味 は ある 。 最後 の ペー ジ と 共に 忘れ られ 、 現実 (お まえ た ち ) 
の 速度 に 置い て いか れ た 物語 に も 1 

「 そ の 後に 残り 続け る 、 権 利 は あっ た は ず だ ] 
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О 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 

ああ 信じ られ な い 、 ど うし よう も な い ! 

“あり も し な い 星 を 探す の は 寂し いけ ど 、 ち ょ っ と だ け 楽 し いね "な ん て 、 口 が 滑る に も ほど が ある ! 
妖精 國 を 救う [予言 の 子 ] と は 真 逆 だ ろ 、 こ ん な の ! 

カル デア の マス ター 

観客 だ っ て あれ ほど 言っ た の に 舞台 に あがっ て き や が っ て 。 

し か も 幕 が 下り て 明か り も 消え た 、 誰 も 居 な い 舞 台 に だ ぜ ? 

どこ まで 付き 合い いい ん だ よ ホ ント 。 

ダ ・ ヴ ィ ン チ 

理論 派 っ て の は 面倒 だ よ な 。 

「 こ いつ 怪し い 】 と 察し て いて も 、 証拠 が 揃わ な いう ち は 行 動 で き な い 。 
油断 の な ら な い 相 手 で も あっ た けど 、 や りや すい 相手 で も あっ た よ 。 

ガレ ス 

誰 ひ と り 救え な か っ た 騎士 。 だ が その 結果 、 運命 を 変え た 騎士 。 

まっ た く 一 一 そこ まで の 事 は 望ん で いな か っ た よ 、 な ん て 、 口 が さけ て も 言え な い が ね 。 
ノ ク ナ レア 

現実 に 夢 を 叶え た っ て いう の に 、 そ の 夢 を 1 秒 も 味わう 事 は な か っ た 女 だ 。 
も し 何 か の 機会 が め れ ば 、 少 し くら い は 手 を 緩め る さ 。 

スプ リガ ン 、 ウ ッ ド ワ ス 

あり が と う 、 諸 君 ら の お か げ だ と も ! で も ウッ ド ワ ス 、 君 、 も うち ょ っ と 衰え て いて も 良かっ た ん だ ぜ ? 
だ と 思っ た か ら な 、 あ の 時 。 

с) А? ここ で も ガレ ス に 助け られ て な いか 、 俺 ? 

オー ロラ 

彼女 と の 会 話 は 楽し か っ た 。 中 身 が まっ た く な か っ た か ら ね 。 

で も まあ 、 人 生 な ん て 8 割 は そん な も ん じゃ な い ? 

パー シヴァ ル 

中 盤 で 退場 し て も ら う 予定 だ っ た けど 最後 まで 残る 、 な ん て 事 も ある さ 。 
苦痛 を 長 引 か せる 気 は な か っ た ん だ が 、 ま 、 本 人 が いい な らい いで し ょ 。 
ナー サリ ー・ ラ イム 

人 間 が 絶滅 し た ら パ ー テ ィ ー 開 こう 、 と 誘っ た ん だ けど ね 。 

も ちろ ん 笑顔 で 即答 で お 断り され た よ 。 

「 わ た し た ち が あ る か ぎり そん な 事 に は な ら な いも の 』 

漂 し い が 仕方 な い 。 一 一 物 語 は 、 そ う で な いと 。 


本 気 で 詰 ん 
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脚 も と か ら 黒 く 変色 し 


Br Е 
q, A 粉 の よう に 


AA а 2 2 ボロ ボロ と 崩れ て 行く 


CHARACTER Profile 


аа Bok, も か ひい 
/ аве ERW AY, 


MENTE TASTE 
L249 ) 


Bemcoadg trae 
の の る いて る カッ ンジ" 
2 ат циан 3) 


Busse Gaumen Фа За, 


mment from Illustrator 


妖精 王 ]。 ER TU TEO NOA DEP FI I-ERHETIDTNOFEREE3 LITO ? Tid 
まし た 。 馬 車 の 中 、 建 物 の ドア の 通過 な ど 、 も し か し た ら 考 えな く と も 良い と ころ で あれ これ 考え て し まい まし た 。 € 
し て 第 一 は 設定 に あっ た 「 作 り 物 の 羽根 ] と いう こと で 本 当 に 童話 絵本 の 舞台 衣装 の よう な [手作り の ハリ ボテ 」 っ ぽい 
感じ を イメ ー ジ し まし た 。( ア ゲハ 上 蝶 の 羽 を 拡大 し て み ま し た ら ふ か 点 か の 厚手 の 羊毛 カー ペッ ト の 様 だ っ た の で その よ 
うな イメ ー ジ で す ) そし て 第 2 は 毛布 の よう に 暖か く て 折り た た め る マン ト の 形 白く 大 きく 冬 を 連れ て 来る 様 な イメ ー 
Do 第 3 は 全部 を 脱ぎ 捨て て 残っ た 薄く 透き通っ た 備 く 皆 く 美しい も の を イメ ー ジ し て 描き まし た 。 初め て の 事 ば か り 
で 勉強 する 事 が いっ ぱい で し た 。 で も 、 素 晴らし い 物 語 に 参加 させ て いた だ く の だ と いう 高揚 感 が ずっ と 私 を 後ろ か ら 
押し 続け こく れ ま し た 。 幸せ な 時 間 を いた だ けた こと を 心から 感謝 し て お り ま す 。 ( 羽 海野 チカ ) 
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背面 3 


Comment from Illustrator 


当時 の 私 の 中 で 最大 級 美しい お 顔 を 描く ぞ ! と 気合 いれ て 作画 し まし た 。 な の で デザ イン させ て 頂い た 立場 で は あり ます 
が 、 描 く の に 気合 が いる し 結構 難し いで す 。 胸元 の 露出 が あり つつ も 生々 し く な ら な いよ うな 塗り は 意識 し まし た 。 本 
性 が あの よう な 感じ で す が 、 そ の 部 分 が 見 えて きた と し て も オー ロラ は 大 きく 表情 を 崩さ な いん じゃ な いか と 思っ た の е 


で 、 そ うい 2 う 差分 は 作り ませ ん で し た 。 実際 プレ イ し て みて 、 そ れ が 怖く て 良かっ た で す 。 最期 の シー ン は 美しく て 泣 
け ま し た 。 光り輝い て いた 羽根 の 色 は 完全 に 色 を 失っ て いる の で す 。(TAa) 


コー ラル 


腕 周 り は 透け る 素材 、 ス カー ト の 裾 あ た り は ! | 
若干 透け て 見 える くら い の 感 じ で す 。 4 | 
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CHARACTER Profile 


omment from Illustrator 

オー ロラ の デザ イン が 先 に 決ま り 、 合 わせ て デザ イン する 段階 で 付き 人 で ある コー ラル は 銀色 の スト レー ト な 髪 に 、 AR 
装 や 体格 の 部 分 は 少女 み を 強く し て いま す 。 絵 が 出来 上 が っ た あと に お 話 の 出番 が 増え た と 知っ て 嬉し か っ た で す 。 最 
期 の あっ け な さ は 先 に 決ま っ て いた の か も し れ な いで す が 、 出 番 が 増え て 愛着 や 親しみ が 湧い た 分 悲し さも 倍 に な る の 


で す 。 う う 。(TAa) 
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a 
手足 に マニ キュ ア ・ ペ ディ キュ ア ( よ く 見 る と ラメ ) 
手 の 形状 は 人 間 より 縦 に 長く 、 足 は ほぼ 犬 科 の それ と 同じ 


ベス ト 和 飾り と 首輪 
ベス ト 和 飾り の 片側 は スラ ックス の 
ベル ト に 装着 
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口 は 裂け る よう に 大 きく 開き 、 オ オカ ミ の よう に 牙 が 大 きい 
口内 は や や 紫 が か っ て 気味 の 悪い 感じ 


Comment from Illustrator 


ウッ ド ワ ス の デザ イン を 考え る 際 は 気品 と 野生 味 を 兼ね 備え た 印象 に し た か っ た の で 、 粗 野 な 獣 人 と は 違う 路線 で 全体 
と し て は ボル ゾ イ と いう モデ ル 体 型 の よう な 犬 の 品種 か ら 考 えて み ま し た 。 や は り 人 外 は 人 間 に は で き な い 骨格 で 描き 
た いで すね 。 と は 言え その まま ボル ゾ イ 体型 だ と 可愛 く な る の で 、 適 度 に 足 を 長く し た り シ ル エ ッ ト は 細か く 調 整 し て 
ます 。 ま た 食 谷 姓 盛 な 点 が 欲 深 さ を 隠し きれ な い イ メー ジ か ら 金 の 装飾 を 施し た 衣装 に し て いま す 。 衣装 を 脱い だ 差分 
を 後 か ら 頼ま れ た ん で す が 、 ま さか こん な に 描か の せ て も ら え る と は …。 (村 山 童 大 ) 
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mment from Illustrator 


な ん か 性 格 悪 そ う で 、 で も 不 個 で か わい そう で すぐ 死ぬ 感じ に し よう と 思っ た ら 妖 精 み ん な 性 格 悪 そ う で 、 不 層 で か わ 
いそ う で すぐ 死に そう じゃ な いで すか 山 ! くやし い ! 叫 で も か わい く 描 けた と 思い ます 一 。 カズ ラド ロッ プ を ベー ス 
に 再 構成 し て いる の で 贅 も 虫 と 鳥 の 中 間 の よう な イメ ー ジ に し て いま す 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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гавелсгава ос аас 


nh Re 


FRONT SIDE BACK 


Comment from Illustrator 


| 口 を 横 に 大 きく する と 悪役 顔 に な る か な と 思っ て そう し まし た 。( 坂 本 みね ぢ ) | 
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< 
いつ も 可愛 く 美 し く ! ペ べ 様 に は ペ べべ 様 を 楽 
し く 生 き て ほし いと 思い ます 。 (pako) 
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と omment from Illustrator 


談 し て そう な 感じ こし た か っ た …! オリ ー プ ドラ ブ の バッ スル ドレ ス で アレ な 商品 を 売り 倒す 感じ で 。 ド Є 

レス の 形式 は 私 の 趣味 も わる ん で すけ ど な ん か こう メガ ネ ク イ っ て し た ら 似 合い そう な や つが いい な 一 な ん て と 書い て 

て 気づい た ん で す が あ れ で すね 、 ア ルプ ス の 少女 ハバ イジ の ロッ テン マイ ヤー さん で すね これ は …! 吊 ムリ アン と 並べ る 2 
と 緑 仲間 で か わい いな と 思い ます 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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首 周 り : スカ ー フ を 巻い て いま す 


首 周り : 背面 


ベス ト の 模様 


思 に し よう と いっ た 案 も あ 
こね 。 (下越 ) 
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と omment from Illustrator 


エク ター の 人 性格 や 役割 な ど 伏 は られ て いた の で す が 、 配 信 が 近く 、 出 来る だ け 正解 の イメ ー ジ に 近づけ た く 、 い くつ か 
ラフ を 出し て 正解 に 近い も の を 探っ て いく と いう 工程 で し た 。 肩 幅 が 狭い 方 が ドワーフ っ ぽ さ は 出る の で す が 、 体 当 た 
り が 強い と いう ヒン ト を 得 て 肩 周り を 強調 し て いま す 。 武器 より 体 当 た り で す 。( ネ コタ ワ ワ ) 
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Comment from Illustrator 


好き な も の に 夢中 に な っ て 、 ハ イ に な っ て る オタ フク な イメ ー ジ で す 。 ア レ 、 私 の 事 か ? 急速 立ち 絵 が つく 事 に な っ た モ 
プ キ ャ ラ だ っ た の で す が す ん な り 描 け まし た 。 危な い キャ ラ と し て 描か われ そう だ な と 思っ て いて 、 実際 そう か と 思い き < 
や あの 展開 。 泣か が せ て くれ る じゃ ぁ な い の … (下越) 
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mment from Illustrator 


ワ グ と ウィ ン キ ー の デザ イン は 奈須 さん か ら イ メー ジ を 買っ て まし た 。 ロ ブ は 最初 子 分 と し て デザ イン し て まし た が ボ 
ス っ ぽく 見 えた の か リー ダー 役 に 抜 控 。 三 人 の デザ イン で 一 番 気 を 使っ た の は 初見 で 「 や ば い 連 中 だ !| と プレ イヤ ー に 
思わ れる 所 で し ょ うか 。 すぐ に へ っ ぽこ と パレ て し まう ん で すけ ど ね 。(BLACK) 
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メイ ヴ と 異な り リノ フナ レア は 恋愛 か ら 距 離 の ある キャ ラ な の で 、 ケ ルト の 戦士 らし く 体 の シル エッ ト の 見 える 衣装 に し 
よう と 思い まし た 。 な の で 同じ く ケ ルト の スカ サハ (ラン サー) の デザ イン を 自分 な り に 意識 し て ます 。 衣装 の コン セ プ 
ト が チョ コレ ー ト と の 事 だ っ た の で 何処 か に 板 チ ョ コ 入 れ よ うか 悩ん だ 結果 、 マ フラ ー に 厚み と 凹凸 を 持た せ て 板 チ ョ 
コ 感 を だ し て み ま し た 。 ち な み に 好 き な チ ョ コレ ー ト は ビッ クサ ンダ ー よ り リ スカ の スー パーBIG チ ョ コ 派 で す 。 戴冠 > 
式 の 衣装 で す が 首 か ら 肩 に か けた 毛 足 の 短い ファ ー が 気に入っ て いま す 。 (SUE) 
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Comment from Illustrator 


胸毛 の 濃 さ で ディ レフ クション を 受け た 思い 
出 深 い 立 ち 絵 で す 。LB5 で あの 完全 無欠 の 
キリ シュ タリ ア さ ん に ある 意味 最高 の タイ 
ミン グ で ダメ ー ジ を 与え 、 そ の タイ ミン グ 


に 歓喜 し 、 も っ と も っ と も っ と みん な に 傷 
AEDT ERENT !! そ し て 極大 な 絶望 し 
な が ら 退 場 し て !! と 応援 し て お り ま し た !w 
また いつ か どこ か で ベリ ル さ ん の 残 津 と か 
エピ ソー ド が 発表 され た り し た ら 嬉 し いな 
あと 願っ て お り ま す 。 (佐々 木 少年 ) 
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А. 【 コ ン セ フト キー ワー ド 】 B.( コ ン セ フト キー ワー ド 】 C. (コン セフト キー ワー ド ] 
ж (液体 = ek AR ， 人 并 体型 ? A 多 足 ・ 毛 TR ТИЗ 


A 


腹 の 毛 に 口 色々 隠れ て る イメ ー ジ で す ? 


※ 口 っ ぽい と ころ は 目 型 魔 方 陣 と か どう で し ょ う ? 


mment from II 


モン スタ ー デ ザイ ン の 仕事 は 久々 な の で 、 楽 し く デ ザイ ン さ せ て いた だ きま し た 。 全長 が 数 キロ と 破格 の サイ ズ 感 な の 
で 、 当 初 は 褐 を る し いも の を イメ ー ジ し て いま し た が 、 奈須 さん か ら 「 見 方 に よっ て は 可愛 いと いう イメ ー ジ に も し た い 」 
と の オー ダー が あり 、 最終 的 に 今 の デザ イン に 落ち 着き まし た 。 途中 の 没 デ ザイ ン も ほか の 場面 で 採用 し て いた だ き 、 あ 
り が た か っ た で す 。 また 、 ブ ッ ズ に な っ た り 、 ゲ ー ト (?) に な っ た り 、 コ ラ 画 像 に は な つっ たり と 、 ユ ー ザ ー さ ん に も 可愛 
が っ て いた だ きま し た 。 あり が と う ご ざ いま す !| (竹之内 佳 和 (スタ ジオ BB) ) 
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https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ 」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 す る こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に は な る リー ディ ング ブシ ステ ム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2023 年 6 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
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